
「＊＊＊＊＊」（ヘデン事務総長、これからお見せするのはこれまでの常識

では考えられないことです。そのことを念頭に置いてご覧ください。それ

では、ここからの説明は、実際にデモを行う内観賢に替わります）

出席していた日本人の中の最年長の男がハッとしたような様子を見せた。

「＊＊＊＊＊」（私の名前は内観賢と申します。日本の株式会社内観システ

ムズの社長をしております。只今から当社の販売している商品である物質

転送機とオーラ・ビジョン・システムのデモをご覧に入れます。これはビ

ジネスとしてのデモではなく、その機能を有効活用して頂くことを目的と

したデモです）

賢は部屋の隅に行き、物質転送機の横に立った。祐子がヘデン事務総長の

方に向かい、位置情報端末を操作しながら言った。

「＊＊＊＊＊」（ヘデン事務総長、今私の前には１冊のファイルがあります。

これを内観の立っている床の上に瞬間移動させます。よくご覧になってい

てください）

祐子が位置情報端末のボタンを押すと、賢は物質転送機を操作してから右

手を挙げた。

「＊＊＊＊＊」（それでは、このファイルが瞬間移動します。ワン、ツー、

スリー）

祐子の合図に会わせて賢が転送ボタンを押した。祐子の前のファイルが消

え、賢の足下の床の上に現れた。

「ウオー」

皆それぞれに驚きの声を上げた。全員が立ち上がって床の上を覗き込むよ

うにして観た。ヘデン事務総長が言った。

「＊＊＊＊＊」（一体、これはどうしたことですか？な、何が起こったので

すか？詳しく説明して頂けますか）

賢が言った。

「＊＊＊＊＊」（物質転送機を用いて、ユウコ・ツグンショウ婦人の手前の

ファイルをここに移動させたのです）

全員が目を剥いた。あるものは賢を、あるものは祐子をじっと見詰めてい

る。国連の４人は目の前の現象をはっきりとは理解できないようで、戸惑

1



いの眼差しを賢に向けた。

「＊＊＊＊＊」（この地球上にあるものなら、どんなものでも、何処へでも

瞬時に移動させることができます。今のところ、このマシンの機能として

は、移動できる品物の大きさに制限を与えてありますが、その大きさの制

限は変更が可能です。ただ、あまり大きなものは転送に巨大なエネルギー

を必要としますので、このマシンでは移動させることはできません。せい

ぜい乗用車ぐらいの大きさの品物までとお考え頂きたいと思います）

ヘデン事務総長は立った状態のままで言った。

「＊＊＊＊＊」（ツグンショウ婦人、試しにもっと大きなものを移動して見

せてくれませんか？）

「＊＊＊＊＊」（はい、何なりとお申し付けください）

ヘデン事務総長はテーブルの隅にある誰も座っていない椅子を指さし、そ

れをその位置から部屋の外に移動して見せてほしいと言った。祐子は了解

すると、椅子の位置を測定し、一旦部屋の外に出た。戸口に立って護衛を

していたメドリスナが姿勢を正した。祐子はメドリスナに会釈すると、壁

の前の空間位置を測定し、メドリスナに少し離れているように言ってから

席に戻って来た。賢がスイッチを押すと、椅子はたちどころに消えてしま

った。ヘデン事務総長は席を離れて部屋の外に出た。それに続いて国連の

随行者や日本人達も全員外に出た。事務総長が席に戻って来ると、祐子に

向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（私は知りませんでした。このようなマシンをいつ発明した

のですか？このマシンは世界を変えてしまいますよ。うまく扱えば、地上

から戦争を無くせるかも知れませんし、あるいはその逆で全世界を壊滅状

態にしてしまうかも知れません。このマシンはそのような可能性を秘めて

います。ツグンショウ婦人、後でふたりだけでお話しさせて頂きたいので

すが、如何ですか？）

祐子は了解し、賢も一緒に話に参加させたいと言った。事務総長は同意し

た。賢は続いてＯＶＳのデモを行った。先ず由仁の研究室に用意しておい

たＯＶＳを会議室に転送した。それを目の当たりにした者達は、物質転送

機が商品として実用レベルに達していることを実感した。賢の説明に従っ
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て事務総長は、半年前に訪問先のアビエイで命を落としたトミー・アギウ

ス国連事務次官を呼び出して会話を行った。出席者は驚きを超え、狼狽し

始めていた。そんな雰囲気の中で事務総長はＯＶＳの画面に映ったアギウ

ス事務次官と真剣な面持ちで話をした。ふたりの会話が終え、賢がＯＶＳ

のスイッチを切ると、事務総長はヘッドギアを外しながら言った。

「＊＊＊＊＊」（このマシンについて、私はコメントできません。この世界

について、これまでの私の認識を変えなくてはならないと感じています。

今はこれ以上コメントできません）

祐子はそれを受けて言った。

「＊＊＊＊＊」（この世界に現在、これまで経験したことの無いような大き

な変化が起きてきているということは事務総長が一番ご存じのことです

が、このマシンは、この世界の急激な変化を捉え、地球上の人間が陥って

いる物質偏重の世界観から精神性重視の世界観に移行するのを支援してく

れると期待しています。私は、このマシン、オーラ・ビジョン・システム

も今回のアフリカ救済活動に利用しようと考えています。これからはアフ

リカが変化の先頭に立つ時代になるような予感がしています。勿論それに

は国連と世界保健機構、赤十字社ほか各ＯＤＡの協力と内観システムズの

協力が不可欠になりますが）

ヘデン事務総長は頷いた。それまで暫く出番のなかったマクマラン事務次

官補が、全員の興奮が収まるのを待って会議の閉会を宣言した。賢は物質

転送機を使って「梓、物質転送機を由仁に引き上げてください」と書いた

紙を上に載せたＯＶＳを由仁に戻した。その３０秒ほど後、物質転送機が

その場から消えた。まだ会議室に残って話をしていた日本人３人がそれに

気付いて、驚いて会議室内を見回していた。事務総長は場所を変えて話す

ことをふたりに提言した。

３０分間の休憩を挟み、事務総長がひとりで小会議室に姿を現した。席に

着くとヘデン事務総長は早速祐子達の取り組んでいる作戦についての説明

を求めた。祐子はウグングと取り決めた作戦をかいつまんで説明した。事

務総長はじっと考え込んでいたが、やがて何かを思い付いたように話し始

めた。
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「＊＊＊＊＊」（考えていらっしゃることはおおよそ理解しました。１つお

聞きしたいのですが、ウグング・ボンリガンボさんの組織は活動資金をど

こから得ているのですか？彼らだけで今ご説明されたような準備ができる

とは到底考えられません。背後にどこかの国があると思われるのですが・

・・・）

「＊＊＊＊＊」（はい、私もその事が気になりましたので、直接ボンリガン

ボ氏に聞いてみました。でも彼は何処の国の支援も得ていなく、あの組織

が個人出資者の集合だと言ったのです。アフリカ各国には、ブッシュマン

のように自然に融合して生きてきて、今でもその生き方を維持している人

たちと、西欧諸国の植民地政策の影響を受け、自分達も西欧諸国の人たち

のような生き方をしたいと考え、その生活様式を真似て生きている人たち

の２種類の人たちが居ますが、その西欧諸国の影響を受けた人たちも更に

３つのタイプがあって、１つは物質的な裕福さを求めるグループ、もう一

つは大自然の中で、西欧的な合理的な要素を取り入れ、自然と共存して生

きようとするグループ、そして特に自分達で選択しているのではないけれ

ど、周囲の動きに翻弄されて生きている人たち・・・この人達の多くは悲

惨な生を強いられていますが、その３つのグループに分かれていきました。

その自然と共存して生きようとするグループの中にはビジネス的な素養を

持った人たちが多く居て、農作物や鉱物資源を海外に販売して財を築いた

人たちがかなり居るのです。その人達は海外などとの取引で、常に政府や

公的機関の介入を受け、国内の非合法組織の邪魔や強奪に遭遇して、多く

の損失を被ってきた人たちばかりです。彼らは同じような目に遭っている

仲間と国を超えて連携し、それらの包囲網を潜り抜けてビジネスをしてき

たのですが、彼らを苦しめている非人道的な国のあり方を正さない限り、

全ての人々が希望を持って生きてゆけないと考えるようになり、何人かの

有志が先頭になって組織化が行われていったのです。しかし、表立った活

動をすると直ぐに国家や軍隊からの弾圧があるので、地下組織化して活動

を続けてきたのです。それらの人々が苦境に喘ぎながらもビジネスを通じ

て手に入れてきた資金を拠出して、その組織の維持・運営を行ってきてい

るのです）
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「＊＊＊＊＊」（そうでしたか。私もアフリカ各国にも正義感に溢れたビジ

ネスマン達が沢山居る筈なのに、彼らは現在の政府のやり方にジレンマを

感じても、ただ黙って抑圧されているだけなのかと疑問に思っていました。

今の話を伺って、漸く納得がいきました）

「＊＊＊＊＊＊」（彼らの組織は、まさに民間主導の活動組織なのです。で

もこれらの組織は、どちらかと云うと武装組織に近く、彼ら自身も自分達

がテロ組織に間違えられる危険性を感じて怯えていました。私はこのボン

リガンボ氏の組織に対して、武力的なアプローチを止めるように説得しま

した。ボンリガンボ氏もそれに同意してくれました。今後は先ほど説明さ

せて頂いた様々な手段を使って、段階的に現在の各国の共和制政府を解体

してゆこうとしています。勿論政府の姿勢が国民の平和を重視した方向に

変化し、真の民主政治に変わればそれで目的の１つは達成できたことにな

りますので、各国政府に対してそれ以上急激な変革を迫るつもりはありま

せん。政府が正常化したら、ボンリガンボ氏の組織は次の段階に入ること

になります。次は貧困に喘いでいる国民の救済です。それも先ほど説明し

たとおり、輸送手段の確保によりある程度は解決します。救援物資の配給

に物質転送機を使うのです。配送側とそれを受け取る側にボンリガンボ氏

の組織のメンバーが入り込み、更に住民の有志を巻き込んで支援して行く

ことにするのです。食料や医薬品の配給です。これらの活動はこれまで国

連やＮＰＯの活動を通じて行われてきていますが、ある程度の末端の支援

が可能になれば、ＯＤＡを通して生活様式の改善指導やライフラインとイ

ンフラの開発支援なども可能になってくると思われます。更に重要なのは

そこからです。経済的な基盤の確立です。私はアフリカに理想的な経済特

区を築き上げたいと考えています。これは私の夢でもあり、同席の内観賢

さんの考えていることでもあります）

事務総長の眼差しは一層真剣味を帯びてきた。

「＊＊＊＊＊」（経済特区という考え方は、ユーロ圏やアジア経済特区構想

で観てきたとおり、そこに属する経済レベルの異なる各国が自国の利益を

最優先に考えるため、意思統一を図るのに時間が掛かり、理想的な形に到

達するのがかなり難しいと思うのですが、その辺の所も考慮してあるので
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すか？）

「＊＊＊＊＊」（まだ、構想段階なので、十分な検討ができていませんが、

現在考えている構想の骨子を簡単に説明してみます。先ず始めに取り組む

のは各国の経済的自立です。アフリカ共同体に属する各国にトーテムを設

けます）

事務総長は怪訝な顔をした。

「＊＊＊＊＊」（トーテムというのはアボリジニやアメリカ・インディアン

などの間で行われてきた自然界の特定の動植物などのことですか？）

「＊＊＊＊＊」（概念はそれに似ています。しかし、ここで謂うトーテムは

あくまで、経済的な視点で見た概念です）

祐子は自分の提唱するトーテムは、各国の得意とする生産品目に独占的生

産権を与えるという方式であり、他国はその品目を生産する場合その独占

権のある国に許可を得なくてはならないようにするという貿易システムで

あるという説明をした。事務総長は「その考え方は面白いが、具体化する

ためには多くの課題があるだろう」と言った。祐子もそれには同意した。

賢が話に加わった。

「＊＊＊＊＊」（僭越ですが、一言話させてください。私はオーストラリア

のアボリジニの人たちと少しの間生活を共にしてみました。そして、彼ら

の行ってきたトーテムの考え方は独占権と云うより、むしろ互恵の精神か

ら生まれ出たものだと感じました。それは今のアフリカ経済にとって最も

必要な要素だと思います）

「＊＊＊＊＊」（それはどういうことですか？説明して頂けますか？）

事務総長は賢の話に興味を示した。

「＊＊＊＊＊」（この概念を正しく理解するためには、先ず、現在の経済シ

ステムに関する既成概念をお捨てになって頂く必要があります。現在の経

済の仕組みはいかに生産を増加させるか、いかに利益を上げるか、という

点がベースになっていますから、当然、前期と同じとか、前期よりマイナ

スという場合はそれを負の成果として捉えます。しかし、このトーテムの

考えの出発点は全く異なります。いかにそのトーテムが繁栄するかという

点に視点を置きます。その生産が増加しなくても、減少してもかまわない
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のです。そのトーテムによって自分達の国がいかに繁栄するか、いかにそ

のトーテムが守られるかという点が重要になります。現在の概念では繁栄

は増産、利益というイメージで受け取られますが、ツグンショウ婦人の考

える経済システムでは繁栄は喜び、幸福として受け止められるのです。具

体例で示してみます。例えばＡという国は自動車の技術にすぐれ、新製品

も次々に生み出せるとします。また、Ｂという国は教育システムが優れて

いるとします。また、Ｃという国はゴムの産出が世界でも群を抜いていて、

Ｄという国はトウモロコシの産出で優れているとします。そのほかの国も

それぞれ得意な分野を持っている、あるいは育成しつつある得意な分野が

あると仮定すると、交易において、その製品あるいは産物に附いての管理

権を全てその国に渡すわけで、この場合Dという国は、経済特区参加国の全

てのトウモロコシの生産に対して責任を持つことになります。勿論Ｄだけ

で全ての国のトウモロコシの需要をカバーできる筈はありません。そうい

う場合はＤの管理の下で、他国にトウモロコシの栽培を委嘱するのです。

その生産品としてのトウモロコシは無償で経済特区内の国に配給されるこ

とにするのです。Cという国はゴムです。これもＤと同じように全ての責任

を負います。Ｂは教育というサービスです。この国が中心になって他国の

教育システムを構築して行きます。Ａという国は全ての国の車の需要を担

うことになります。勿論自国だけでそれを負うことが難しい場合は、他国

に依頼して製造拠点を置いてもらいます。他国は自動車に関してはＡ国の

意向に従って、生産、販売をすることにします。自動車を製造するために

は勿論様々な材料、部品、製造設備などが必要になります。それも全て、

そのトーテムを持った国Ａが主導権を持って、自国内だけでなく他国にも

製造を委託します。１７世紀のヨーロッパに起こった家内工業から分業化

に移行することで大量生産を可能にした動きと同じような動きをこの経済

特区に起こします。但し、それは儲け主体ではなく、相手の喜びを得る為

の生産にするのです。その方向性が次の時代を担う社会システムの鍵にな

ると考えています。そのためには現在の貨幣による取引のシステムを変え

る必要があります。特に貨幣そのものに価値を持たせることを改める必要

があります。国民全員にトークンのようなｉｄキーを所持させます。その
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ｉｄキーは他の人や組織がそれを横取りしても、本人特定システムによっ

て、悪用できないように管理します。そして、誰が何を購入したのか、ど

んなサービスを受けたのかという情報を、トークンのようなｉｄキーに付

帯させます。キーそのものに記憶させてもいいし、あるいは各国のセンタ

ーコンピューターに記憶させることもできると思います。そのトークンを

提示することで、各人はそれを入手できる店に行き自分の必要とするもの

をいつでも手に入れることができます。その自由購買の仕組みは国の機関

によって管理され、国民が必要以上の物品・サービスの提供を要求した場

合は、その妥当性を判断するブレーキシステムを作動させるようにします。

その国の現状に鑑みて、そのスレッシュホールド・レベル（境界値）をコ

ントロールするようにします。ここまでくると今度は、この経済特区以外

の国との交易をどうするかという問題が生じます。その時だけ、現在の経

済システムに準じた貨幣を用いて取引を行うのです。それぞれの産品は現

在の経済特区以外の世界に於ける相場で取引することにすれば良いと思い

ます。現在の経済システムからｉｄキーを用いたシステムに移行する時期

は、かなり混乱し、困難を伴うかも知れません。税金も無くします。その

代わり、国民は就労可能な年代には誰も皆働く必要があります。しかし、

それは収入を得るための労働ではありません。人に対する奉仕としての労

働です。その労働生産性の成果は全てトーテム生産の責任国が管理します。

その働いた期間に準じて老後の保障を受けるレベルを決めるようにしま

す。しかし、若いときに働かないで生きた人間にも、老後を生き通せるだ

けの最低限の保障はします。食料生産を考えればその仕組みはわかりやす

いと思います。例えばある国でトーテムとして小麦の生産を行うのに１０

０万人の人が携わったとします。ある人は大地を切り開き、土地を耕しま

す。またある人は種から苗を作ることに従事します。ある人は苗を植えて

から収穫するまで、田畑を管理します。ある人は収穫された小麦の精麦、

袋詰めなどを行います。そして販売、配送を担当する人も居ます。それら

の仕事に優劣は付けません。合計１００万人が働いて、全経済特区内の人

口２０億人分の一年間の食料を生産するのです。小麦を生産した国は勿論

自国の食料を確保した上で、それを特区内の各国に配分します。各国はそ
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の国から食料の供給を無償で受けます。そして、余剰の食糧は備蓄分を除

いて経済特区以外の諸外国に輸出します。特区内では全員が必要な食料を

得ることができます。これで食糧不足による餓死は防げます。中には怠け

るものも居るでしょうし、人の何倍も働く者も居るでしょう。でも、それ

で良いのです。収入に差は付けません。働くことに喜びを覚えるものは働

き、遊んで生きることにのみ喜びを覚えるものは、最低限の就労で最低限

の食料や備品を与えられ、それで思い切り遊び続ければ良いのです。気付

くまでそれを続ければ良いのです。「働かざる者、食うべからず」的な発想

は排除します。唯、よく働き、知恵を持っているものが生産の責任者など

上位に立つものとして受け持つ範囲を広げるのです。その人間にとってそ

れはこの世界での貴重な体験になってゆくのです。人生ではそれが最も大

切であるということを、教育を通して特区内の住民に知らせてゆきます。

土地は原則として個人所有を許しません。生まれたときに、誰にも将来一

定の領域を提供することを約束し、成年に達した段階で独立して居住する

ための土地を与えます。そして死亡した段階で土地は国に返却されます。

一切の個人所有を認めません。こんな説明をすると、それは共産主義では

ないかと思われるかも知れませんが、何処の国も国民に就労の義務を課す

ことはしません。悪事以外なら何をしても構わないのです。自国内に留ま

る必要も無ければ、経済特区の外に出て行くことも自由です。唯、特区内

の１つの国の国民であることのメリットは計り知れません。その国の国民

であるということは、生まれてから死ぬまで、母国が守ってくれる仕組み

の中で生きているということです。その国のいくつかのトーテムを発展さ

せるために努力をすること、そしてその成果を祝福しての祭り、トーテム

を通しての他国民との連携、輸出を通じての経済特区外の人々との交わり、

様々な形での発展があります。ツグンショウ婦人はその平和的な世界を実

現しようとしているのです。本来は政府も、警察も、裁判所も必要ないの

ですが、一気にその段階まで行くのは難しいので、あらゆる所で働く人が

完全に公平である事だけを守り、政府機関や警察機構、司法の場もそのま

ま継続させることにします。過去にあった共産主義国家の生産性の低下が

起きないような仕組みを組み込む必要がありますが、それはあくまで仕組
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みの活性化のためであり、富裕な生活を得る為にあるのではありません）

ヘデン事務総長は小さく頷きながら聞いていたが、賢が話を切ると、大き

く２回頷いて言った。

「＊＊＊＊＊」（あなた方の考えておられる理想的な経済システムについて

はおおよそ理解致しました。それが実現できたらどんなに素晴らしいだろ

うと思いますが、現実にそれが可能かどうかということになると、残念な

がらかなり難しいような気がします。私は、いきなりそのようなシステム

に切り替えるのではなく、段階を追って実施してはどうかと思います。国

民全体にｉｄキーを配るというシステムは素晴らしいと思います。そして

そのｉｄキーによって食料の配給を行うシステムは良いと思うのですが、

そのｉｄキーをどのように配るかということだけでも、困難であると思い

ます。でもそれは何とか実現できたとしても・・・・・）

事務総長の歯に物の詰まったような言い方を受けて祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（事務総長のご懸念は分かります。我々もやはり段階的に実

施することを考えるべきと思います。しかし、内観さんが取り組んでいる

日本の実験サイトでは最初の段階からそのようなシステムを動かしてみる

とのことです。経済特区の構想については、もう少し先の話になると思い

ますので、日本の実験サイトの結果を見てからでも良いのではと考えてい

ます）

事務総長は祐子と賢の説明に意を決したように言った。

「＊＊＊＊＊」（分かりました。国連としてもあなた方の取り組みを後方支

援致します。ツグンショウ婦人からの準備が整ったという連絡を待ち、赤

十字社本部と世界保健機構本部に国連としての見解を伝え、アフリカ諸国

に対する食料・医療支援のあり方に具体性を持たせるように示唆致しま

す。実際には、ツグンショウ婦人と内観さんにそれぞれの機関のトップと

の会談を行って頂き、具体的な支援の方法を取り決めて頂きたく思います。

従来の支援のあり方を修正するだけで済むかも知れませんから、彼らもそ

れほど違和感を持たずにあなた方の提案を受けてくれると思います）

それから三人はもう一歩踏み込んだ討議を行った。祐子は身体が打ち震え

るほど嬉しかった。亜希子がコンゴ国民を救おうとして祐子を説得した時
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の必死な姿がまぶたに浮かび、祐子は心の中で亜希子に話し掛けた。

「亜紀、あなたの望んでいるような取り組みが動き始めるわ。私はあなた

の分まで頑張るわ。観ていてね」

祐子は漸く自分の望んでいたことが実現に向けて動き出したという手応え

を感じていた。

梓の気持ちは複雑だった。賢が漸く怪我から回復したばかりなのに、テレ

ポーテーションでアフリカとの間を頻繁に行き来している。体力を消耗し

てしまうのではないかと気が気でなかった。もう一つの大きな気掛かりは、

賢が永遠の伴侶と決めていて、それを自分に対してもはっきりと公言して

いる祐子の存在だった。由仁の家を留守にしている間に、賢が自分の元を

離れてアフリカに行ってしまうのではないかという心配で頭が一杯だっ

た。そして、賢の部屋には亜希子の亡骸が横たわっている。梓は子供の頃、

自分より２つ年上の従姉妹を失った。そのときに感じたのと同じ悲しみと

死への怖れの入り交じった気持ちを何時も心の底に感じていた。日暮れに

賢の部屋の前を横切るような時には、涙がこみ上げ、鼓動が激しくなった。

そしてそれに反応したかのように、お腹の子供が小刻みに震えるのが感じ

られ、全身に戦慄が走ることがしばしばあった。そんな中で心を支えてく

れたのは愛子だった。愛子はどんなときも朗らかで活発だった。賢が退院

してから自宅で療養している間も、賢に対する心遣い以上に、梓のことを

気遣ってくれた。食事の支度と片付け、掃除、洗濯を手伝ってくれたし、

学校の帰りには買い物をして来てくれた。梓はそんな愛子に対して、何時

も「家事は自分でできるから勉強を頑張って」と口にしながらも、疲れて

脚にむくみが出ているときなどは、嬉しくて涙が流れそうになるのだった。

賢の行動に一抹の不安を覚えながらも、梓は自分の胎内に賢の子供が育っ

ていることに、この上ない喜びを覚えていた。家に居るとき賢は直接愛の

言葉を口に出して言ってくれることはなかったが、梓は賢が近くに居るだ

けで、いつもその大きな愛情のドームの中に浸っている感覚を覚え、完全

に安心しきっていた。賢が不在になったとき、自分の感じていた安心感が

失われるのではないかと心配したが、賢がアフリカにテレポーテーション
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してしまった後も、意識を賢に向けるとそのドームのような愛の場はその

ままそこにあって、自分を包み込んでいることが分かった。唯、暫く賢の

姿を目にしないと、思考が自分に対して不安の気持ちを掻き立て、賢が祐

子と共に居ることに対する嫉妬の念を湧き上がらせているのだということ

に気付いた。そんな複雑な気持ちの中に居て、ソファーでぼーっとしてい

るとき、愛子が部屋に駆け込んで来た。

「梓さん、ＯＶＳが戻って来たよ。上に手紙が貼ってあったよ」

梓は愛子の差し出す手紙を手に取った。

「物質転送機を引き戻してほしいって」

「ふぅーん、物質転送機とＯＶＳを何に使ったのかな？海外には販売しな

いって言っていたのに・・・・」

梓は直ぐに研究室に行った。そして常設の物質転送機を操作して、アフリ

カのどこかにある物質転送機の位置情報を確認し、この研究室を移動場所

に設定して転送スイッチを押した。物質転送機は直ぐに転送されてきた。

梓は自分が賢の活動に全く関与していないことに虚しさを感じ、取り残さ

れたような寂しい気持ちになった。そしてふと亜希子の事を思った。賢は

祐子と亜希子のことを両方とも永遠の伴侶だと言った。そして亜希子は祐

子と共に苦しんでいる人たちを救う為に行動を起こし、アフリカの地で命

を落した。賢は自分の事も愛していると言った。しかし、自分に対しては

永遠の伴侶という言葉は使わなかった。ただ「愛している」と言っただけ

だ。賢にとって、自分とは一体何なのだろうか？命を落とした亜希子とど

ちらが大切なのだろうかと思った。何時も賢が言うように、愛の大きさに

全く差が無いというようなことがあり得るのだろうか？梓には考えられな

かった。自分には賢しか居なかった。今後どんな素晴らしい男が現れても、

自分の気持ちが微塵も揺れることはないと確信していた。

「梓さん、梓さん、どうかしちゃったの？ぼーっとしちゃって」

愛子の言葉で梓はふと我に返った。

「あら、ごめんなさい。・・・・・愛子さんには分かるかしら、私ね、あの

人の赤ちゃんができてから、何故か自分が安定した生活を望んでいるって

ことに気が付いたの。愛子さんには愛する人がいるかしら？私にはあの人
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しか居ないの。勿論父や母のことはとっても愛しているわ。妹のこともね。

それにあなたも、原さんも好きだけど、あの人に対する愛とは別の愛のよ

うな気がするの。ちょっと恥ずかしいけど、私はあの人と何時も一体だと

感じているのよ。でもあの人には、永遠の伴侶という祐子さんと亡くなっ

てしまった亜希子さんが居るでしょう。私はその愛の狭間にあって、あの

人に愛されているとは分かっていても、何となく満たされない気持ちがす

るの。分かるかしら？そんなことを考えてぼーっとしてしまったのよ」

愛子は梓の側に近付いて来て言った。

「わたしは不器用だから、よく分からないけど、みんな愛しているよ。今

のこの由仁の家が一番好き。とっても愛している人たちが一緒に居るから

ね。私はここに生きていられることだけで幸せだって感じるよ。私ね、賢

パパからの受け売りだけど、愛って、条件を付けるべきものじゃないんだ

って思うよ。母が亡くなるまえのことだけど、私が失踪していて、その時

賢パパが私を救うためにその頃母が住んでいた和歌山の家に来たの。そし

て、そこで母は賢パパと恋に落ちたの。賢パパのことを「たった今死んで

も良い」と謂うほど愛してしまったの。賢パパは恋に落ちたというより、

ただ母を愛したと言った方が良いかも知れないな。母は賢パパが無上の存

在になったみたいなの。私が失踪から帰還した後でテレビのインタビュー

に応えて話した言葉があるの。その言葉は身体に染みこんでしまって、今

も私の中に残っているのよ。「愛情はエネルギーみたいなものだと感じて

います。初めは自分が誰かを愛しているとか、自分が誰かに愛されてい

るという意識がありますが、愛が強まってくると、愛している自分と、

自分が愛している相手との区別がつかなくなってしまいます。そして、

更に自分も、相手も、無くなったようになって、だだ愛情の中に浸って

いるという意識だけになって、最後には意識というより愛そのものとい

う状態になったような感じになってしまいます。一種の自己喪失です。

唯、歓喜だけがあるような感じです」・・・・もう暗唱しちゃったわ。
よろこび

私は賢パパが母を愛していたとき、いいえ、きっと今も変わらず愛して

いると思うけど、その愛が愛の自然な姿だと思うの。梓さん、考え過ぎ

ない方が良いと思うよ。賢パパは自分と相手の間に境界が無いのよ。相
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手も一人だけじゃないのよ。その時そこに居る人に対してはみんな愛し

てしまうのよ。だから、母のことも、梓さんのことも、私のことだって

誰より一番愛している筈よ。梓さんのことも世界中で一番愛していると

思うよ。祐子さんのことも、亜希子さんのこともね。ちょっと変だけど、

原さんのことも、樋口さんのことも、もっとも男同士だから肉体的な接

触は無いけどね。私も母が亡くなって直ぐの頃、賢パパの愛について疑

問を抱いたこともあったわ。だけど、賢パパの愛が本当の愛だと思える

ようになったのよ。だってそうでしょう。人のことを本当に愛したら、

男と女だったら、賢パパと梓さんみたいになるでしょう。そして、それ

があらゆる人に対してそういう心になるんだったら、みんなを愛しても

何の不自然なこともないと思うのよ。むしろ自然なことのように思う。

そうは言っても私は女だから、賢パパのようにはなれないけど。私は安

定した１つの家族を作り上げたいと思うよ。それは梓さんと同じよ。そ

して私の旦那さんになる人には、私だけを愛していてほしいと思う。で

も私のことを強く愛していてくれるのなら、他の誰を愛しても良いとも

思うよ。今はね。伴侶が現れたらそんな暢気なこと言っていられるかど

うか分からないけどね・・・・」

「わたしはあの人が好きなのよ。愛しているのよ。だから・・・・」

梓と愛子はどちらともなく立ち上がり、亜希子の亡骸のある賢の寝室に向

かった。ふたりはベッドサイドに立ち、亡骸に向かって瞑目した。梓は自

分の心の中のわだかまりが消えていることに気付いた。ふたりの頬を涙が

伝わって流れた。ふたりは無言だった。

その晩は遅くなってから原が帰宅した。原は家に入ると直ぐに賢の寝室に

向かった。亜希子の亡骸の前で両手を合わせ、しばし瞑目をしてからリビ

ングに戻って来た。

「梓さん、もう休んだ方が良いですよ。悲しみや、不安は自分の身体にそ

ういう場を作ってしまいますから、思考を止めて、賢さんの愛情の中に浸

って休んでください。お腹の赤ちゃんの為にも、幸せな世界に浸っている

という感覚の中で休んでください」

梓は原の言葉に従って自分の部屋に向かった。愛子はそんな原の優しい姿
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を涙ぐんで見詰めていた。

梓は暖かい真綿に包まれているような、心地よさを覚えていた。その真綿

が背後から自分に覆い被さってくるように感じて目を開けた。賢の身体だ

った。賢は梓の背に身を寄せ、梓の身体を抱き締めていた。梓はグルッと

寝返りを打って身体を賢の方に向けた。

「お帰りなさい」

「梓、ありがとう。身体は大丈夫か？」

「ええ、私も、お腹の赤ちゃんも元気よ」

賢は黙って梓と嬰児を抱き寄せた。

「あなた、私たちを捨てないでね。あなたが居ないと、とても不安なの」

「ずっと一緒だよ」

梓は賢の胸に顔を埋めた。少ししてふたりは眠りに落ちた。

翌朝賢が目を覚ますと梓の姿は無かった。賢は自分の部屋に行った。亜希

子の亡骸は昨夜のままだった。頬はまるで生きているように瑞々しく、今

にも起き上がって来そうに思えた。

賢は祐子の所から戻るとき、一旦霊界を訪れた。亜希子は賢の姿を認める

と、駆け寄って来た。駆け寄るとは謂っても空中を滑るように移動してき

たのだが、側まで来ると賢の胸に飛び込んで耳元で囁いた。

「あなた、ずっとお待ちしていましたのよ。ムクウさんがこの世界の仕組

みを説明した本を沢山持って来てくださったのです。とても面白いことに

気が付いたの。ムクウさんのくださった本を読もうとして１ページめくる

と、一気にその本の内容が頭に入ってしまうのですよ。こちらの世界はと

っても便利ですわ。ムクウさんがお戻りになるときに、あなたが由宇お姉

様の所に助太刀に行っているから、帰りに寄るだろうっておっしゃったの。

あなたがいらっしゃるのが分かってから、わたくし胸がドキドキときめい

てきて、外に出てあなたのことお待ちしておりましたの。でもいつまでお

待ちしてもお見えにならなくて、とうとう１週間も毎日外でお待ちしてい

ました。両親も呆れていましたわ。わたくしもこちらの時間が現象界とは

進み方が違うのをわかっているつもりでしたが、どうも、わたくしが待ち

どうしいと思うと、時間の経つのが長くなるようですわ」
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「待たせてしまって、ごめん。亜紀は今どうして過ごしているんだ？」

「わたくしは両親と一緒の家に住んでおりますが、朝のお食事をご一緒さ

せて頂いた後、そのまま講演センターに伺って、一日中皆さんにこの世界

の仕組みについてご説明させて頂いておりますの。でもあなたがお見えに

なるとのことでしたので、この１週間は講演センターをお休みしています

わ」

「講演センターって、亜紀、すごいじゃないか。どうやってみんなを集め

るんだ？」

「これもムクウさんに教えて頂いたのですが、瞑想して、これから説明し

ようとする講演の趣旨を頭に浮かべ、「皆さん、ＸＸ時に講演センターでこ

の世界の仕組みについてお話を行いますから、集まってくださいね」って

呼び掛けるのですわ。唯それだけでずいぶん大勢の人たちが集まってくだ

さいました。ムクウさんは、今の段階では、その方法である程度分かって

いる人たちを集めることができるとおっしゃっていました。それが馴れて

きたら、今度はもっと大きな広場のような所で講演をさせて頂きたいと思

っています。ムクウさんは私たちの住んでいる世界よりもっと意識が地上

に近い人たちの住んでいる世界で講演できるようになってほしいとおっし

ゃっていましたわ」

「つまりはエーテル界とか幽界とかだね。亜紀も頑張っているんだね。何

とかまた一緒に生きられるようにするから暫くは頑張っていてくれよな」

「わかりました。あなたもご無理をなさらないでくださいね」

名残を惜しむ亜希子を残して賢は由仁の自分の部屋に戻った。そして亜希

子の遺体を確認してから服を着替え、梓の部屋に向かった。梓は身体を壁

に向けて眠っていた。梓の意識が不安定に動いているが分かる。賢がベッ

ドの反対側に回り込んで梓の顔を覗き込むと、梓は目から涙を流していた。

賢は梓に済まないと思い、ベッドに潜り込むと、梓を背中から抱き締めた。

賢が顔を洗ってからリビングに行くと梓が元気な声で挨拶した。

「あなた、おはようございます。疲れがとれたかしら？」

「梓、君の方が疲れているんじゃないのか？ずいぶん面倒を掛けたからな」

「いいえ、全然大丈夫です」
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愛子と原が一緒にリビングに入って来た。それぞれ挨拶を交わすと賢に向

かって原が言った。

「アフリカの方の首尾は如何でしたか？」

「ええ、祐子達は凄いことを考えているんです。何たってアフリカ全体を

希望に満ちた明るい世界に変えようとしているんですから。そのスケール

の大きい事ったらありません。世界中の国を巻き込んでしまうかも知れま

せん。国連事務総長との会談を持ったんですよ。祐子の真剣な姿勢に押さ

れて事務総長も協力の約束をしました。説得するとき、ＯＶＳと物質転送

機が力を発揮してくれました。僕は夢物語でなくて、現実にアフリカは変

わってゆくような気がしています」

「勿論その計画は秘密なんでしょうね？」

「そう、みんなには済まないけど、会談の出席者も知らないことなんです。

事務総長と祐子と僕の三人しか知らないことです。だから、まだ誰にも言

えないのです。許してください」

「許すなんて、とんでもありません・・・・・でも興味あるなあ」

愛子も割り込んだ。

「賢パパ、どんなことかぐらいは教えてくれないの？」

「愛子、ごめんな。今はだめだ」

「さあ、さあ、食事が冷めてしまいますよ。皆さん、席に着いてください

ね」

「梓さん、お手伝いしなくてごめんね｣

「いいのよ、愛子さん。今日は早く目が覚めたから」

賢の行動を一番知りたがっていた梓が、その事には一切触れず、明るい声

で全員を食卓に誘導した。食事が始まると、賢が原に向かって言った。

「アフリカの着手は諏訪より早いかも知れませんよ」

「えっ？」

「諏訪はどの程度進んでいますか？」

「土地の借地契約が済みました。外壁の工事はあと一月あまりで終わりま

すが。サーバーシステムがあと３ヶ月ほど掛かりそうです。ハードは区民

会館に設置しましたが、システムと端末の結合テストと検収が済んでいま
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せん。仮の運用はできると思いますが、トークンに情報を入れるだけでの

運用になりますから、セキュリティ上の問題があります。賢さんに相談し

ようと思っていたのですが、いきなり実運用にゆくのはリスクが大きすぎ

るので、先ず特定地区を限定して試験運用したらどうかと思っています。

それでしたら、ＰＣ数台で仮運用できますから。システムソフトは仮運用

に耐えるプロトタイプを作成してあります」

「先日ドラフト（草稿）を見せてもらった運用マニュアルやガイダンス（導

入説明書）はできましたか？」

「はい、完成しています。今日、事務所から持って来ます。一度目を通し

てください」

「それと、人員計画ですが・・・・」

「僕の語録研究所の正会員の内の３０人と賛助会員の中から意識の高そう

な人２０人を選出して契約を結びました。正会員は原則としてあの実験サ

イトに居住してもらいます。賛助会員の２０名の内の７人は居住者になれ

るようですが、残りの１３人はまだ態度を決めていません。僕がそこに居

住するなら一緒に移り住んでもいいと言っていますけど・・・・ですか

ら、僕はあの実験サイトに引っ越そうかと思っているんですが、どう思い

ますか？」

「そうですね。システムの立ち上げと、試験運用がありますからね。そう

して頂けると僕としても安心です」

「それではそうさせて頂きます。それともう一つ苦戦していることがあり

ます。既にご存じのことと思いますが、あの地域に元から住んでいた住民

です。年長者が多いので、説得に時間が掛かっています。まだ半数ほどし

か合意をもらっていません。皆さんが一番気にするのが自分達の資産の取

り扱いです。そして、あのサイトの外の地域に働きに出掛けていた人たち、

外から働きに来ていた人たちについても個別に相談しています。外との出

入りが自由だということをいくら説明してもなかなか分かってもらえませ

ん」

「資産の取り扱いについては現状の制度から段階を追って変えていった方

が良さそうですね」
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「賢パパ、原さん、お仕事は会社でね」

「あっ、ごめん、ごめん。ずっと原さんや数馬に任せきりだから、つい気

になってしまって。原さん、申し訳ありません」

「いいえ、僕は一向に構いません。では、続きは食後に」

賢と原が箸を手にして食事を掻き込むように食べ始めた。少しして賢が湯

飲みを手にして一口飲んだとき、ふたりの食事の手が止まるのを待ってで

もいたかのように梓が言った。

「あなた、祐子さんは大丈夫だったのですか？亜希子さんがあんな事にな

ってしまったんですから、かなり激しい戦闘だったんでしょう？」

賢は箸を置いて言った。

「レストランで会食しているとき、祐子の会社フルマのメンバーが話して

いるのを意識で聞いていたんだが、どうやら、襲撃を受けても祐子には弾

が当たらないらしい。それと、祐子は被弾して瀕死の重傷を負った負傷者

をその場で治療して、回復させてしまうらしい。メンバーは祐子のことを

女神様のようだと言っていたよ」

梓は頷いたがそれ以上質問しなかった。

翌日の午後、無菌処理を施した棺が届いた。棺屋は「どなたがお亡くなり

になったのですか？」と訊ねた。賢は「海外の友人が亡くなって、遺体の

腐敗を防ぐ為だ」と言った。棺屋は棺を海外に送るものだと思い込んだよ

うだった。賢は棺屋に指示し棺を居間の奥に仮置きしてもらった。棺を賢

の部屋に移動し、亡骸を納めるのは原が帰ってから行うことにした。ふた

りは賢の部屋に亜希子の亡骸を見舞った。

「亜希子さん、絶対戻って来てね」

梓の声に、応えているかのように亜希子はその抜けるように白い顔にほほ

笑みを浮かべていた。

賢はアフリカから戻ってから３日してから仕事に復帰した。それまでは由

仁の家で決済の業務や方針の決定を行っていたが、久しぶりに工場に顔を

出した。家を出る前に棺に納められた亜希子の亡骸を意識に貼り付けた。

梓もこの日から一緒に職場に復帰することにしていて、原と３人で工場ま
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で歩くことにした。工場の事務所は由仁の家から徒歩で１０分ほどしか掛

からない場所にあったが、久しぶりに屋外を歩いてみると、自然が身体に

同調してまるで空中を飛ぶ鳥のような感覚を覚えた。工場の敷地から離れ

たところにある事務所も、工場同様大人の背丈の倍もある高さの塀で囲ま

れていて、まるで刑務所のような印象を与える。この事務所の塀も、外部

から工場に対して攻撃を受けた際に一緒に構築した。入り口のゲートも厳

重なセキュリティで守られていて４、５人のガードマンが２４時間常駐し

ている。３人がゲートに近付くと、ガードマンたちが敬礼をした。オフィ

スビルに入って３人はそのまま社長室のあるフロアに向かった。既に席に

着いている１４、５人の事務員が一斉に立ち上がって頭を下げた。賢は全

員に向かって挨拶をしてから、２人と共に社長室に入った。社長室内の会

議テーブルの席には既に事業部長の鈴森と製造統括部長の青木、数馬の会

社マトラー・システムの営業統括部長笹刺が座っていて、賢が部屋に入る

と３人とも同時に立ち上がって挨拶した。

「社長、今日は先ず、事業部長から最近までの状況報告をしてもらいます。

それからＯＶＳとＭＴＳの受注状況と生産状況に附いて営業統括部長と製

造統括部長に説明してもらいます。その後、私と今後の戦略について打ち

合わせして頂くということでいかがでしょうか？」

「それで良いです」

原の改まった言葉に、賢も社長としての対応をした。梓は記録帳を広げて

その日のスケジュールを壁のホワイトボードに書き込んだ。賢は療養中も

原から報告を受けてはいたが、一応デスクの上に置かれた月次の製造販売

レポートに目を通した。海外への販売を始めたこともあってＯＶＳの売り

上げの伸びは、賢が事故に遭う直前同様、半期の販売計画を遙かに上回っ

ていて、月産１５０００台の大台に乗る一歩手前まで来ていた。製造統括

部長は工場の新設計画と人員計画についてその見通しを説明した。ＯＶＳ

だけでも手狭なのに、物質転送機ＭＴＳに対する引き合いは更にその上を

いっていて生産能力の１０倍以上にもなっていた。事業部長が言った。

「社長、事後報告になってしまいますが、最近警戒しなくてはならないこ

とが起きています。先週の水曜日に国土交通省の事務次官から「物質転送
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機の販売計画に附いて説明してもらえないか」という問い合わせが入った

のです。その直ぐ後に、財務省の証券担当から株価の急騰について、話し

を聞きたいという申し入れがあり、その翌日、証券取引等監視委員会から

監査を行うとの通達を受けました。我が社としては何の負い目もありま

せんから、了解の返事をしておきましたが、それでよろしかったでしょ

うか？」

「それで良い。しかし、どうして政府の関係筋が動いているのかな？売

り上げ急増に附いての反応だけとは思えない。何かありそうだな」

「社長、私もその事が気に掛かっています。競合があるわけじゃぁない

し、ＭＴＳやＯＶＳの販売で間接的に損害を被る企業が直訴でもしたの

かも知れません」

「うむ。それで公正取引委員会の方はどうなった？」

「独禁法という点からは、当社の経営に非を見いだすことができなかっ

たようです。あれから何も言ってきません」

「分かった、ありがとう。青木くん、後でＭＴＳの製造現場を見せてく

れないか？従業員はオーバーワークになってないだろうな？」

「社長のご指示がありますから、原則残業はさせておりません。臨時従

業員は一定期間の就労の後、最長でも３ヶ月後には全員正規として採用

しています。当然派遣は一人も使っていません」

賢は青木製造統括部長と一緒に工場に移動した。社用車でゲートを出る

と、賢は異様な雰囲気を感じた。確かにどこかから観られている。賢は

意識を全方位に開いた。祐子や梓、まして亜希子からの意識ではない。

どうやら遠方から観察されていることが分かる。しかし、その意識は途

切れ途切れで方向がはっきりしない。

「青木くん、最近この辺りに当社以外の大きな建物の建設があった

か？」

「いいえ、当社に関係した建物以外に大きな建物はできていないはずで

す。先週、当社に部品を卸している会社との共同倉庫がここから３００

メートルほど先に新たに２棟建ちましたが、そこは倉庫ですから、管理

人と資材担当以外は居ません。今日立ち寄られますか？」
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「いや、いい。ありがとう」

工場の前に大駐車場がある。工場に入るゲートはオフィスビルのゲート

より一層警戒が厳重だった。社長の乗っている社有車であっても、ガー

ドマンがトランクの中と車の足回りのチェックを行った。沢山のトラッ

クが工場の側面に荷台を付けて製品の搭載を行っていた。工場内に入る

と、いつの間にかＭＴＳの製造部長がふたりの後に付き従った。賢は青

木に案内されて工場内を視察した。製造ラインは部品実装からアセンブ

リまでは直線ラインで、組み立てはＵ字ラインが組まれている。直線ラ

インは無人化されていた。Ｕ字ラインはあまり整然とした感じは受けな

いが、賢はこの方式が一番効率が良いと思った。

「ずいぶん若い人が多いな。こんな辺鄙な所じゃぁ通うのが大変だろう

な」

「社長、彼らは 賄 付きの独身寮に入っています。Ｕ字ラインの担当や
まかない

検査係などは札幌や苫小牧など遠方から通っているものも沢山います」

賢がＵ字ラインの後ろを通り掛かったとき、そこで働いていた３５、６

歳の従業員が一旦組み立ての手を休め、ふたりの方に振り向くと、つか

つかと近付いて来て、頭を下げて言った。

「統括部長、少しお話しできますか？」

「一体何だ？社長もおられるんだぞ」

青木がそう言うと、背後にいたＭＴＳ製造部長が慌てた。

「青木くん、聞いてやりなさい」

賢は従業員の顔つきに焦燥感を観て取った。

「あ、あのぅ、僕はこの間の日曜日、札幌ラーメン店で隣に居た男から

物質転送機の事を聞かれました。僕は「知らない」の一点張りで無視し

ようとしましたが、しつこくて、「工場見学をしたい」とか、「工場のリ

クレーションで外の人間が入れるときはあるのか」とか聞かれました。

僕ばかりじゃなくて、札幌から通っている奴が何人か尋ねられていま

す。同じ男じゃないようですが・・・・心配なので、報告した方が良い

と思いました」

「ありがとう、だけど、どうして部長か課長に言わなかったんだ？石垣
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くんは聞いてないのか？」

賢は石垣製造部長に向かって言った。

「はい、申し訳ありません・・・・き、君、そういうことは先ず私か課

長に相談するものだ」

「済みません。部長にも課長にも言いにくくて・・・・仕事のことじゃ

ぁないから」

賢が言った。

「ありがとう。とても参考になったよ。社則にあるように、外では絶対

工場内の話しをしてはいけないよ。君は良く守ってくれたようだな。立

派なことだ。今度不審な男が近付いて来たら先ず課長に相談してみると

良いよ。その方が問題が早く伝わるだろう」

「はい、わかりました」

従業員はＵ字ラインの作業場に戻った。

賢は石垣部長に先ほどの担当者を叱らないように言った。工場視察を終

えると、製造部長は職場に戻って行った。賢は青木の案内で休憩室に向

かった。休憩室は食堂の隣に造られている。ふたりがテーブル席に着く

と白衣に白いキャップを被った中年の女性が部屋に入って来て、賢たち

の近くに来た。

「あのー、社長さんでいらっしゃいますか？」

「ええ、そうです」

「私、食堂で働かせて頂いている者ですが、ちょっと相談したいことが

ありまして・・・・」

「どうしたんですか？」

「はい、最近のことなんですが、スーパーで買い物をしているときアラ

フォーだとおもうんですが、女性が近付いて来て、とびきりの特売品が

あるからちょっと来てみないかと言われたのです。私も主婦ですからそ

のアラフォーに附いて行ったのです。そしたらスーパーの果物売り場に

立派なマスクメロンと甲州ブドウが通常の８０％引きで売られていた

のです。私がそれを篭に入れてレジで精算すると、そのアラフォーが「も

っと安い良品が沢山あるけど、ご覧になりますか」と言うので、つい、
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後に附いていったのです。そしたら、スーパーの隅にワゴン車が１台停

まっていて、そこに昆布やわかめ、煮干し、するめなんかが普通の１割

ほどの値段で・・・・」

「君、何の話をしているんだ？社長は忙しい方なんだぞ」

「まあ、青木くん、そう言わずに・・・で、それからどうなったんです

か？」

「わたし、急いでいろいろな物を買ったんです。そしたら、アラフォー

が「私たちは特売システムを使っているからこういう値段で売れるんで

すよ」って言うんです。そして「私たちは価格を抑えている分、沢山売

りたいから、あなたの会社の人たちを紹介して頂けないかしら」と言っ

たんです。私は別に何も変だとは思わなかったんで、「いいですよ」と

応えたんです。そしたら、「あなたが協力して頂けるようなので、お礼

に、あなたの働いている職場に飾れる記念品を差し上げます。それで、

どんなお仕事をされているのですか？」って聞かれたので、「社員食堂

で働いています」って応えたんです。そしたら、アラフォーは「食堂の

各テーブルに飾ると良いと思います。月に１度新しいタイプの飾りを用

意しますから、古いのを持って来てくれれば交換します」って言ってこ

んな物をくれたんです。一度に１０個もくれたんです。私はそれを職長

に見せたんですが、職長は箱の中身を確認してから、「それなら邪魔に

ならないから飾ってみたらどうだ」って言ってくれたのですが、私は何

となくしっくりこない気分だったので、誰か偉い人に相談しようと思っ

ていたのです。さっき社長さんの姿が見えたので・・・・これなんです

が・・・」

そう言いながら、女性は袋から紙の箱を取り出した。それは高さ２０セ

ンチほどの花瓶と薔薇の造花を一体にした置物だった。非常に精巧に出

来ていて、ちょっと見ただけでは本物と思ってしまうほどの品物だっ

た。賢はそれを女性から受け取って意識を集中してみた。直ぐに電気仕

掛けの装置が中に組み込まれていることが分かった。強い電磁波の放射

は無いようだ。話し声の音声が電気信号に変換されているのが分かる。

「これは、どうやら周囲の会話を傍聴して録音する装置だな。発信機能
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の無い盗聴装置だ」

「わたし、どうしましょう」

「社長、盗聴ですか？」

「うん、食堂での会話を盗聴しようとしたようだな。アラフォーの女性

は多分この盗聴器から直接情報を得ようなどとは考えていないだろう。

人間関係や個人の特徴を掴もうとしているんじゃないかな。社内の機密

情報を引き出せる人間を探そうとしているんだろう・・・・この造花は

もう飾ったのですか？」

「申し訳ありませんでした。先週の月曜日に所々のテーブルの上に飾っ

てしまいました」

「そう、それじゃ、それを全部集めてください。青木くんそれを原研究

所長の所に持って行って、内容を消去してもらいなさい。それから、あ

なた、その消去した物をアラフォーの女性に返してください。しかし、

消去した後は、原所長が言うと思いますが、密閉した箱の中に保管して、

周囲の声の聞こえないところに遠ざけておいてください。良く気が付い

てくれました。ありがとう。今後もこういうことがあったら直ぐに報告

してくださいね」

「はい、わかりました」

女性は造花を箱に収め、それから食堂に入って行くと急いで他の造花を

回収して廻った。

「社長、中に盗聴器がある事がどうして分かったのですか？」

「意識を集中させれば、誰でも分かるんだよ。人間には本来そういう能

力もある。だけど殆どの人はそんなことはできないと思い込んでいる

し、ずっと受け身で生きてきているからそういった能力を使うことがで

きないんだよ。青木くん、君を非難しているわけじゃないよ。殆どの人

がそうだからね」

「社長はすごいですね。社長、ところで、工場見学は如何でしたか？」

「なかなか良くできているじゃぁないか。これで今の製造能力は受注残

の１０分の１なのか？月産何台まで可能なんだ？」

「はい、３０００台が限度です。でも現状は２０００台ほどがやっとで
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す。部品の調達が間に合いません。現在全力で調達先の確保に取り組ん

でいます」

「増産せずに、暫くはこのまま様子を見よう。このマシンは造りすぎる

と、設置先を追跡できなくなってしまう危険性がある。戦争にでも使わ

れたら大変なことになるからな」

「はい、そのことは肝に銘じています。ＣＳ部隊が納品した全てのマシ

ンの現在位置と使用状況を把握していますが、やはりあちこち盥回しさ

れているマシンもかなりあるようです」

「海外に流れている物は無いでしょうね」

「経済産業省がＭＴＳとＯＶＳを戦略物資に指定しているから、正式な

ルートで海外に出る事は無いと思いますが、密輸や他製品とのコンテナ

混載で隠して持ち出される可能性は否定できません」

「その場合は自動追尾システムで所在が分かるのではないのか？」

「はい、今のところそのような形跡はありませんが、今後も起きないと

いう確証は持てません。一旦電波の届かないところに持ち込まれ、行き

先を掴めなくなったら、それ以降追尾する手段を失ってしまいます」

ふたりはそれから暫くの間、顧客管理に附いて話し合った。賢は現在の

管理方法では物質転送機が海外に持ち出される危険性がある事を認め

ざるを得なかった。

その日５時近くになって、東京から数馬が来た。数馬は「今夜は賢の家

に泊まり、翌日諏訪プロジェクトのことを打ち合わせしてから戻る予定

だ」と梓に言った。梓は数馬を社長室に案内した。

「よう、元気になったみたいじゃぁないか、良かったな。もう働いても

大丈夫なのか？」

「うん、ありがとう。心配を掛けたな。おかげさんで何とか出勤できる

までになったよ｣

元気そうな賢の受け応えに、微笑みを浮かべて数馬は言った。

「梓さんも元気そうじゃないか。おまえも漸く一安心だな。ところで、

祐子や亜希子さんは元気なのか？一体いつまでアフリカで頑張るつも

りなんだ」
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賢はふたりの女性の現況については、数馬には一切伝えていなかった。

「おまえには言ってなかったが、実は亜希子さんは亡くなった」

「な、何だって！言って良い冗談と、悪い冗談があるぞ」

「本当のことだ。アフリカの戦闘に巻き込まれて亡くなってしまった」

「よっ、よく平然としていられるな。一体いつのことだ？」

「５日前だ。テレポーテーションして駆けつけたが、間に合わなかった。

彼女の魂は、現在霊界で暮らしている。この世界での亜希子の遺体は俺

の寝室に安置してある」

「どういうことだ、詳しく説明しろよ」

数馬の顔からほほえみが消え、厳しい表情に変わった。賢は顔色も変え

ずに淡々と話した。

「今日、家に泊まるだろう。後でゆっくり話すよ・・・・ところで数馬、
うち

今朝、おまえの所から来ていた笹刺統括部長からＯＶＳの販売状況につ

いて聞いたが、凄い伸びを続けているようだな。もうそろそろ、ＭＴＳ

のことも面倒みてくれないか？ＭＴＳはうちの製造統括部に販売組織

を置いているだろう。これまではそれで何とかなってきたが、最近の急

激な販売増加では営業を独立させないと会社が廻らなくなってきそう

なんだ。ＭＴＳはＯＶＳとは勝手が違うだろう。厳重な顧客管理が必要

で、それも複雑だからな。今後の販売について、どうしたら良いかおま

えの意見を聞きたいと思ってな。できたらＭＴＳの販売もおまえの所に

移管したいと思っているんだ」

「うん、そのことは分かった。だが、亜希子さんのことが気になってし

ょうがない。おまえは平気なのか？俺はまず、亜希子さんに会わないこ

とには何もする気になれない。今の件は明日にしよう」

賢は梓を呼んだ。

「社長、お呼びでしょうか？｣

「今日は定時で引く。君もな。車で長沼のスーパーに寄って食材とワイ

ンを買って帰ろう。原さんにも一緒に引くように伝えてくれないか？」

「はい、分かりました」

暫くして終業のチャイムが鳴り、少しして原が姿を現した。原は数馬と
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挨拶を交わした。数馬が作り笑いで挨拶しているのがはっきりと分か

る。４人は社有車で長沼のスーパーに立ち寄ってから由仁の家に帰っ

た。数馬が暗い顔をしているので、賢も原も話し掛けるのを控えていた。

家に着くと数馬は直ぐに亜希子に会いたいと言った。賢が数馬を寝室に

案内した。梓と原もふたりの後を附いて来た。亜希子の亡骸は上部が曲

面状の全面ガラス張りになった棺に納められていた。

「亜希子さん、どうしてそんなに早く亡くなってしまったんですか？ど

うして危険が迫ったときテレポーテーションしなかったんですか？」

数馬は亜希子の棺の前で合掌しながら亜希子の顔を覗き込むようにし

て言った。

「だけど、まだ生きているようじゃないか。賢、本当に亡くなってしま

ったのか？・・・・おまえ、確かに確認したんだな」

「残念ながら、本当のことだ。亜希子は意識が純粋で自己の本体にまで

通じているから、肉体の機能は停止しても、細胞が冬眠のような状態に

なっているんだ。死後硬直も起きないし、腐敗も進まない。勿論こうい

う無菌の棺に納められているということもあるがな。おれは亜希子を必

ず蘇生させるつもりだ。だから、ご両親にも言ってない」

「それはまずいんじゃないのか？藤代社長が知ったら、ただじゃ済まな

いぞ。それに奥様だって・・・・」

「もし亡くなったことを伝えたらどうなると思う？」

「・・・・それは・・・確かに、遺体は直ぐに運び去られるだろうな・

・・・そうか、火葬か・・・葬儀を行ってしまったら、もう蘇生のチャ

ンスが無くなるということか・・・・」

「そうだ。だが、確かに隠し通せるかどうか危ういな。兎に角、蘇生さ

せるまでは、あらゆる手段を使って亜希子の死を隠し通すつもりだ」

「うむ・・・どうして亡くなってしまったのか、詳しく話してくれない

か？おれは亜希子さんの最近の動きをほとんど知らなかったからな」

「いろいろなことがあった・・・・まあ、リビングで話そう」

４人はリビングに戻った。

「数馬、おまえは祐子達のやっていることをどの程度知っている？」
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「誘拐事件の後、祐子が自分の身を犠牲にして誘拐された人たちを救っ

たことは知っている。テレビで放送されたからな。その後で、祐子がア

フリカのどこかで生きているという噂は耳にしていたが、おまえは俺に

何も話さなかっただろう。だから俺もあえて訊かなかった。唯、祐子も

亜希子さんもアフリカのどこかで元気に生きているものとばかり思っ

ていた。俺も甘いな」

「これは絶対他言するなよ。特に藤代さんには絶対秘密だぞ。祐子は誘

拐されたあと、いろいろなことがあって最終的にはアフリカの中央部に

ある、あのジェノサイドで１００万人の仲間が殺されたルワンダのブチ

族の兵舎に売られて行った。そこで、負傷兵の看護や指導を命じられ、

やがてブチ族の族長の妻となった。その族長が敵対していたクツ族の襲

撃を受けて殺されてしまった。ブチ族は祐子を族長の座に据えた。その

頃から祐子には超常的な力が現れてきた。祐子はフルマという慈善会社

を立ち上げた。そのフルマの力もあってブチ族の人々の生活が安定し、

クツ族との仲も改善していった。祐子がブチの族長になって少しした

頃、亜希子が祐子の元に行くことになった。亜希子は祐子の元で恵まれ

ない人々の救済に身を捧げる生き方を選んだ。祐子がフルマを安定化さ

せることに取り組んでいる間、亜希子は霊的なアプローチで既に亡くな

っている多くの人たちの魂救済の活動を続けた。時間を見てふたりはス

ーダンの難民救済に出掛けた。スーダンから戻ったふたりはコンゴ民主

共和国の悲惨な人々のことを捨てておけず、フルマが軌道に乗ったのを

契機に小隊を造ってコンゴに入った。道中戦闘に巻き込まれ、亜希子は

命を落としてしまった。大体こういうことだ」

｢祐子も亜希子さんも凄まじい生き方をしているな。俺など足下にも及

ばない。彼女たちのどこからそんな慈悲と勇気が湧き出してくるんだろ

う。それにしても、こともあろうに、あんなに美しいふたりの娘が揃い

も揃って自分達の元を去ってアフリカに行ってしまったんじゃぁ、藤代

社長ご夫妻の心中も推し量って余りあるな。俺なら気が狂ってしまうか

も知れない。藤代社長は手を尽くして捜索しているんだろうな｣

「それは当然さ」
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「亜希子さんはどんな風にして亡くなったんだ？」

「祐子は自分の意識で何でもできるということを悟ったんだ。襲撃を受

けた時もどんどん戦場に出て行ったようだ。しかし亜希子に対しては絶

対危険な目に遭わせたくないという意識があって、車で移動中に奇襲を

受けたときも、自分が車から飛び出すときに、亜希子には中に残るよう

に強く言ったようだ。亜希子は祐子の事が気掛かりで居ても立っても居

られなかった。窓の外で、祐子と護衛兵が敵に連行されて行きそうなの

を観て取ると、亜希子は敵を脅して、祐子達を奪い返そうとしたようだ。

テレポーテーションを使って、近くにある高い木の天辺に移動し、木か

ら木に空を飛ぶように移動したんだ。コンゴの人たちは霊的な現象を極

度に怖れるようで、観ていた兵士の殆どは驚愕して、退散しそうになっ

た。しかし、指揮官の男がムキになって亜希子を射撃した。亜希子は被

弾して、木の天辺から落下した。その後また戦闘があって、祐子は敵の

手から逃れて直ぐに亜希子の元に駆けつけたが、亜希子は祐子の腕の中

でこときれてしまった。祐子は直ぐに俺を呼んだが、俺が駆け附けたと

きには、亜希子は既に死後誰もが経なければならないプロセスを通り抜

け霊界に行ってしまっていた。残念なことだが俺には銀線が切れてしま

った死者を蘇らせることはできない。残された可能性は、現象界と霊界

に跨がる拡張された意識を使って次元を変換し、亜希子を蘇生させるこ

とだけだ。魂の純粋さのレベルが高い存在は、この現象界と霊界の間に

本来境界は無いということを魂のレベルで体現することができる筈だ。

そういう意味で亜希子にはまだ現世に蘇生できる可能性が残されてい

る。だけど、これは亜希子にとっては一時的な魂の後退になってしまう

けどな」

「俺にはおまえの話しているその霊界についての話は全く分からない。

それと祐子や亜希子さんに備わっている超能力についても、俺の知識か

らはいかなる回答も出てこない。おまえの言葉からすると、亜希子さん

は死んでいないということになるのか？」

「いや、この世界の中の亜希子の肉体は間違いなく死んだ。だが、この

宇宙の根元的存在が亜希子の肉体を維持することに決めているようだ。
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それは同時に亜希子自身の魂の純粋さから来ていることになる。おまえ

も知っているとおり魂は永遠に生き続けている。だから、条件さえ揃え

ば生き返ることができるということだ」

「賢、こんな話をするのは久しぶりだな。今夜はここに泊めてもらうか

ら、後でおまえの認識している世界について教えてくれないか？それ

と、どうしたらおまえの謂う次の世界に相応しい生き方ができるのか教

えてくれないか？俺もＯＶＳやＭＴＳの販売をしている会社の社長と

して、口先だけじゃまずいと感じているんだ」

「分かった。俺の知っていることを話すよ。だが、祐子と亜希子につい

ては、彼女たちのためにこれ以上は話せない。それは分かってくれ」

入り口のドアが開いて愛子が入ってきた。

「ただいま！あっ、樋口の小父さん、こんばんは、いらっしゃい！」

「愛子、お帰り」

「おかえりなさい」

賢と梓の優しい応答に、数馬も心が和むのを感じた。

「愛子ちゃん、元気？ 学校頑張ってるか？」

「うん、勉強してるよ。それにバレエもしてる」

「小父さん、亜希子さん、亡くなっちゃったよ」

「うん、さっき寝室で会ってきたところだよ。亜希子さんって、凄い人

だったんだね。自分の命より人の命の方が大切な人だったんだから」

愛子はソファーに腰掛けながら言った。

「だけどね、亜希子さんは「自分は人を助けたいって思うから、まだだ

めだ」って言っていたよ。その点、祐子さんは人と自分の区別が無いか

ら、苦しんでいる人に対しては、自分がその苦しみから抜け出そうとす

るだけみたい。そうすると自然にその人の苦しみが消えるみたいだよ。

ふたりとも神様みたいな人たちだよ」

梓がキッチンから出てきて声を掛けた。

「皆さん、食事の支度ができました。テーブルに移ってください。愛子

さんも鞄を置いたら直ぐに来てね」

「はーい」
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全員がテーブルに移動した。「この家には全体に穏やかな空気が流れて

いる」と数馬は感じていた。愛子は直ぐに戻って来た。テーブルの上に

は毛ガニ、ブリ大根と肉じゃが、イクラと雲丹と烏賊の刺身の盛り合わ

せ、烏賊めし、小松菜のゴマ和え、レタスとトマトのサラダ、らっきょ

うとニシンの漬け物が並べられていて、白ワインとワイングラスが並べ

られていた。

「ごちそうじゃぁないけど、北海道っぽい食事にしたわ。数馬さんは久

しぶりの北海道でしょう」

「やあ、凄いごちそうじゃぁないですか。社長の秘書室長にこんなごち

そうを造らせてしまって良いのかな」

愛子が言った。

「ほんとだ、毛ガニまである。すごーい」

「いやね、愛子さん、いつもたいしたもの食べてないみたいじゃないの」

ワインでの乾杯から始まった賑やかな食事だった。賢の意識はこの場へ

の意識と同時に常に亜希子の遺体と祐子にも向いていた。いつしか賢の

目から涙が流れ落ちた。梓はそれを見逃さなかった。

「あなた、どうなさったの？」

「いや、この場の喜びに満ちた感情と同時に意識に悲しみが流れて込ん

でいてね」

「悲しみって、亜希子さんのこと？」

「俺から発している気持ちじゃないよ。受け取っているだけだよ。心配

しなくても良いよ」

それは祐子の悲しみの感情だということが賢には分かっていた。

食事が済むと全員ソファーに移動した。数馬が原に向かって言った。

「原さん、この家の住み心地はどうですか？」

「僕はこの上なく幸せです。自分の考えていることがここでは何の制約

もなく実現できますし、周りは僕の好きな人たちばかりでしょう」

「感情の衝突や軋轢のようなものは無いのですか？」

「一般的にそう言われる状態はありますが、そう感じないから、そうじ

ゃぁないんでしょうね。賢さんの受け売りじゃないけど、全て自分の意
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識ですからね」

「原さんも賢と同じ考えなのですね。それじゃぁ、賢にこれからどうや

って生きていったら良いのか話してもらおうかな」

賢は自分に振られて、軽く頷いた。

「何を話そうか？」

「普通の話しじゃぁつまらないから・・・そうだ、どうしたら賢のよう

に時空間を超えて意識を移動させたり、消えたり出来るようになるのか

教えてもらえないかな？」

「教えることはできるけど、聞いたからと言ってそれができるようにな

るかどうか分からないぞ。それでもいいか?」

「いや、やっぱり、賢のようにそれがコントロールできるようになって

みたいな。できるだけ手を掛けずに、実現する方法を教えてくれない

か？」

「うん、分かった。特に難しいことは無いけど、根気は必要になるぞ」

「根気なら、誰にも負けない」

「賢パパ、私も聞いていてもいい？」

愛子が言った。

「いいよ、別に特別のことじゃぁないから、原さんも梓も是非聞いてい

て」

２人は微笑みながら頷いた。

「今から話すことは、俺が幼少の頃、アリゾナのセドナの磐の上で今は

亡きスワミ・ヴィリユーカナンダから教わったことだ。現在はあまり公

に活動していないが、当時ＤＣ財団という名称の、人々にシンクロニシ

ティ現象を顕現させる手法を指導していた組織があって、その財団が教

えていたインドのヴェーダに書かれている悟りの手法を、師匠のスワミ

が俺に伝授してくれたんだ。これまでずっと忘れ去っていたんだが、こ

の間の事故の後で、「自分には必要なときにシンクロニシティ現象が顕

れる状態になっている」という認識が蘇ってきた。当時俺はスワミから

教えを受け、ただ言われたことを実行するだけだった。何のことかさっ

ぱり分からなかったが、今となってみれば、この頃に受けた教えが俺の
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生き方の元になっていて、その結果、他の人にはできないいろいろなこ

とができるようになったのだと思う。俺が超能力と謂われるようなこと

ができるようになったのは、みんなスワミと俺を支えてくれた人たちの

力だと思っている。数馬、だから、この話を聞いても俺から聞いたと思

わないでくれ。これはあくまでスワミの教えなんだ。そのスワミも別の

スワミから教えて頂いたと言っていた。インドのグルは書籍で学ぶこと

はしない。全て自分の師からの教えを受けて、叡智を授かっているんだ。

まあ、前置きはそれくらいにして、数馬はインドにヴェーダーンタとい

う哲学があるのを知っているか？」

「うん、聞いたことはある。確か、ヴェーダと関係しているんじゃない

か？」

「ヴェーダーンタは詩的文書ヴェーダの最後尾に当るウパニシャッド哲

学の神髄を抽出した哲学だ。本来人間は宇宙の根元神と同じという考え

方に基づいて、人間が持っている能力とそれを顕す意識のあり方に附い

て説いている。何千年もの間、数え切れない賢人達がその謂わんとする

ところを解釈し、それに従って行に挑んできた。しかし、残念ながらど

んな文献を調べても、霊界に出入りし、空を飛び、バイロケーションを

し、テレポーテーションを行い、天耳を駆使し、透視を行い、テレパシ

ーで通信したというような人についての公の記述は見当たらない。一方

で沢山の伝説が残っていることも事実だ。それはそのようなことをした

人がタオ仙人のように意識的にこの社会から身を隠してしまった所為

でもあるようだ。ところで数馬は人間に附いてどう捉えている？」

「俺は，人間という存在は、この世に生を受けた途端に、ひとつの独立

した存在としてこの世界を生き抜くように運命付けられていると考え

ている。肉体があり、肉体の心臓部分に魂が宿り、肉体に付随して神経

があり、その神経を通して肉体を制御する脳があり、脳に付随して思考

する自我があり、自我から発生する心があると観ている。そして、この

７０兆を超える細胞にはそれぞれ脳からの指令を受け取って自身で活

動できる生命があり、決められた使命を持って活動していると考えてい

る。細胞同士が連携して人体が構成されているのだと思う」
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「そうか、そういう認識なんだな。じゃぁ、死んだ後はどうなると思

う？」

「死んだ後は魂だけが残り、生前の思考、意識、心のあり方に従って、

その行く先が決まるのだと思う。生きていたときに考えてきたこと、行

ってきた記憶が思考として残るのだと思う」

「数馬、ウパニシャッドの中に、人間を喩えた表現があるのを知ってい

るか？「魂は乗り手、肉体は馬車、ブッディは御者、心は手綱、インド

リヤは馬、そして感覚の対象は彼らの進む通路であると知れ」という一

説だ。ブッディというのは知力、インドリヤは感覚器官のことだ。実に

うまく言い当てている。インドの哲学では、死んだ後、肉体も、知力も、

心も、感覚器官も、そして通路さえも無くなると捉えている。俺もその

通りだと思う。魂しか残らない。その魂にいろいろな属性が付帯して死

後の世界に向かうのだと思う。ここまでは数馬の認識と同じだ。だが、

人間がこの世界に存在しているときのあり方については、おまえの考え

ている、「自己は個として独立して存在している」という部分を白紙に

戻してみてくれないか。ひとまずそう捉えておいてくれないか？これか

ら話すことを理解するには、その前提が最低限必要になるからな」

「俺にはよく分からないが、おまえがそう言うのだから、ここではそう

いうことにしておこう」

「よし、じゃぁ説明する。数馬、早速自分の意識が自分だけじゃなくて

あらゆる存在と共有されると考えてみて。つまり、自分はここに居る自

分だけじゃなくて、隣に居る原さんも自分で、愛子も自分だと思ってみ

て」

「それは難しいな。俺は俺で、原さんは原さんだからな。まして、愛子

さんは女性じゃないか」

「数馬、思考を止めなくてはだめだ。これは強制じゃないから、自分が

意識を切り替えることでしか、次のステップに進めないんだ」

「いや、済まない。つい今までの物の捉え方で考えてしまう・・・・そ

うか、考えるのもだめだな・・・・・そう感じてしまうんだ。頑張って

みるよ」
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「うん。それじゃぁ理論的なことはひとまず置いといて、誰でも簡単に

超能力を得られる方法を説明するよ。勿論簡単とは謂っても、方法が簡

単なだけで、これから言うことをずっと維持できないと、実現は無理だ

と謂うことだけは肝に銘じておいてほしい。ウパニシャッドにはマント
．．．

ラつまり「心音」という言葉が記されている。その「心音」というのは
．

その音を発音すると宇宙の根元にまで届く、延いては宇宙全体にまで影
ひ

響させることができる音ということになっている。それに意志の作用や

教えを加えたものがスートラだ。音と共に意念を集中することで、自分
．．．．

の意図したことを達成できるとされている。仏教などでは経もこの類い

に入る。だが、現在の経は単なる音の羅列で、真にその意志を認識して

唱えることのできる者は殆どいない。ウパニシャッドには人間の本質を

蘇らせるためのスートラがいくつかある。その中で特に効果のあると謂

われているスートラを説明するよ。スートラを唱えるとき、言葉の意味

は別に意識しているんだ。サンスクリット語の発音で唱えろよ。先ず、

「Aham brahmsmi（アハム ブラフマスミ）だ。「我は神なり」という意味の

スートラだ。自分の中心は究極の実在であり、形のない存在で、永遠に

不滅であって、あらゆる存在の源であると意識してこのスートラを唱え

る。それが完全にできれば本当は他には何も要らないんだが、実際は人

間は複雑な想念が絡みついているから、そう簡単にはいかない。だから

あと６つのスートラを使う。心を空しくして、唯このスートラを唱え続

けることだ。自分の中心があらゆる存在の源なのだから、当然あらゆる

ものと結ばれていることになる。自分はなぜここに存在しているのか？

それはあらゆる存在の目を通して自分自身の映し出された世界を観る

為なのだ。ここで数馬は疑問を抱くだろう。「俺はここで賢の話しを聞

いている。しかし、俺の部下の笹刺は今頃東京に戻って事務所で今日の

業務のまとめを行っているだろう。俺と笹刺の観ているものも、考えて

いることも違っている。これは一体どういうことだ？」とな・・・そう、

それが事実だ。そしてその笹刺も実はおまえ自身なんだ。だが、意識が

数馬という肉体の殻の中に閉じ込められているから、笹刺を自分だと認

識できない。まして笹刺の考えていること、観ているもの、聞いている
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音を認識できはしない。それができるようになる為には、意識を拡大す

る必要がある。それは他のスートラの時に説明する。それと、おまえの

観ている物と笹刺の観ている物が違っているというのも錯覚に過ぎな

い。物質的には同じ物を観ると、同じような感覚を覚える。それは母体

が同じだからだ。俺はよく夕陽の例を引くが、１００人が夕陽を観れば

１００人が同じようにその印象を受け取る。しかし、その後の反応はそ

れぞれの個人で異なる。その異なった反応をもって、夕陽を観ても１０

０人居れば感じることは１００様だと思ってしまう。もっとわかりやす

い例で言うと、おまえが青い空を観る。その空の色は笹刺の観ている空

の色と同じなんだ。これが奇跡以外の何物でもないことに誰も気付いて

いない。同じ物を観て同じ感覚を覚えているんだ。分かるかな？白い物

は白いんだ。赤い物は赤い。甘い物は甘い、辛い物は辛い、暖かい物は

暖かい、痛いと感じるとげは誰に刺さっても痛い。誰にとっても同じ感

覚なんだ。それは根元がひとつだからだ。もし我々の根源に繋がってい

ない宇宙人が居たとして、そいつがこの宇宙の外から来たとすると、白

い色を赤いと感じるかも知れない。痛いと感じるとげも冷たく感じるか

も知れない。暖かい飲み物もかゆいと感じるかも知れない。この世界に

存在する物は全て同じ事象に対して同じ感覚を覚えるのだ。五月蠅く吠

える犬に石を投げつければ、犬は「きゃん、きゃん」と泣いて痛かった

ことを表現する。車が近付けば、路肩に捨てられた残飯の上をうろつい

ていたカラスはさっと飛び立つ。これが奇跡以外の何物でもないことに

気付いている者はどれほど居るだろうか？」

「賢、そういう物の見方をすると、なるほど、自分と他人とが同じだと

感じてくるな。おまえは譬えがうまいな。だが、人間ならともかく、カ

ラスと俺が一体なんて思いたくもないな」

「そういう固定概念は捨てることだ。俺も、腐った犬の死骸に湧いたウ

ジも同じなんだ。それは全てを統べる存在の意志なんだ。この世界に現

れているものは全て自己の本質の投影なんだ。まあ、いきなりそう言っ

てもすんなり受け入れられないだろうから、次のスートラについて話す

よ。そうするともう少し現実味を帯びてくる。２番目のスートラは「tat
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tvam asi（タト トバム アシイ）」だ。直訳すると「汝はそれである」

という意味だ。自己と絶対存在は同一だと宣言するのがこのスートラ

だ。自分の中に他人の姿を観、他人の中に自分の姿を観る。それがこの

スートラで導かれる意識の方向だ。このスートラを唱えるときは、自分

の魂はあらゆる物の中に存在していると思うことだ。このスートラを具

体的に感受するためには、全ての人が自分を映し出している鏡だと見な

すことだ。鏡に映った他人の姿は自分の姿で、自分の最も好きな特性が

他人の姿の中に見えると感じ、自分の最も得意とすることが他人の中に

顕現しているのを知ることだ。その反対に、自分の最も嫌な特性、それ

も他人の中に顕れていると見なす。それをさらに拡張して、全ての生き

物、そして石や水、全ての存在が自分を映し出していて、全ての存在が

認識している物を自分も同時に認識していると見なすことだ。このスー

トラを四六時中唱え、今説明したような意識と結びついた状態になる

と、全ての存在の認識を持つことができて、透視や天耳の能力が現れて

くる筈だ」

「そんなに簡単に透視能力が身に附くのか？」

「いや、簡単じゃぁない。潜在的な意識が「自他は同一だ」と見なせる

ようになることも難しいが、それをコンスタントに維持できるようにな

るのはもっと難しい。だが、不可能じゃぁない」

「俺にできるかな？」

「やる気があればできるさ。そこで、次は唯相手と自分が一体だという

認識を持つだけでなく、本質的な特性を認識する為のスートラだ。「sat

chit ananda（サット チット アーナンダ）」、直訳すると「真実と智と

至福」という意味だ。真実は愛そのもの、それは自分の本源、すなわち

宇宙の本源の持つ特性だ。だから、愛と智を達成するとそこに至福の平

安が現れると謂うことだ。つまりは、「私の魂は束縛から解放され、意

識は活性化し、至福に満たされた状態にある」という意味だ。これは有

名だから聞いたことがあるだろう？」

「どこかで聞いた様な気もするが・・・いや、やっぱり知らないな」

「自己から生まれるパワーには２種類あって、ひとつは物質的なパワー
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で、金銭的な面や名声など物質的要素や人間関係などから生まれるパワ

ーだ。これは時間と共にいずれ消え去ってしまうもの、もうひとつは内

面から生まれる霊的なパワーで、死んだ後も続くパワーだ。この２番目

のパワーを手に入れると、このスートラにある真実すなわち愛の意識、

智恵、そして至福の状態が体現できて、意識は安定し、外界の異変に乱

されることがなくなる。だから、どんな艱難辛苦に遭っても微動だにし

なくなる。常に自己は本質に立ち返っていて、あらゆる問題にも直ぐに

解決策を得られる。それは丁度自己の中心から炎が立ち上り、辺り一帯

の存在に愛の光を降り注いでいるかのようだ。自分の周りの存在はその

愛を受けて、自己と結ばれ、自己の周囲に集い、憩うようになる。ここ

まではいいな。次は４番目のスートラ、「samkalpa（サンカルパ）」だ。

「意念」という意味だ。これはウパニシャッドでも強調されているが、

俺自身はこの世界で何かを創造しようとしたとき絶対欠かせない要素

だと思っている。だから、泰山の修行僧にどうしたら空中浮揚できるよ

うになるかと聞かれたとき、できるという意念を現在の１０００倍強く
．．．

持つことだと応えた。自分の意志にはあらゆる物を無限の彼方まで組織

化し、構築してゆくことができる力があると思っている。意志や意念の

集中と謂うと、とかく心を一点に貼り付けて、それに常に意識を向けて

いることを想像してしまうだろうが、それは執着で、意念の集中とは違

う。執着は対象に左右された結果だが、意念の集中は自己の主体的な意

識に基づくものだ。この意念の集中では、自己の願望を出してはだめだ。

願望は物事を成就することを遠ざけるし、また怖れや疑念を抱いたら、

一気に意念の集中状態が切れ、元の状態に戻ってしまう。それと「意念

の集中は心臓から引き出される」という意識を抱く必要がある。「意念

の集中でできないことは何もない」という自覚が必要だ。病に苦しんで

いる人を救い、失敗を犯した人を立ち直らせ、悲しみで落ち込んでいる

人を救うこともできる。自分は意念の力で自然界に存在している物を動

かしたり、新たに創ったりすることができることを認識する必要があ

る。あらゆる自分の行為がこの世界に生きるあらゆる存在を救い、世界

に利益をもたらしてゆくことを自覚することだ。どうだ、ここまでくる
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と聖人の領域に近くなっているだろう。初めのスートラ「Aham

brahmsmi（アハム ブラフマスミ）」が展開してゆくと、人々が奇跡と

呼ぶことが次々に起きてくるんだ」

「賢、おまえは凄いな、そういうことを全部実現しているじゃぁないか。

実際そんな厳しい修行をしていたのか？」

「イエスでもあり、ノーでもあるな。スワミに附いて、いろいろなこと

をしたことは覚えているが、何をしていたのかもよく分かっていなかっ

た。最初は楽しくて仕方なかった。忍辱の修行辺りから、つらくなって

きて投げ出しそうになったこともあった。しかし５年間もそれを続けら

れたのは俺を支えてくれたスワミや両親、友人達のおかげだ。現在自分

に様々な力が出てきているのはあの頃の修行の成果が現れてきている

所為かとも思える」

「そうか、そんな修行をしなくちゃならないんじゃ、俺など到底無理だ

な」

「いや、それがそんなに難しいわけでもなさそうだ。修行をしてゆくと

次第に超能力が身に附くというわけじゃぁない。ある日突然にいろいろ

なことが出来るようになるんだ。唯、その時の自分のあり方が問題だ。

意識が澄み渡り、心が自己の中心に留まって乱れず、常に自己の内側に

向いた瞑想状態で生きていれば、そういう機会は頻繁に訪れると思う。

おまえだって心は安定しているじゃぁないか、唯、外側を向いている意

識を内側に向けて、全ては自分だという認識で生きていれば、必ずそう

いうチャンスは巡ってくる筈だ」

「そうか、その言葉を聞いて、なんか安心した。一寸自信が湧いてきた」

「それじゃぁ、次のスートラの説明をする。「moksha（モクシャ）」とい

うスートラだ。moksa（モクシャ）とは「解放」という意味だが、束縛

から解放された状態のことだ。輪廻からの「解脱」の意味も含まれてい

る。この世界に生きている一般の者にとっては、感情に左右されない安

定した状態を得ることだ。人から何か言われたり、嫌なことをされたり

したとき直ぐに憤慨するようじゃぁ到底このスートラを達成すること

はできない。それに映画や演劇の様な楽しいことや、旅行やグルメみた
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いな快楽、美しい景色や美人の様な魅力的な存在に意識を奪われてしま

う状態になるのも好ましくない。どれも心が掻き乱されていることにな

る。このスートラを唱えるときは「自分は肉体を持たず、つまり、肉体

の束縛から解放されていて、肉体に付随する感覚、思考からも解放され

ている」と思うことだ。外部で起きたいかなる出来事、自分に向かって

来るいかなる攻撃に対しても、全く動じないことだ。習慣となっている

行動から自由になり、それに対する無意識の反応もしないことだ。自分

の感覚が受け取った情報には自分で選択して反応する。つまりは一切外

側の出来事に捕らわれず、自分の意識で行動することだ。これならでき

そうじゃぁないか」

「いや、俺にとってはそう簡単なことじゃぁなさそうだ。旨そうなもの

があると、知らないうちに口の中に唾が溜まってくる。感動的な映画を

観ると、ついほろりとしてしまう。なかなか難しそうだ。心を安定させ

て中道を行けということのようだな」

「そうだな。本当は、そう意識していることも良くないんだが・・・ま

あ初めのうちはそんな風で良いかもしれないな。これで５つのスートラ

を説明した。今度は６つ目、「shiva-shakti（シバ・シャクティ）」という

スートラだ。これは元の意味としては「シバ神と一般にはパールバティ

と謂われているその妻神、つまり女性要素シャクティの一体化」を意味

している。人間は誰でも数多くの転生の中で、何度となく男として生ま

れ、また女として生まれている。だから、誰しも自分の中に男性的な面

と、女性的な面の両面を持ち合わせている。このスートラは、その誰で

もが持っている自分の中の男性面と女性面を統合して、自分の原型を見

出すことを意図している。この自分の原型は自己の本源からこの世界に

自分を投影するときに作用するものだ。自己の本源 ― 核は全ての人

にとって共通だが、この原型はそれぞれの人の個性を作り出すものだ。

その原型があるが為に、我々は人を別の存在として認識できる。素晴ら

しい仕組みだが、その一方で、自我を作り出す元にもなっている。原型

が作用して自己が現れている限り、その原型を掴まなくては、本源の自

己にまで到達することはできない。この原型は宇宙の中にコスミックダ
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ンスを生み出していて、世界がこの上なく至福と喜びに満ちて動き出す

ための仕組みなのだ。だから自分の内面に意識を集中してこのスートラ

を唱え、自己の原型を捉えて、自己の本源にまで至るのが悟りへの近道

なんだ。これはこの現象界での具体的な創造の力を導き出してくれる。

シバ神の特性とパールバティの特性を併せ持つと、この世界では何でも

できる。自分の意念によって男にも女にもなれる。強靱な身体を持った

アスリートにも、美しく愛情豊かで、慈愛に満ちた女神にもなれる。さ

らに変身してこの世界に存在するどんなもの、獣にも、鳥にも、魚にも、

虫にも、そして草や木にも、岩にさえなることができる」

「賢、俺はもう附いてゆけない。自分が鳥や魚、まして石になるなんて、

神話や童話や物語の世界の話、あくまで架空の話としか考えられない。

おまえは、本当にそう思っているのか？」

「俺はまだ自分以外の存在になったことはないが、それができることは

何となく分かっている。自分がテレポーテーションしたときに、一時的

にこの世界から肉体が消えて、別の時空間に入っている状態になるが、

その別空間での自分自身はこの世界とは違った細胞の構成をもつ身体

でできていることを実感していた。もっと正確に言うと、唯震動してい

る要素が集合した状態で、肉体と呼べるかどうか分からない状態になっ

ていたんだ。もし、この段階で意志を働かせれば他の存在に変身するこ

とができそうだと感じていた。実際、バイロケーションをやったときは、

意識で周辺の物質から肉体を構成する分子を集めるという方法を用い

て模写した肉体を創った。だからその時、もし他の存在になろうと意図

すれば、そうなっていたと思う。勿論その状態は他の人の目には異常な

現象としてしか映らないだろうがな」

「うーん、俺には失踪もテレポーテーションも経験ないから、どうして

もおまえの言うことが実現可能だという感触が得られない」

「まあ、その事は一時置いておいて、７番目のスートラを説明するか？

それとも、もう止めておくか？」

「いや、続けてくれ。俺には理解できなくても、黙って聞いている原さ

んや、愛子さん、梓さんには別の受け止め方があるだろうし、せっかく
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６番目まで来たのだから、最後まで説明してくれないか？」

「わかった。そうだ、原さん、梓、愛子、何か意見や感想があったら、

言ってくれても良いんだよ」

原が軽く頷いて言った。

「さっきの６番目のスートラが誘導する個人個人の原型は、丁度僕の語

録の「複留」と同じ概念だと思います。僕はこの宇宙に「複留」が無数

にあると見なしています。個人という立場から観ると、表現としては「複

留」より原型の方がしっくり来るかも知れませんが、僕の概念では、同

時に、それを人間存在の核と現象界を繋ぐ通路のような捉え方もしてい

ます。つまり、人間は自分自身を核から現象界に展開するとき、ひとつ

の固有の型に基づいて同時に世界を創り出していると捉えています。だ

から、その原型の中には個人を創る型と同時に世界を創る型も含まれて

いると見なせると思います。ベクトル空間の留数のような概念が相応し

いと思っています。その複留からこの世界が顕現していると見なしてい

るからです。そして、それぞれに現れ出た世界はその個人の世界であり、

同時に他人の世界と重畳していると考えています」

賢が唸った。

「うーん、すごい。僕はこの「shiva-shakti（シバ・シャクティ）」とい

うスートラだけでも凄い概念だと思っていたのですが、原さんの考え方

を聞いて、そちらの方がより実際の世界に近いような気がしてきまし

た」

数馬が言った。

「俺には、もう理解できない。つまりはこの世界は複数の、いやはっき

り言えば８０億の人間と、その個人にとっての個別の世界が重畳した世

界だと謂うことを原さんは言っているんですね」

「はい、その通りです・・・あっ、喋りすぎですね。済みません。賢さ

ん、次のスートラお願いします」

愛子が拍手をした。梓も拍手をした。原が照れて頭を掻いた。

「久々に原さんの語録を聞いて、胸が躍りました。さて、第７番目、最

後のスートラだが、「ritam（リタム）」というスートラだ。絶対的真理と
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いう意味のrta（リタ）をサンスクリットで発音したようだ。リグ・ベー

ダの詩人達が持っていた「宇宙の絶対真理」という概念から来ているよ

うだが、その後多くの聖人によってそれが「宇宙の真実」satya（サティ

ヤ）の元になる絶対的真理として存在すると謂うことが唱えられるよう

になったようだ。その理法にかなった真理からこの世界が創り出され

る。だからその真実を違えては、到底本源にはたどり着けない。先ず自

分自身が真実である事。それは即ち愛の権化である事を意味する。その

状態で自我が消え、宇宙の絶対真理と一体化できると、あらゆる奇跡が

起きる。特にそれがシンクロニシティとして顕現する場合が多い。よく

あるだろう、アルバムの整理をしているときに昔の級友の写真が出てき

て、その級友のことを思い出して、どうしているだろうと思っていたら、

空港でその級友にばったり会って、昔話に興じることができたとか、医

師から癌で余命３ヶ月という宣告を受け、残された余生を田舎で暮らそ

うと思って、売り家を探していたら、偶然見つかった売り家の隣の家に

自然療法士が住んでいて、その人に自然療法を施してもらい、命を救わ

れたとか。そう謂った例は数えたらきりがない。確率的に殆ど０に近い

事象が、さも用意されていたかのように起きる。実は事前に用意されて

いるのだが、それに気付いていなくてはならない。これがシンクロニシ

ティと呼ばれる現象だ。このスートラを唱え続ければ、次第にそのシン

クロニシティの起きる確率が高まり、それが日常茶飯事になってくる。

何か問題があるときは、いつでもその解決策がシンクロニシティとして

提供される。つまり、自分の思ったことが実現するようになるというわ

けだ。それも自然に与えられる形でだ。これはどういうことか分かるか、

自分で何かをするわけじゃぁない。自分の望んでいることを叶えてもら

えるのだ。そのためには、完全に自我を空しくして、宇宙の根源的存在

に全托する。自分が整然とした宇宙のリズムに同期して生きているとい

うことを常に認識している必要がある。つまり、そう、まるでコスミッ

クリズムに合わせて身体が音楽を奏で、その音楽に合わせてコスミック

ダンスを踊っているとでも言った方が良い状態をつくることだ。そのコ

スミックリズムとは何かだが、それは自分の能力と可能性を信じ、あら
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ゆる存在との関係を、喜びを持って受け入れると同時に、自我を捨て、

透明な愛と慈悲の心に満たされ、何時も感謝して生きているときに、心

の奥に響いてくるリズムだ。この現象界にある自分の意志で奏でる音楽

ではない。これが七番目のスートラだ。これら七つのスートラの言わん

としていることは勿論そう簡単にできるわけではない。第１のスートラ

の唱える、自分の意識の中に「自分の核は宇宙の根元と一致していて、

そこから全てが展開している」という確信が出来てそのことが腑に落ち

ない限り、このスートラを進めてゆくことは難しいだろうし、真実に近

付くことは無く、勿論奇跡など起きようも無いと俺は思う。一寸手厳し

い言い方かな？」

「賢、ありがとう。俺は今日この家に泊めてもらって良かった。こんな

貴重な話をおまえから聞けるなんて思わなかった。俺は俺でそれなり

に、自分に正直に人に優しくということをモットーに生きてきたつもり

だったが、自分の甘さに気が付いたよ」

「数馬、そんなことは無いよ。おまえの生き方は素晴らしいし、おまえ

のダイナミズムは俺にはとても真似ができない。おまえもこの世界に生

まれ出た限り、それなりの使命を持っていると考えるべきだ。俺は、お

まえがこの日本を理想の国に変えてゆく原動力になるような気がする。

今説明した７つのスートラはこの現象世界で早く悟りに到達するため

のひとつの秘法に過ぎない。だが、それができたからと言って、この宇

宙の根本原理が何ら影響を受けるわけではない。俺はスワミから教えて

もらった秘法をおまえに説明しただけだ。自分に向いていないと思った

ら忘れてしまった方が良い。まして、真理を知ったなどと思わない方が

良い。真理は知るものでは無くて、体験するものだ」

「うん、分かった。だけど今の説明だけじゃぁよく分からない部分もあ

るな。説明書きなんかがあるとありがたいのだが・・・・」

「そうだな、スートラだけでは一寸難しいかも知れないな。だから大昔

から悟りを得ようとする人たちは様々な修法と呼ばれる修行を通して

悟りに到達しようとしてきたんだ。マントラやスートラ、ヨガや座禅、

荒行や気功などだ。その中でもスートラを唱える方法が最も簡単で、到



達しやすい修行法だ。しかしその前に自分の心身の邪気を取り除いて、

とりつかれた習慣や執着を一掃して、自己を空しくするとより一層悟り

に到達しやすくなるようだ。その一番簡単な方法を教えるよ。それはこ

の肉体を使った修法、「気功」だ。人間にはいろいろな「気」と呼ばれ

る質があるが、中でもストレスや汚染物質などが原因で体内に蓄積した

邪気、これが問題だ。それがマントラの邪魔になる心身の乱れや雑念の

原因になる。気功の修行をするとそれらの質を変えることができる。更

に鍛錬するとそこから新しい気の質が生まれる。すなわちそれが超能力

に繋がるんだが、そういうものが現れてくる。これはスートラで導かれ

る経路とは別の道だ。気功を続けてゆくと、人間の様々な感覚が敏感に

なってくる。音や色や味、臭いなどだ。それから場を全体として捉えら

れるようになる。さらにそれから第６感といわれる第３の目の感覚が目

覚めてくる。つまりインスピレーションだ。それはさっき言ったシンク

ロニシティと同じものだ。それが高じると透視や天耳も可能になる。そ

れじゃぁ、どうやったら良いかと言うことだが、「天人合一」の状態を

つくり出すことだ。気功の目的は気を精・気・神と変化させて、最後に

天地、つまり宇宙とひとつになってそこから無限の叡智を得ることだ。

初めに臍下にある下丹田に気を集める、それが精。そこに至る過程で体

調が整い、活力が生まれ、病気などがあればそれも治ってゆく。次に気

を養って胸にある中丹田まで気を上昇させる。それが精・気・神の中の

気。胸にある気は愛と慈悲の念と結びつく。それから気を眉間にある上

丹田まで上昇させる。そこは自己の本質に通じる第三の目のある場所

だ。そこに至るとあらゆる超能力が顕れてくる。大自然、宇宙との融合

ができ、調和すると全ての存在とひとつの波動で結ばれるようになって

くる。つまり、ハーモニーを奏でるような共鳴の場が生まれる。そうな

れば、自他の区別が消える。だから、何でも見えるし、聞こえるし、何

にでもなれる。それには先ず、欲望を捨てて、欲しいという気持ちを捨

て、無駄な力を捨て、要らない雑念を捨て、邪気を捨てて宇宙に帰せば

良い。そうすると力の元になっている自分の外側にある外気が自分の内

側を循環する内気に変化してくる。ここまで来れば後は大自然と一体で

46
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あるという意識を維持しているだけで、自ずから天人合一の状態が達成

される。そう聞くと、かなり難しそうに思うだろうが、気功の修法は驚

くほど簡単だ。簡単な動作の繰り返しだ。先ず、基本として甩手、これ
せいしゆ

は手を前後に振るだけのことだが、それから始める。手を振る時、身体

にある邪気が指先から出て行くと想像する。これを３、４０分やって、

次に「站樁法」というイメージングの修法を行う。そのうちの一番簡
たんとうほう

単な修法を説明する。先ず両足を少し広げて、やや膝を曲げ、姿勢を真

っ直ぐにして、両手とお腹で大きなボールを抱えているようなポーズで

立つ。このとき、そのボールを具体的なイメージにして、そのボールが

吐く息に合わせて次第に大きくなり、自分の身体を覆い、吸う息に合わ

せてだんだん小さくなり、それが臍の下の丹田に収まってゆくと想像す

る。それを毎日３０分から１時間くらいやると、次第に外気が内気に変

化してくる」

賢は立ち上がって数馬にそのポーズをして見せた。

「それだけで済むのか？もう少し詳しく教えてくれるとありがたいが

な」

「分かった。七つのスートラと意念すべき内容はメールで送るよ。気功

の修法はこれだけじゃぁ済まないけど、これが最初のステップだ。おま

えに会ったときに少しずつ教えるよ。今日はここまでにしておこう」

「ありがとう・・・・ところで梓さん、貴女は大企業の一線で最先端の

技術に取り組んできたエリートだったのだから、こういう不可解な話に

対して何か感想があるんじゃないですか？」

数馬は無言でいる梓を気遣うように言った。

「私にも、この人の話すことは理解できないことがあります。今まで学

んできた知識に基づいて判断したのでは考えられないことを言います

から。でも、この人の言うことは全て本当のことなのです。現実にそれ

が実証されるので、わたしは自分の考え方を改めざるを得ません。今で

は私は唯、教えて頂いていると思って、この人の話を聞かせてもらって

いるのです」

「そうですか。まあ、貴女は賢の妻なのですから、それも当然でしょう
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ね。じゃぁ、愛子さんはどう？愛子さんは失踪の経験があるのだから、

意識の世界がどんな世界なのか分かるんじゃない？」

「わたし、分かんないよ。みんな賢パパや原さんに教えてもらって、「あ

あ、そうなっているんだ」って納得しちゃう」

その後４人は暫くの間歓談していたが、数馬が愛子と原に、数馬達の結

婚式で踊ったダンスをもう一度見せてほしいと頼んだ。ふたりは最初照

れていたが直ぐに承知した。愛子がＣＤプレーヤーを持って来てふたり

でリビングの広い床の中央に行き踊り出した。そのリズムは周囲の雰囲

気に調和していて、それを見ていた３人は心地よさに、自分も踊ってい

るような気分になってきた。踊りが終わると、３人は感激して拍手をし

た。数馬が言った。

「素晴らしい、結婚式の時も見とれてしまったけど、今も観ているだけ

で気持ちが良くなって、自分も一緒に踊っているような気分になってき

ちゃった。これはやはり映画のシーンに気を取られて、涙を流すのと同

じことかな？」

賢と梓が同時に首を横に振った。

「それは違うと思うよ。今のは同調だ。俺も原さんと愛子の踊りに同調

した。意識して心の中で踊り出していた。映画のシーンに引きずり込ま

れて登場人物になったような気がするのは同化だ。自分を失ってしまっ

ている。自分の意識が覚醒状態にあるか、否かで全く正反対の効果が生

まれてくる。宇宙のリズムには同調するのが望ましい。その事で自分の

本質に向かう道が開かれる。そして、宇宙の根元存在には自我を捨てて、

同化できるのならそうなることが究極の達成になる。現象界で演じられ

ている演劇やスポーツ、金や権力などの世界に同化してしまうことは、

真実とは逆の方向に向けて突進していることになる」

「なるほど、だが難しいもんだな。微妙だ」

「まあ、自分を空しくして、全托することだと覚えておけば良いよ」

その晩、数馬は梓の部屋で休んだ。梓は賢の寝室で、賢と共にベッドに

入った。賢は梓に心から感謝し、梓を静かに抱き寄せた。梓が賢の胸で

囁いた。
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「あなた、今日のスートラ、初めて聞きました。わたしがやっても大丈

夫かしら」

「どうしたんだ。俺と一緒に生きているから、お互い同調しているだろ

う。いつも宇宙の根元には通じているだろう。スートラなんて必要ない

んじゃないか？」

「ううん、わたしもあなたと一緒にアフリカに行って、あなたのお手伝

いをしたいのです。そのためには、あなたと同じような超能力を持たな

くては・・・・」

「梓、今度一緒に行こう。ふたりで泰山に行ったときのようにすれば、

一緒に行けるから。君一人を残して行ってごめん。でもまあ、スートラ

は自分の本質に附いて認識出来るようになるという点では、是非やって

みた方が良いな」

「あなた、私たちを朝までこのまま腕の中に抱いていてくださいね」

翌朝、賢が目を覚ますとやはり梓の姿は無かった。いつ起き出したのか

全く気が付かなかったことに、賢は自省の気持ちが湧いてきた。

この日の会議は賢と数馬、原、それに東京のマトラー・システムから西

川専務と弓張常務、諏訪プロジェクトに参加している３人のメンバーが

加わり、梓が記録を取った。司会進行は諏訪プロジェクトのプロジェク

ト・リーダーに任命されている葛川が行った。始めに数馬が挨拶した。

「おはようございます。今日は早朝に参集して頂きありがとうございま

す。内観社長が漸く昨日から復帰できました。我々にとってもっとも喜

ばしいことです。さて、今日の会議の目的は、現状の把握と認識の共有

化、それから、プロジェクトの向かっている方向性に附いての再確認で

す。難しいプロジェクトですから、全方向に意識を向けて取り組む必要

があります。では、葛川さん、田辺さん、よろしくお願いします」

葛川は返事をして席を立つと全員に頭を下げて言った。

「それでは、早速会議に移らせて頂きます。先ず今日のアジェンダ（議

事予定）を説明させて頂きます。初めに、諏訪プロジェクトの進捗状況

報告、次に現時点に於ける問題点の報告と討議、それから、先ほど樋口

社長のおっしゃったプロジェクトの方向性の確認に附いての討議の順
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で進めてゆきたいと思います。それでは先ず、わたくしからプロジェク

トの進捗状況報告をさせて頂きます」

賢は梓の様子がおかしいことに気付いた。目が虚ろになっていて、手に

していたボールペンが指の間から滑り落ちそうになっている。誰もその

事に気付いていないようだった。賢は右手を少し挙げて、葛川に合図し

た。葛川は話すのを中断した。全員が賢の挙動を見詰めていた。賢は席

を立って会議テーブルの端の席に着いている梓の横に行き、小声で言っ

た。

「大丈夫か？」

梓からは応答が無い。

「どっ、どうしたのですか？」

葛川が声を掛けた。賢は少し頷いたが何も応えずに、梓の肩に手を掛け

て少し語調を強めて言った。

「梓、しっかりしろ」

梓はとろんとした目を開けた。しかし意識が定まっていないようだ。

「どこか、具合が悪いのか？」

「あ、あなた・・・・あ、社長・・・だ、大丈夫です。少し意識が無く

なっていたようで・・・・」

「疲れているんじゃないのか？社長室で休むと良い。後は俺が記録して

おくから」

「すみません・・・」

「葛川さん、少し田辺を連れて退席します。僕が出席していると思って

会議を続けてください」

皆、心配そうな顔をした。賢の言った言葉の真意は分からないようだっ

た。賢は祐子、亜希子の遺体、に加えこの会議室にも意識を向け、梓を

立ち上がらせて、抱きかかえるように会議室を出て廊下を歩いた。梓の

様子を窺いながら同時に会議内容をモニターした。梓は賢に抱きかかえ

られながら、か細い声で言った。

「あなた、済みません・・・わたしが・・・しっかりしていないから、

足を引っ張ってしまって・・・・」
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「足など引っ張っていないよ。おれは梓の意識が戻ってくれて、本当に

嬉しい。どこか痛いところでもあるのか？それともどこか苦しいのか・

・・」

「いいえ、昨日眠れなかったの。あなたの腕の中で、あなたに教えて頂

いたスートラを続けていたら、意識が冴え渡って来て、自分が空中に浮

いているような感覚になってきたの。とっても良い気持ちになって、本

当にどこか知らない国の空の上を飛んでいるようだったわ。そしたら

ね、祐子さんの姿が見えたの。丁度ベッドに入るところだった。目が真

っ赤だった。直感的に亜希子さんのことを思って悲しんでいることが分

かったわ。わたしは祐子さんの居るホテルの部屋に入って、祐子さんと

会ったのよ。祐子さんは別に驚きもしないようだった。テレポーテーシ

ョンできるのかって聞かれたわ。私は微笑みを返して、「亜希子さんの

遺体は無菌の棺に納められているから、大丈夫ですよ」と伝えたわ。そ

れで、あなたがおっしゃっていたように、「今にきっと生き返るチャン

スが巡ってくるから、気を落とさずにいてくださいね」って伝えたのよ。

祐子さんはとても喜んでくれた。それから私は雪坂康子さんの所に行っ

てみたの。あの人はどうやら夜お酒を飲む癖が附いてしまったようで、

私があの人のアパートの部屋に入ると、一応礼儀正しい言葉遣いをして

は居たけど、私がどこからどうやって自分の部屋に入って来たのか、私

が自分の事を監視しに来たんじゃないのか？と執拗に絡んできたわ。私

は康子さんを何とかベッドに横たえて、彼女が眠りに落ちたときに部屋

を出たのよ。どうやって出たのかも分からないけど、暫く空中に浮かん

でいたら、今度は私たちの赤ちゃんが話し掛けてきているのが分かった

のよ。それは不思議な感じだったわ・・・・・」

ふたりは社長室のあるオフィスに入った。賢が梓を抱えるようにして部

屋に入って来たので、総務部長が駆け寄って来た。事務員達も一斉に立

ち上がってふたりの方に視線を向けている。

「秘書室長はどうされたのですか？」

「少し疲れたようなので、私の部屋で休ませるから毛布を用意してくれ

ないか？」
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「分かりました」

賢は社長室に入ると梓をソファーに寝かせた。総務課長が渡してよこし

た毛布を梓の身体に掛けながら、賢が言った。

「梓、身体が疲れているときはあまり意識を集中させてはだめだ。君は

まだ、エネルギーの自己注入方法を知らないから、体力を極端に消耗し

てしまうことになる。両手を出してごらん」

そう言うと賢は梓の両手を自分の両手に取り、暫くの間天空のプラナを

自分の百会から注入して、手を通して梓の身体に流し込んで丹田まで送

り続けた。梓の意識が次第に明瞭になってきた。

「社長、済みませんでした。私、もう大丈夫です」

「いや、もう暫くこのままでいなさい。僕の意識が会議の内容は全て捉

えているから、何も心配要らない」

「すみません」

賢は社長室を出て会議室に向かった。会議室に入ると葛川が言った。

「内観社長、秘書室長は大丈夫ですか？」

「うん、何とか大丈夫そうだ」

「それは良かったです。それでは内観社長が戻られたので、もう一度こ

れまでの進捗について報告を・・・・」

「いや、その必要は無い。会議の内容は全て把握しているから」

「でも内観社長、進捗に問題のある事項に附いては内観社長にもお聞き

頂いた方がよろしいかと」

「その件もさっき君が説明していたから全部分かっている。文部事務次

官から書簡による警告を受け取ったことと、諏訪市内で今度のプロジェ

クトに反対している地主と町長が衝突して怪我人が出た件だろう？」

「えっ？どうしてご存じなのですか？この場におられなかったのに」

「だって、さっき君が説明していたじゃぁないか。会議の内容は全部把

握しているよ」

皆、賢の言葉にうろたえているようだった。数馬が言った。

「諸君、内観社長には透視や天耳の能力がある。内観社長はあらゆる場

所に偏在することのできる人なのだよ。心配しないで、会議を続けよう」
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葛川が言った。

「それでは試行計画に附いて討議したいと思います。先ず樋口社長から

コンセプトをご説明頂きたく思います」

数馬はＰＣを用いてフォログラフィ・プレゼンテーションのツールを用

いた説明を行った。数馬が操作をすると、会議室のテーブルの２０セン

チほど上方、直径1メートルほどの空間に諏訪地方の立体映像が映し出

された。

「この装置は、原研究所長が個人的に作成した立体映像プレゼンテーシ

ョン・ツールです。現在の試行サイト全体のイメージを捉えることがで

きます。技術的な話は省略しますが、物質転送機で天空にドローンに取

り付けたデジタル・ハイビジョン・ビデオの撮影装置を転送し、自動制

御で滞空させて現時点のサイトの様子を映しています。全員よく見てく

ださい。外周を囲む塀の工事は殆ど終わっています。しかしまだゲート

部分が完成していないので、サイト全体に渡った試行は難しいと考えて

います。勿論物理的な問題だけでなく、先ほども説明があったように反

対者が抵抗を続けているし、何件かのトラブルも発生しているので、特

定地域に限定してトライしてみようと考えています。ここがその候補地

です」

数馬がＰＣを操作すると、全域の映像がズームアップし、湖の近くの２、

３００軒ほどの家並みのある地域が映し出された。

「この地域は少し特異性を持った地域で、地域の住民の殆どが蕎麦作り

に関係のある仕事をして生計を立てています。小売店は個人運営のコン

ビニとガソリンスタンド、それと小さなスーパーがあるだけです。試行

としては少々物足りない気もしますが、経済の仕組みを変えるテストな

ので、最初はこの程度の地域で試してみるのが良いと考えています。内

観社長ご意見をお願いします」

「これは、何ヶ月くらいやる計画ですか？」

「およそ３年を計画しています。試行期間以外に何か問題あります

か？」

「試行対象はそれで良いように思います。しかし、もう少しスピードを
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上げることはできませんか？」

「それは内観社長の方がよく分かっていると思いますが、今までの生き

方を変えるわけですから、３年間でも短いと思うのです」

「確かに樋口さんの言うとおりですが、我々には十分な時間がありませ

ん。ですから・・・・そう、このテスト試行から本試行への切り替えを

３年後に一気に行うのではなく、運用に大きな支障が出ていないと判明

したシステムから、順次本試行に移行していったらどうかと思いますけ

ど」

「あまり時間を掛けてテストができないということは、何か急がなくて

はならない理由があるのですか？」

「人心の２極化のスピードが速まっているように感じるのです。急がな

いと、虚実混交へのパラダイムシフトに対応できずに取り残される人が

多発する可能性があるのです。それともう一つ、ＯＶＳとＭＴＳの販売

が急激に伸びるので、誤った使い方をさせないために、その利用環境の

モデルを示す必要もあります」

「どういうことか説明してもらえますか？」

「ＯＶＳの出現で、人々はこの世界が、物質だけで構成されている世界

ではないと謂うことを認識しつつあります。その認識が世間一般にまで

広がると、人々の考え方が両極に別れてゆきます。ひとつは「命が永遠

なら、何もこんな苦しい社会に我慢して生きていなくても、早くあの世

に帰って楽をして生きた方が良い。この社会には肉体に起因する、病や

外形的問題についての苦しみがあり、嫌いな人と一緒に生きていなくて

はならない苦しみもあるし、自分が本当に望んでいるものや、実現した

いことを手に入れることができず、本当に好きな人と別れなければなら

ないという悲しい出来事も起きる、こういう苦しみが尽きることのない

こんな社会から早く出て行きたい」 － そう考える人たちが今までよ

り数段増えてきます。その一方で、死後の世界があり、永遠の命が保証

されていることで、この上ない喜びを感じ、日々感謝の念に満ちて生き

る人たちの数も増えてくると思います。その人達は自分の肉体が一時的

に預けられたのだと謂うことを理解して、この肉体に感謝し、同時に、



55

この肉体はいずれ死して、地に返るものである事を認識し、肉体に対す

る執着が薄れ、神経質なほどの健康志向に走ったり、肉体からくる美食

や快楽を求めたりすることも無くなり、逆にどんなことにでも挑んでみ

ようという捨て身の考え方をするようになってきます。この人達の向か

っている方向は、好ましい方向だと思えます。初めに言った厭世的な方

向に向いてしまう人たちの認識を早く切り替えてやる必要があるので

す。そのために、テスト運用はできるだけ短期間に済ませたいのです。

もう一つはＭＴＳです。ＭＴＳについては現在国内の様々な所で、様々

な議論が行われています。それは樋口社長が一番よく分かっています。

何回も講演を依頼されたり、議論に引っ張り出されたりしていますから

ね。ＭＴＳはこの世界のインフラをことごとく変えてしまう可能性を内

包しています。新しい経済システムが動き出す前に、そのプロトタイプ

を確立する必要があると思うのです。そうしないと、また我欲の強い輩

が自分達に都合の良い経済システムの構築をゴリ押ししてくる危険性

があるのです。論議はどうやら、国内だけに留まらないようです。ＭＴ

Ｓは国内にしか販売されていないのに、むしろ海外においての方が活発

に議論されているかも知れません。このことについて樋口社長、どんな

状況か説明してもらえますか？」

「それでは、最近活発な議論の渦中にある項目を説明してみましょう。

ひとつは輸送システム、もう一つは移動システムです。この２つの分野

はＭＴＳの出現で全く異なった形態に変化することを余儀なくされて

います。運送を業としている会社では舵取りを間違えると、倒産に追い

込まれることは必定です。この２つとは少し毛色の違うところで、医療

分野、製造分野、野菜栽培、漁業などでもＭＴＳの可能性について盛ん

に議論が交わされています。特に変わったところでは、バイオや細菌研

究の分野、スポーツチケット販売や旅行代理店などサービス業でも検討

が行われています。先日はあの日本でも有数の旅行社トラベリクス社に

頼まれて、お土産宅配サービスに関する検討会で講演してきました」

原が挙手し、質問を行った。

「樋口社長、バイオと細菌研究ではどういう議論が為されているのでし
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ょうか？」

「原所長はご承知のことですが、微細領域に於ける空間移動はまだＭＴ

Ｓでは提供していない機能ですが、それを使って遺伝子組み換えや、分

子構造の変更ができるかどうか調査を始めているようです。現有の設備

では大変な時間と手間が掛かるけれど、ＭＴＳを使えば分子の置き換え

や遺伝子の構成の変更が簡単にできるのではないかと考えているよう

です」

それを受けて原が説明を加えた。

「現時点ではそれは無理です。単に機能を押さえていると謂うことでは

ないのです。微細領域では空間の概念が変わってきます。空間自体が直

接人間の意識の影響を受けますから、簡単に空間をスワップさせること

は出来ないのです。この手の議論にはあまり積極的に参加しない方が良

いと思います」

「ええ、それは承知しています。研究分野だけでなく、そのほか微細な

ものを扱う領域と巨大なものに関する領域、それと生物に関しては、Ｍ

ＴＳの範疇外だというスタンスは崩していません。」

「それは良かったです。それともう一つ医療分野ですが、現在どのよう

な検討が為されているのでしょうか？山岡医療研究所と国立免疫療法

研究所にＭＴＳが納入されていますが、そこを中心にした議論でしょう

か？」

「はい、あくまで臨床での利用を検討しているようです。先日山岡医療

研究所が主催した「外科手術へのＭＴＳ活用」というワークショップで

基調講演を行いました。私はＭＴＳを人間の生体に作用させることはで

きないことを強調しました。しかし医学者達には、それが何故できない

のかがはっきり認識できないようでした。例えば「膀胱結石や腎臓結石

の結石摘出に利用できないか」とか、尿管狭窄や閉塞の患者にカテーテ

ルを挿入する様な場合にそれが可能かどうかなどという議論がありま

した。どうやら空間の移動という概念が今ひとつ理解できていないよう

です。一方で、ＭＴＳを使った胃や腸の内視鏡の設置とカメラ制御につ

いての研究論文も発表されていて、その分野に対しては出席者の多くが
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非常に興味を覚えているようでした。高齢者の胃がん患者の内視鏡挿入

は殆ど不可能に近い場合がありますが、そんな場合でも検査する日に患

者に食事制限をさせるだけで、胃の内部状態が把握できるようになりま

す。また、とても面白い発表で、血栓の除去に関する報告がありました。

それはＭＴＳで血栓の出来ている部位に照準を定めて、その部分の血液

凝固物を少しずつ取り除いてゆくというものです。血栓はそれ自体が生

体からは独立しているので、少しずつ取り除くことで、血流を元に戻す

ことができ、瀕死の状態にある人を緊急手術を施さずに救済できる可能

性があるという発表でした。ただそのためには現在の位置情報検出装置

の精度では不十分で、手術台上の患者の体内臓器、消化器、血管、神経

とその内部までの位置情報を正確に把握できるような位置情報検出装

置を開発することと、ＭＴＳの扱える空間の範囲をかなり微細部分にま

で拡張する必要があります。質疑応答の中で、癌の摘出にＭＴＳを使用

できないかという質問を受けました。わたしは、癌が生体の一部である

ので不可能だと回答しておきましたが、出席者の中には、まだ不可能と

決めつけるのは時期尚早と思っている人もいるようでした。その中の一

人から、「造血細胞が血中に遊出して腫瘍化し、白血病細胞と化した様

な場合はその癌細胞をＭＴＳで自動的に体外に摘出する方法も確立で

きる筈だ」と謂うような説明をしている循環器系疾患医師の発言もあり

ました。こういう話を聞いていると臨床医学の改善に取り組んでいる人

たちの真剣さが伝わってきて、私自身も何とかＭＴＳの扱える空間の精

度を高めることができないものかという気がしてきました」

数馬の話に集中していた原が言った。

「樋口社長、今度私をその研究所の循環器系の研究をしている研究者に

紹介してもらえませんか？ＭＴＳの精度を上げることはできるのです

が、どのような種類の機能の拡張と精度向上とが必要なのか、臨床研究

に携わっている人の生の意見を聞いてみたいのです」

「研究所長自らが意見収集に出向いて頂けるのでしたら、私はいつでも

お連れ致します。早速先方の都合を打診してみます」

賢は一瞬、原が一般の社会に出て行くことに安全面での懸念を覚えた
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が、そのことは口にしなかった。

それからは試行計画のタイムスケジュールと人員計画について討議が

行われた。翌週ゲートの工事が完了した段階で、およそ３２５人の人員

を常駐させて試行をスタートさせることになった。

諏訪

試行スタートの当日は薄曇りで寒々しかった。内観システムズとマトラ

ー・システムのメンバーは前日から諏訪湖御身渡ホテルに宿泊してい

た。賢は梓の身体を気遣い、セレモニーに出席することを控えたらどう

かと言ったが、梓は絶対出席したいと言って引かなかった。賢はここま

で漕ぎ着けることができたのは梓のコミュニケーション力に負うとこ

ろが大きいことを考えると、梓の希望を受け入れざるを得なかった。セ

レモニーはゲートの外で１２００人ほどの関係者出席の元、執り行われ

た。初めに賢が、続いて来栖谷町長が挨拶を行った。テスト試行地域は
き すみ や

プロジェクトのゲートを入って直ぐの所にある中郷町字末宮地域で、そ

の住民は殆ど出席した。賢と町長の挨拶に続いて、マトラー・システム

のプロジェクト・リーダー葛川が運用についての解説を行った。

「それでは実際の運用方法について説明致します。このたびの試験運用

を行う地域はプロジェクトの対象となっている中郷町の内、末宮地域だ

けです。中郷町全体には外の地域との間に外壁を設けていますが、末宮

地区は中郷町内の他の区域との間に簡易な柵を設けただけです。末宮地

区への出入り口は２カ所としてあります。万が一災害が起きた場合は、

柵は容易に取り除けるようにしてあります。もし故意に破壊しようとす

れば、簡単に壊すことのできる柵です。唯この地域でテスト試行が行わ

れているということを明確にする程度の意味しか持ちません。実際の運

用については既に回覧板や説明会で詳細の説明をさせて頂いておりま

すが、まだ良く理解できない方もおられると思いますので、試行開始後
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の生活方法について簡単に説明致します。先ず大前提は、この地域の人

たちは全体で１つ、みんなが家族だということを念頭に置いて頂くこと

です。そうすれば、これからの生活は本当に簡単です。これからは何か

欲しいものを手に入れるのに、お金は一切必要ありません。既に皆さん

にお配りしてありますｉｄトークンをお見せ頂くだけで、何でも好きな

ものを購入できます。その代わりと言っては何ですが、皆様方には今ま

で通り働いて頂きますが、その収入はまったく無くなります。というこ

とになると、いろいろ心配になることがあるかも知れません。例えば、

電気料はどうなるのか、テレビの受信料はどうなるのか、税金はどうな

るのか、将来の年金の掛け金や、今受け取っている年金の支払いはどう

なるのか、医療費はどうなるのかといった諸々のことが気になることで

しょう。これまでお金に基づいた経済の仕組みの中で生きてこられたの

ですから、疑問に思われて当然だと思います。でも、お金のことは一切

忘れてください。お金がこの世の中から無くなったと思って生活してく

ださい。例えばコンビニに行って、おにぎりとお茶を買うときは唯ｉｄ

トークンを見せるだけで良いのです。電気、ガス、水道、受信料、新聞

代、税金などの請求は一切ありません。でも１つだけ気を付けて頂きた

いことがあります。それは、過剰な要求をしないということです。パン

を買う時に３個あれば十分なのに１０個も２０個も買おうとすると、そ

の理由が必要になります。みんなでキャンプに行く為とか明言する必要

があります・・・・ここでは、個人情報などという考えは成り立ちませ

ん。当面少し不便に感じるかも知れませんが、この仕組みに馴れれば、

こんな自由な生活はないと感じるようになる筈です。もうひとつ、もの

を購入する場合ですが、この町内で手に入らない物、例えばテレビを購

入しようとする場合は調整事務所に相談してください。妥当と思えば、

ｉｄトークンで購入できます。これまであなたがテレビを購入できるだ

けの経済的な余裕がなかったとしても、あなたの要求が妥当であれば、

調整事務所はテレビの購入を認めます。勿論配達等の手続はご自身で地

域外の電気店との間で交わして頂きます。あなたは唯テレビの据え付け

を見守るだけで、一切の支払いは不要です。全てこのように無料の世界
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です。この試行サイトの中にはコンビニとミニスーパー、内科医、ガソ

リンスタンド、それに蕎麦の販売店しかありませんが、それ以外のもの

に関しては、調整事務所に来て、事務所のコーポレートカードというク

レジットカードを利用して購入してください。その時に購入品の妥当性

を確認させて頂きます。分からないことも一杯あるでしょうが、兎に角、

あなたが誰であるかが分かればこの地域ではこれまでと同じように生

活してゆけます。何か質問はありますか？」

５人が手を上げた。葛川は３０歳代半ばに見える女性を指名した。

「あのー、私は末宮の菊貝です。これまでは働いたお金を貯めて、海外

旅行をしてきました。殆どツアーですが、これからも海外ツアーには行

けるのでしょうか？」

「勿論です。調整事務所に問い合わせてください。あなたの勤労と嗜好

・・・好みですが・・・・それらを考慮して、あなたと相談して決める

ことになると思います」

「ありがとうございました。私、それだけが生き甲斐ですから・・・」

次に７０歳を超えているように見える男性が指名された。

「儂は、もうこの先、長げぇことはねぇと思うじゃが、これまで貯めて

きた儂の金はどうなるべ？」

「あなたのお金はそのまま手を付けずに現在の利回りで金融機関に長期

貯金した状態にします。勿論あなたの名義です。しかし、そのお金は引

き出さないで頂きます。また、その必要もありません」

「儂は得するような気がすんが、若けぇもんらが困るべ」

「ご心配は無用です。今まで働いていた人たちはそのまま、働き続けて

頂き、もうこれ以上働きたくないと思ったとき、あるいは、身体が言う

ことを聞かなくなってしまったときに、働くのを辞めればいいのです」

「そんな、うめぇ話なんかい？でぇじょうぶずらか？」

「はい、大丈夫です。皆様が一体感を失わなければ、問題ありません」

次に質問に立ったのは４０歳代半ばの働き盛りに見える男性だった。

「自分は．試行サイトの外で働いている鶴川と云いますが、今までの話

を聞いていると、どうやっても収支が合わないと思います。直ぐに赤字
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になって試行自体が頓挫するんじゃないですか？」

この質問に対しては数馬が右手を少し挙げてから対応した。

「現在の経済システムの中での試行ですから、勿論多少の無理はありま

す。ですから、もし、皆様が「自分だけ得をすれば、他の人はどうなっ

てもいい」とお考えになってしまうと、このプロジェクトはうまく行き

ません。まだ新しい仕組みを運用できるだけの基盤ができていないから

です。殆どの仕組みは現在の経済システムの中で動いている仕組みをそ

のまま使うしかないのです。そのとき、運用面でロスが発生することは

明白です。当初は当社と内観システムズ、そしてＮＧＯ組織、支援者な

どの基金を運用して実施してゆくことになります。先ほど海外ツアーの

質問が出ましたが、現在の経済システムの中で、自分がどれほど働いた

ら海外旅行に行けるかを考える必要があるということなのです。それは

大会社に入って、給与の支給を受けているということを前提として考え

るのではなく、例えば自分がお蕎麦の工場で働いているとした場合、自

分の仕事がどれほど人のためになっているかを推し量ってみて、その結

果海外旅行に行くのは妥当かどうかを自分自身で判断するということ

なのです。基本的には行きたいところに行けます。あくまで、自己裁量

なのです。もし、あまり働かないで遊びを重点にしたければそれも結構

ですが、その分他の人が苦労することになります。みんな一体ですから、

自分の行為が全ての人に影響するということを常に認識している必要

があるのです。先ほど申し上げた企業と支援者が皆様の生活を護ります

ので損益のことは考えなくて結構です。損益という考え方を無くすこと

もこのプロジェクトの目的としていることなのです」

男性はまだすっきりしないようだったが、軽く２回頷いた。湖からの風

が少し強くなり、身体がしんしんと冷えてきた。太陽は姿を現さない。

次の質問者は５５歳前後の主婦だった。まだ３、４歳にしかならない女

の子の手を引いている。子供の身体を右手で抱き寄せながら言った。

「安村と申します。私の心配は通院です。それと地震や火事などの緊急

時の対応です。どう考えたら良いのでしょう。特に、子供が発熱したと

きなど、車で病院に駆けつける前に、調整事務所に寄らなくてはならな
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いのでしょうか？」

「既に回覧などで説明している内容ですが、いちいち調整事務所を通す

必要はありません。既に近隣の各病院に対して、ｉｄトークンの運用に

関する連絡を入れて承認を取ってありますし、皆様のお持ちの健康保

険、国民保険の証書を全て調整事務所で預からせて頂いておりますの

で、ｉｄトークンを持参して直行して頂ければ結構です。それから、緊

急時の件ですが、皆様の電話回線や携帯電話回線の発信番号が１１０

番、１１９番そしてその他の緊急連絡番号に符合した場合は、調整事務

所もそれをキャッチします。救急車、消防車の出動はこれまでの通りと

お考え頂いて結構です。もし急を要する事態が発生した場合、調整事務

所も同時にそのことを把握していると考えてください」

主婦は安心したようだった。最後の質問者は４０歳前後のネクタイを締

めて背広を着た、ビジネスマン風の男性だった。

「私は、諏訪市役所に勤めている園田と申します。今まで何度となくお

話を伺い、今回も質疑応答を伺いましたが、私にはまだこのプロジェク

トの意図しているところがしっくり来ません。大変失礼な言い方かも知

れませんが、何となく胡散臭く感じて、最終的に何か宗教団体の様な組

織に加入させるような意図があるのではないかと思えて仕方ないので

すが、そのような懸念は無用なのでしょうか？それと、今回のプロジェ

クトは国や県の行政とどう関係するのでしょうか？その辺をご説明頂

きたく思います」

「この件につきましては、既に説明会や回覧板で何度となくご説明申し

上げているとおりでありまして、あくまで、このプロジェクトの目的と

するところは人々の物質偏重の意識を、精神性をも大切に考える意識に

変化させることなのです。宗教やその他の組織の活動とは全く関係あり

ません。精神性の改革については、現在の物質社会に最も強く影響を与

えている、「何でも損得で考える拝金志向的な経済システム」を根本か

ら変える必要があるため、このプロジェクトでは新しい経済システムを

試行してみることにしたのです。そして、この地域の人々にはこれまで

以上に一体感を持って生活して頂き、その結果、この地域に住む人々の
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人生に対する捉え方がどれだけ変化するかを確認することが目的です。

その実現のためにはこれまでに様々な障害を乗り越える必要がありま

したし、これからも予測できない矛盾や障害が起きてくることは目に見

えています。それらの問題点を解決できるかどうかが将来の理想的な社

会のあり方を決めることになるものと確信しております。園田様、あな

ただけでなく殆どの方が、まだこのプロジェクトに確信をお持ち頂けて

いないと思います。しかし、我々は、企業として、ＮＧＯとして得られ

た財源を投入してでも、このプロジェクトを成功させ、次の時代の先駆

けにするつもりです。勿論国や県の許可も得てあります。但し、ここは

独立自治区としての運用ではなく、１つのテーマパークのような形態で

運用することにしました。園田様よろしいですか？」

「ありがとうございました。私も公務員の端くれとして、現在の社会の

あり方を改めようとするこのプロジェクトには興味を持っています。ま

た同時に中郷町の住民として、このプロジェクトには協調してゆきたい

と思います」

ここで質疑は打ち切られ、賢と数馬、ＮＧＯの代表、町長の４人による

テープカットが行われた。それから初めてゲートがオープンし、各人が

ｉｄトークンを改札機に翳しながらゲートを通り抜けて自分の家に、あ

るいは職場に向かった。自家用車で来たものはＥＴＣ機能を搭載したｉ

ｄカードを車のカードリーダーにセットして、自動車専用ゲートを通過

して行った。賢はセレモニーが無事終了したことに胸を撫で下ろした。

その時賢の意識の中で梓が腹部の苦しみを覚えていることが分かった。

賢はセレモニーの間中ずっと関係者と一緒に立っていた梓の元に急い

で駆け附けた。

「梓、どうした、大丈夫か？」

「あなた・・・す、済みません。お、お腹が痛くなってきて・・・」

「冷えてきたからな」

賢は梓の胎内をスキャンし、腹痛の原因となった邪気を探した。肺と腎

臓に寒気が入り込んでいて、肺の寒気が大腸にまで降りて来ているのが

分かった。賢は先ず梓の檀中に左手を当て寒気を抜き出し、次にその手



64

を腎臓部分に移して蓄積した邪気を自分の手を通して瀉出した。それか

ら梓の腹部に両手を翳すように当てて瞑目した。大気中のプラナが百会

を通して流入してきて、賢の両手を通して梓の腹部に注入された。賢は

自分と梓の体の間でプラナを循環させた。梓の身体にエネルギーが充満

してくると、賢の掌に嬰児の動きが感じられた。

「梓、動いたぞ」

「あなた、身体がとっても温かくなってきて、痛みが無くなりました。

さっきは、赤ちゃんが固くなったように感じて戦慄を覚えたの」

「そうか、もう大丈夫だ。さあ、梓、あの人影の無い所に行って、ホテ

ルに移動しよう」

賢は梓を抱きかかえるようにして木陰に行き、人に見られていないこと

を確かめてから梓を抱き締めて一気にホテルの部屋にテレポーテーシ

ョンした。梓は賢に抱き締められて嬉しかった。お腹の子供も喜んでい

るように感じた。ホテルの部屋に出現すると、賢は暫しの間、梓をそっ

と抱いたままその場に立って、静かに背中を撫でていた。梓は心地よさ

そうにじっとしていた。やがて、賢は梓にベッドに入るように言った。

部屋には暖房が効いていた。梓は上着を脱いで、ベッドに潜り込んだ。

それを見届けると、賢はまたテレポーテーションしてテスト試行サイト

の会場に戻った。

テスト試行の滑り出しは順調だった。住民は初めの内買い物でレジに並

ぶと、つい財布を探してしまった。しかしそれも２、３日の間だけで、

すぐにｉｄトークンの使い方にも慣れてきた。必要以上に購入しないよ

うに執拗なまで指導を行った成果もあって、極端な買い物をする者もい

なかった。まごついたのはむしろ裏方の調整事務所のメンバーだった。

導入されたｉｄトークンのシステムはクレジットカードの一括精算に

似た処理を行う会計システムで、末宮に於ける個人別清算を現在の経済

システムに変換する処理に追われた。マトラー・システムとＮＧＯの担

当者は末宮に貼付いて業務を行った。１週間もすると住民の生活様式も

従来の形と何ら変わらなくなり、特に新しいテスト試行を行っていると
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いった感覚は無くなった。しかし、９日目になって変化が起きた。老人

会のメンバーのうちの一人が外食に出掛けようと町内の老人たちに話

を持ち掛けたのだ。高齢化した隣組の中でもとびっきり元気のよい片山

平蔵という７５歳の男性が「みんなでほうとうを食べに行かないか」と

言い出した。それが彼らにとっての実質的なトライアルになった。老人

達は「どうせただなんだから、山梨の勝沼まで足を延ばして１泊しよう」

と言い出したのだ。片山平蔵が早速、調整事務所に申請に来た。係りの

胸倉という男性は旅行に出掛ける老人たちのｉｄトークンを確認して

から、勝沼のホテルに予約を入れ、平蔵爺さんにコーポレートカードを

渡した。

「ホテルや店、レストランでも清算はすべてクレジットカードで処理し

てください」

平蔵爺さんはＩＴ関連のことに詳しく、仲間の信頼も厚かったので、責

任者として清算に関するすべての処理を任された。皆それぞれｉｄトー

クンをポケットに仕舞い込むと、すっかり安心してしまって、それ以外

には宿泊に必要な着替えや洗面道具などを用意しただけだった。翌朝９

時に老人たちは７２歳の堀田啓次郎の運転する１２００ｃｃのフィッ

クスと７４歳の高村六朗が運転する１０００ｃｃのベッキーの２台の

乗用車に分乗して勝沼に向けて出発した。堀田が「自分が先導役を引き

受ける」と言った。堀田のフィックスには最新のカーナビが附いていた

からだ。勝沼に行く途中で飛塚義治という物知りで通っている老人が昇

仙峡を見物していこうと言い出した。反対を唱えるものなど居よう筈も

なく、彼らは昇仙峡に寄ってそこで昼食を摂ることになった。１１時半

を少し回ったころ渓谷を流れる荒川に掛かる橋を渡り、土産物店が立ち

並ぶ昇仙峡の入り口に着いた。そこで道は山中を通る大通りと渓谷の川

に沿った狭い道に分かれる。飛塚の提案で川沿いの昇仙峡ラインを、景

色を楽しみながらドライブすることになった。本人の希望もあって先行

した堀田だったが、運転にはかなり神経を使っている様子が誰の目にも

はっきり分かった。車がやっと１台通れるほどの道で対向車とすれ違う

時は、全員が右や左を観て大騒ぎをした。猿岩を超えた辺りで前方から
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若い男の運転するスポーツカーが爆音を発しながら疾走してきた。堀田

が言った。

「ローズ・エリザだ。すげえ車が来たぞ。まずいな」

「ぎりぎりに避けろ、左はもう少し寄せられる」

助手席の平蔵爺さんがサイド・ウインドウから外を覗き込んで言った。

堀田は左側の淵ぎりぎりまで避けたが、エリザはそんなことには頓着せ
よ

ずどんどん前に進んで来て、無理に行き交わそうとした。しかし道の山

沿いには巨岩が突き出していて、エリザはそれ以上直進できなくなって

しまった。その上、車と車の間が５センチもないほど接近してしまい、

動きが取れなくなった。エリザの助手席には、ピンクのコスチュームを

まとったまだ２０歳にもならない若い女性が乗っている。男は女性の方

に目を向けてにやっと笑ってから窓を開けて怒鳴った。

「おい、爺さん、バックしろよ」

堀田も負けていなかった。

「俺はぎりぎり避けてるずら、おめぇが突っ込んできたじゃんか。おめ

ぇがバックしろ」

「おお、そうかよ。じじいじゃバックは無理か。へへへ、こっちでバッ

クしてやろうじゃねえの」

男はバックギアに切り替えてアクセルをふかした。エリザは爆音を発し

ていきなり後退し、ボディの左側で突き出ている岩を擦りそうになり、

それをよけようとしてハンドルを切った時に、右ボディでフィックスの

側面を擦った。エリザの男は車を後方まで動かして止めると、いきり立

って降りて来た。

「おい、じじい、擦ったじゃねえか！えっ、どうしてくれるってんだよ。

このわっぱはだちのわっぱだ。弁償してもらおうじゃねえか」

堀田も黙っていなかった。車から降りると男に向って言った。

「そんなことあらすか！俺は止まってたじゃんか、てめぇが擦ったんじ

ゃねえか、おめぇこそ、俺の車を弁償しろ。どうしてくれるずら？」

老人たちが車からぞろぞろ降りて来た。男と若い女は、額に皺を寄せて

睨み付けている老人達に囲まれてたじろいた。高齢とは謂え、８人の男
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達の怒りは２人の若者を怯ませるのに十分過ぎる。若い女は男の後ろに

隠れた。

「じ、爺さん・・・たち、俺は悪くねえぞ。爺さんがバックしろって言

ったからしたんじゃねえか・・・このわっぱは俺んじゃねえ。無理言っ

て借りてきたんだ。爺さん・・・・車の保険に入ってるだろうな？」

平蔵爺さんが言った。

「おめぇなぁ、年長者にてぇする敬意っちゅうもんはねぇのか？さっき

からだまってりゃ、勝手なこんばっか言いやがって」

「そりゃ、おれだって、爺さんがあやまりゃ、文句は言わねえよ」

堀田が、吐き出すように言った。

「まあ、おめぇたぁ言い合ってもしょうがねぇな。おたげぇ相手の車を

治すことにすべぇ。そんなら、おめぇの負担もねぇずら」

「オッケー。じゃぁ、お互い保険屋に連絡入れて、奴らに後始末しても

らおうぜ」

男は小娘を連れて木陰に行くと、スマホで保険会社に連絡を入れた。男

は長い間保険会社と話をしていた。堀田も調整事務所に連絡を入れ、状

況を説明した。しかし、乗用車に対物車両保険が付保されていないこと

を伝えると。事務所の係りは何としてでも、全面的に相手に支払っても

らうように堀田に伝えた。堀田がスマホでの話を終えて戻って来た男に

そのことを話すと、男は

「修理代払わねぇと言うんじゃ、慰謝料として、代わりに何かもらうし

かねえな、なあ、ミナコ」

と小娘の方を見て言った。小娘は頷いた。平蔵爺さんがふと思いついた

ようにｉｄトークンを取り出して言った。

「おめぇ、内の町内に寄ってけ、このキーで好きなものを買ってやらぁ」

男はにやっと笑うと。フィックスの修理代の請求先を書いたメモを渡し

ながら、堀田に末宮の調整事務所の場所を確認した。高村六郎が平蔵の

耳元で言った。

「まずいんじゃねぇのか？調整事務所に連絡した方がいいべ」

「でぇじょうぶだ。事務所の連中がｉｄトークンで何でも買えるって説
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明してたべ」

それが一つ目のトラブルだった。調整事務所の担当者は事故の事後処理

に四苦八苦する羽目になった。

それから一行は昇仙峡ラインをそのまま走り続けた。昇仙峡の岩肌は切

り立っていて、荒々しい姿が周囲の赤松の樹影と調和し、庭園の様な雰

囲気を造り出している。昔、馬車乗り場のあった辺りまで行くと道の分

岐点があり、大通りとそのまま川沿いを走る道に分かれたが、堀田は川

沿いの道を選んだ。途中まで進むと土産物店があった。店番と思われる

男が道路の中央に立ち、両手を挙げて行く手を遮った。

「この先は行き止まりだから、ここに車を置いていった方が良いです」

しかし、まだ奥まで行けそうな雰囲気だ。堀田は何か言っている男を無

視して強行した。少し行くと左手に何店かの古びた店が建っているとこ

ろを通り過ぎ、更に奥に進むと道の両側に活気を感じる小綺麗な小さな

店が建ち並ぶ所に出て、それ以上進めなくなった。堀田と高村は突き当

たりの店の駐車場に車を停めた。１２時半を回っていた。平蔵爺さんの

提案で、その店で昼食にすることになった。壁の張り紙にほうとうと書
．．．．

いてある。

５人がほうとう、３人が山菜蕎麦を頼んだ。露天のテーブルからは渓谷

を望める。白い大きな岩が点在した荒川は、生き物のように激しいしぶ

きをあげ、見事な渓流を造っている。昇仙峡の景色を眺めながら、８人

は今晩の宴会の話題に花を咲かせ食事を楽しんだ。食事が済むと平蔵が

精算のために席を立ってレジの所に行った。

「全部で８４００円になります」

「うまかった。ありがとよ。で、このカードで精算できるずらか？」

店の主は首を横に振って言った。

「済みません、ここはクレジットカードが使えないんですよ。現金でお

願いします」

「おれっちはこのカードしか持ってねえよ。そんじゃしかたねぇから、

これを使うべぇ」

平蔵はｉｄトークンを取り出した。
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「お客さん、冗談言わないでくださいよ。そんな得体の知れない鍵みた

いなもの、家じゃ扱えませんよ」
うち

「いぃや、お宅は知らねぇかも知らね－が、こいつは何でもただで買え

るｉｄトークンって凄い力のあるやつずら。うちの村じゃぁなかなか重

宝しているだべ」

「愛デート君なんて、ふざけないでくださいよ」
．．．．．

店主は誤解して怒りを露わにし始めた。

「どうしてくれるんですか？」

「そんねにいじやいてこまったな。ほいじゃ、ｉｄトークンも使えねぇ

んだら、調整事務所に連絡するっきゃねぇべ、係の男と話してくんな」

店主は平蔵の渡してよこしたスマホで調整事務所の担当と交渉し、料金

を送金してもらうことで、何とか了解した。

「まぁず、やぶせったいなぁ。やっぱ金持ってくりゃ良かったべ」

店を出ると堀田がみんなに向かって言った。平蔵がみんなを諭した。

「なな、するな。俺っちは試行中ずら。金は使っちゃだめだべ。町長も

言ってたべ、今の金の世の中がおかしいずら。むかしゃぁ、金なんかな

くても助け合って生きていけたんがね。金っちゅうもんが物やサービス

の有りがたみみてぇもんまで消して、みんな人や物に感謝するっちゅう

心せぇなくしちまっただ」

これが２つ目に起きた問題だった。外でのコーポレートカードの使用も

万全ではない。一行は奥にある仙娥滝に向けて遊歩道を歩いた。左手に

高く聳える円覚峰の巨大な仙人のような白い岩肌が見える。先ほどの店

の壁に貼ったポスターに昇仙峡を代表する石峰だと書かれていた。老人

達はその美しさと迫力に圧倒されてしまった。仙娥滝に辿り着くと、何

人かの観光客が大きな裂け目のある巌を背に写真を撮っていた。老人達

はがやがやと話しながら細い道を戻った。途中で息が切れて何度も休憩

を取った。やっとの事で車にたどり着くと馬車乗り場まで戻り、そこか

らは大通りに出て昇仙峡ラインを更に登った。やがて橋を通過し、賑や

かな町に入った。堀田と高村は水晶博物館の隣にあるケーブルカーステ

ーションの前に車を停めた。次の障害は自動販売機だった。さっきのほ
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うとうと蕎麦の味が濃かった所為なのだろうか？老人達は喉の渇きを

訴えた。誰もコインを持っていない。一行は仕方なく、近くの手洗い所

で水道の水を飲んだ。現金が無いことにはどうしようもないということ

になり、クレジットカードで現金を引き出そうと云うことになった。し

かし、現金の引き出し方を知っている者はいなかった。通りの向かいに

ある郵便局の受付に聞いて、ＡＴＭのある場所を教えてもらったが、誰

もコーポレートカードの暗証番号を知らなかった。平蔵は調整事務所に

電話した。しかし事務所の係は「キャッシュは引き出せません」と言っ

た。一行は諦めて、今度はケーブルカーに乗ることにした。チケット売

り場でもクレジットカードの支払いで一悶着あった。

「ただよりたけぇものはねぇな」

後藤幸夫が言った。

「そんなことはね－だ。金のことを忘れて生きるためにゃ、金がどんな

におれっちに染みこんじまってるか、分かんなくちゃなんねえんだ。町

長っちが、本当は金なんて無くても生きてゆけるっちゅうことを教えて

くれただ。俺は生まれたときからずっと金のことばっか考えて生きてき

たけんど、つまんねえこった。生まれる前と、死んだ後にゃ、金なんて

ありゃしねえ。もうじきほんとに要らなくなるだべ」

８人はケーブルカーでパノラマ台まで登ることにした。ケーブルカーの

チケットはコーポレートカードで支払いができた。パノラマ台山頂にあ

る八雲神社に参拝してから富士見台に向かった。雲が晴れてきていた。

霞む南西遠方に南アルプスの山々が連なり、少し離れた南東の彼方の雲

上に富士山が浮かんでいる。久しぶりの富士の姿に老人達は無邪気に喜

んだ。

「こんな景色は、外国にもあるんだべか？おれは生きてて良かっただべ」

今まであまり話さなかった７８歳になる灘節 聡が言った。
あきら

「富士山はいつまでも変わらねえな。それに比べて、おれっちはずいぶ

ん変わっちまっただ」

佐賀井洋一が息を弾ませながら言った。

「おめぇ、今回のｉｄトークンのことどう思うだべ？」
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灘節が佐賀井に向かって訊いた。

「どうって、そりゃ、ただで何でも手に入るっちゅうから、ありがてえ

こっちゃ」

「おめぇな、俺っちは長げぇ間生きてきたから、わかるべ。俺っちがた

だで何かをもらうっちゅうこんは、誰かがそれをくれるっちゅうこんだ

べ。どこかで誰かが俺っちのために働いているっちゅうこんだね」

「そりゃそうだ。内観システムズとかが金出してくれてるんだべ・・・

・」

「今までは、自分で働れぇて、金稼ぇで、そんで金もらって、そん金で

何か買っただべ。働きもしねぇで、ただで何かをもらうっちゅうんはな

んか気持ちわりいもんだな」

「だけんどよ、おめぇ、考げえてみろ、おれっちはいままで生きてきた

けんど、何も食わなくったって、水せぇ飲んでりゃ、１週間やそこらは

生きていられるだべ。そん水だってよ、みんなただだべ。そんことじて

ぇが、なんか不思議な感じだべ。こん歳食らうまで気がつかねぇんじゃ

な」

「うん、確かにそうだべ、水はただだけんど、誰もくれるっちゅうわけ

じゃねぇ。地面から湧いてくるからな。地面の水は、雨が降って地下に

浸みこんだもんだべ。んなら、誰のもんでもねぇ。ちゅうか、みんなの

もんだべ」

「もしかすると、俺っちって、黙ってても生きれるようにできてんじゃ

ねえのか？だってよ、身体悪くなりゃ、誰かが助けてくれるだべ、水だ

け飲んで生きてりゃ、栄養失調で倒れるだべ。だけんど、誰かが食いも

んをくれて助けてくれるべ。ありがてぇなぁ」

「おめぇ、そりゃ、俺っちみてぇに、みんな助け合って生きているから

だべ。一人で生きてりゃ、水だけ飲んで生きてたって、途中で栄養失調

でのたれ死んじまうだべ」

そこに平蔵がやって来た。

「何話してるだべ？」

佐賀井が応えた。
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「ｉｄトークンはありがてぇって話しだが。平蔵、おめぇどうして町長

がこんただこと考げぇたかわかるだべか？」

平蔵が言った。

「おれっちが金んこんばかり考げぇてるから、そんなこと忘れろってこ

とだべ。そんでもってもっと頭使えってことだべ。町長はみんなが物の

ことばっか考げぇてる社会はだめだって言ってただ」

灘節が言った。

「頭使えっちゅうのとは違うだべ。あん人っちは「もっと周りのことを

よく見て、意識して生きろ」って、言ってたべ」

老人達はそれぞれに景色を堪能した。３０分ほどしてケーブルカーで山

を降りると、一行は宿に向かった。宿は塩山の山間にあった。
やまあい

「ようこそいらっしゃいました。おつかれでしょう。直ぐにお風呂にお

入りになれますよ」

ホテルのエントランスを入ると女将が出迎えてくれた。一行は平蔵がチ

ェックインを済ますのを待った。コーポレートカードが役に立った。４

人部屋２部屋が予約されていて、平蔵がキーを持って来ると、直ぐに仲

居が部屋に案内してくれた。阿形伝蔵が言った。

「なんか、ありがてぇな。何でもただでいいんだべか？」

平蔵が頷いた。

「そりゃ、いいんだべ」

伝蔵は微笑みを浮かべて言った。

「儂は、けえったら、みんなのためになんかすることにするべ」

「伝蔵、まあ、そんことはけえってから考えべぇ。金なしでみんなに何

してやれるかっちゅうこんだな」

平蔵が相槌を打った。

その晩の宴会は２０畳ほどの広間で執り行われた。初めに平蔵が全員に

ビールのグラスを手にするように促し、乾杯の音頭をとった。

「みんな、お疲れさんでした。調整事務所が儂らの希望を聞いてくれて、

こんな旅行をすることができたっつうことは、大変ありがてぇことで

す。今度の旅行じゃあ全く金は掛かりません。全部調整事務所が支払っ
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てくれるっちゅうことです。そんでもって、それに対して、なんの義務

もねぇ。これで良いのかなあと思ってるもんもいると思うけんど、そん

ことは忘れて、今日はひとつ思い切り羽を伸ばしてやってくだせぇ。そ

んじゃ、今日の旅行を与えてくれた皆さんに感謝して、乾杯！」

「乾杯！」

皆、何となくしっくり来ないようだった。

「なんの条件もなく、何でも自分の望み通りになる・・・・こんなこと

があって良いもんだろうか？これは天国みたいなもんじゃないんか？」

山下寛之助が言った。六郎が応える。

「大昔、金みてぇなものがねぇときゃ、こういう気持ちだったんかな？

なんか、ありがてぇけんど、やぶせったい（鬱陶しい）もんがなくてす

っきりしたっておもわねぇべぇか？」

後藤幸夫が言った。

「儂は、さっきからどうもしっくり来ねえと思っとったが、そりゃ、や

ぶせったいもんが何もなくなって、すっきりしすぎてるってこんだら」

次第に酔いが廻り場が華やいできた。飛塚が拍手を２回して、全員の注

意を引いてから言った。

「俺はな、今回のｉｄトークンの話があってから、ずーっと、野菊の墓

のことを思い出していたんだ。今日は、俺の胸の中にある思い出を聞い

てもれえてえんだが、いいだべか？」

灘節が言った。

「野菊の墓ってぇのは映画になった、あん伊藤左千夫の小説だべ？」

「そうだ。こんな宴会の時しんみりさせちゃわりいが、俺は呑むと、胸

が苦しくなるんだ。俺にも昔、そんなことがあったからな」

平蔵が言った。

「今日は無礼講だべ。何でも話してくれ、なあみんな、聞いてやるべ」

皆、頷いた。

「ありがてぇ。これはばあさんにはねぇしょだぞ。俺がまだ高校にへえ

ったばっかしの頃のこんだ。俺んちは松本の東の山の麓にあって、俺に

ゃ智子っちゅうガールフレンドがいた。もう昔んこんだ。俺んちにゃ山
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があったからそれんなりの生活をしてただ。だけんど、智子の家は自分

の畑もねぇから、おれんちから土地借りてリンゴを栽培して生活してた

だ。おめえっちも覚えてるだろう、あの 旱とさむぅーい冬の続いた３
ひでり

年間、智子っちは食っていけなくなっちまって、リンゴ作るのやめて、

親父さんが松本に働きに出たんだ。お袋さんも近くの旅館の仲居に雇っ

てもらって何とか生活してた。だけんど、親父さんの仕送りとお袋さん

の稼ぎじゃ、借家賃払って電気代やら水道代なんかを払ったら飯を食う

のがやっとだったんだ。おれは智子のこんが好きで、いずれ結婚したい

って思ってた。おれっちは幼なじみだったから、何かというと理由を付

けちゃ一緒に遊んでただ。智子は小柄で、それほど美人じゃねえが、色

白でおとなしい娘だった。おれより１つ年上だった。野菊の墓と同じよ

うなもんだべ。俺っちは親父が厳格で、「将来は立派な人間になって、

家を継げ」って言ってただ。おれは智子のことが好きで、好きでたまん

なかった。智子も俺のことを好いていたに違ぇねぇ。俺は我慢できなく

て、とうとう両親に智子のことを話しちまっただ。いずれ結婚させてく

れって言っちまった。それからが悲劇の始まりだ。親父は智子の両親に

連絡して、智子を金輪際自分の息子に近付かないようにさせてくれと言

った。智子は九州にあるお袋さんの実家に預けられることになっただ。

智子がもっと強い女なら、一人で生きる道を選んだだろうが、あいつぁ

両親の指示に従うようなおとなしい娘だった。智子と別れる前の日、智

子は俺に身体を許した。そんで、「わたしはどんなに離れてても、生涯

よっちゃんと一緒のつもりで生きるわ」と言った。俺は気も狂わんばか

りだった。俺っちは本当に好き合ってた。智子の身体を抱いたこたぁそ

れほど重要なことじゃなかっただ。兎に角離れたくなかった。智子が去

ったその日、おれは親父やお袋に楯を突いて家を飛び出しただ。おれは

バイトをして稼いだ金で智子の後を追うつもりだった。だがな、一人の

高校生に自分だけの力で生きてゆく術はなかっただ。直ぐに家に連れ戻

されちまった。金が無かった。金がねぇと何もできねぇことをしみじみ

と味わっただ。俺がこれまで何不自由なく生きて来れたんは両親の金回

りが良かったからだ。おれと智子は同じ信州に生まれて、一緒に生きて
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きた。それなんに、俺は何不自由ない生活をし、高校を卒業すれば大学

にも行かせてもらえる。智子は十分な食事も摂ることができなくって、

高校にさえも進学できなかった。俺と智子の違いはどの家に生まれたか

っちゅう違いだけだ。智子は中学の成績も俺と似たり寄ったりだった。

どうしてこんなことになるのか俺には全く分からなかっただ。この社会

が間違っていると思っただ。智子の預けられた母親の実家の住所は俺に

は教えてもらえなかった。俺は悶々とした日々を送った。家に連れ戻さ

れて半年ほどして、偶然智子のお母さんに会っただ。そして、智子が亡

くなったと告げられた。俺は頭が狂ってしまうんじゃねぇかと思うほど

混乱して、悲しみにうちひしがれて３日間食事をすることもできんかっ

ただ。はっきり覚えてねぇが、お袋が俺に何とか食事をさせたんだな。

その後も俺は生きているから、きっとそうだべ。なあ、野菊の墓みてぇ

だろう。さすがに俺は智子に手紙書くなんて芸当はできんかったし、智

子が死んだときのこんはおばさんが何も話してくれんかったから、分か

らんかった。だから、別れた後、智子が俺のことをどう思っていたのか

は分からねぇ。だけんど、おれは智子も俺と同じように、ずっと俺んこ

とを思っていたと信じてこん年まで生きてきた。時々、早く死んで智子

に会いたいと思う。もうじきだ。あのとき、もしｉｄトークンがあれば、

俺と智子に何の違いも生じなかった筈だべ。生まれた場所の違いで、結

婚を反対されるなんちゅうこともなかっただろうし。もし、智子がお袋

さんの実家に預けられることになっても、俺はいつでも智子の所に会い

に行けた筈だ。ｉｄトークンの話しを初めて聞いたとき、ばあさんにゃ

すまねえが、俺は智子を思って布団の中で涙を流した。どれだけのもん

が救われるか知れねえ・・・・俺の話はこれまでだ。みんな悪かった

な。酒がまずくなったべ」

飛塚が思い出をかみしめるように話した。灘節が言った。

「おめえも、つれえ思いをしてきたんだな。そんな過去をもってるやつ

が大勢いるんだべな。あの東日本大震災や阪神大震災、それにこの間の

東海大震災で被災した人っちだって、みんなおめぇと同じような苦しみ

を味わってるんだべな。だけんど、自然の災害で受けた悲しみっちゅう
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んは何とか時が解決してくれるけんど、社会の仕組みから来る苦しみ

は、あんときどうして何とかできなかったんかって後悔が残るべ。本当

は儂らみたいな、旅行できるような奴じゃなくて、もっと苦しんでる人

っちにこのｉｄトークンを分けてやった方が良いんじゃねえべか。おれ

はそう思うべ。俺もけえったら人の役に立つことを何かするだ。この世

を去るまでにまだ間があるからな」

平蔵が言った。

「なあ、まぁずまじめな話になったべ。ここらでひとつ気勢をあげべ。

儂がこのあたりん年寄りの仲居さんに宴会に参加してもらいてえって

女将に頼んであるんだ。もうじき９時になるべ、仕事を引けたら、２、

３人参加させても良いって言ってただ」

老人達の真剣な顔に微笑みが戻って来た。

少しして、３人の仲居が宴会に加わった。それからは砕けた話しで盛り

上がった。全員、大分酒が回ってきた。阿形伝蔵がトイレに行くと言っ

て立ち上がった。２、３歩歩いて伝蔵はその場に倒れた。仲居が慌てた。

男達もふらふらしながら、這いずるようにして伝蔵の元に集まった。伝

蔵は呼吸不全を起こしていた。仲居が救急車を呼びに飛び出して行っ

た。仲居は直ぐに戻って来て、「救急車が出払っていて、直ぐには来れ

ないようだ」と言った。支配人が急遽ホテルの送迎車で町の病院まで連

れて行ってくれることになった。比較的酔いの回っていない３人が付き

添うことになった。灘節、飛塚、高村の３人だ。

当番医に担ぎ込まれた阿形伝蔵は顔面蒼白で虫の息だった。ホテルの支

配人と３人の老人達がおぼつかない足取りで必死になって伝蔵を救急

医療室に運び込んだ。

賢が諏訪の調整事務所から電話を受けたのは入浴を済ませて、瞑想を行

っているときだった。賢は事務所の係から塩山の救急病院の所在地と現

在の伝蔵の様子を確認すると、直ぐに着替えて病院にテレポーテーショ

ンした。救急医療室の外にはホテルの支配人と３人の老人達が落ち着か

ずにうろうろしていた。

「阿形さんの具合はどうですか？」
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「あ、社長さん、どうしてここに？」

飛塚が言った。

「調整事務所から聞いたんです。それで、具合はいかがですか？」

「芳しくねえ、脈が弱くなって、呼吸も細くなってるだ。呑んでて立ち

上がったとき、急に倒れただ」

高村がそう言うと同時に病室の扉が開いて、院長が姿を現した。

「残念です。力は尽くしたのですが・・・・」

全員病室になだれ込んだ。

「おい、伝蔵、伝蔵、しっかりしろ、まだこれからじゃぁねえか」

「伝蔵、生きけぇれ、生きけぇれ」

賢は直ぐに伝蔵の服の襟を開いて、心臓の上に手を載せて瞑目し、伝蔵

の意識を追った。伝蔵の意識はまだ肉体を出たり入ったりしていた。

４人の男達は呆然と賢のやることを見守っている。病院の院長と２人の

看護師も４人の男達の背後で、賢の為すことを黙って見詰めていた。賢

は伝蔵の体内を透視した。銀線はまだ切れていない。大脳辺縁部が麻痺

状態になっていて、心拍が停止し、血液の循環が止まっている。細胞達

が生存のプロセスを止める処置を開始していた。急性のアルコール中毒

のようだった。肝臓の解毒能力を越えたようだ。賢は空中のプラナを自

分の身体に注入し、それを掌の労宮を通して伝蔵の脳幹部にある心臓の

働きを制御する部位と心臓、さらには肝臓に注入した。賢の身体の中を

ものすごい勢いでエネルギーが流れてゆく。賢は完全にエネルギーのパ

イプに成り切った。身体がピクッと僅かに反応した。心臓が鼓動を始め

た。初めは微かに、そして次第に力強く伝蔵の心臓は動き始めた。伝蔵

の口元が微かに動いた。賢は瞑目を解くと言った。

「看護師さん、直ぐにぬるま湯を持って来てください。白湯を飲ませて

血中のアルコール濃度を下げなくてはなりません」

背後から医師が言った。

「だめだ、前田君、直ぐに輸液の点滴だ」

「はい、分かりました」

看護師が直ぐに点滴の準備をした。伝蔵は点滴が始まると少しして、意
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識が戻った。それから医師は看護師に屎尿瓶を用意させ、伝蔵に排尿を

させた。伝蔵は目を開け、ふっと息を吐いた。

「す、すまねえ、みんな、すまねえ」

「生きけえったのけぇ？・・・おお、良かった、伝蔵、良かった、伝蔵」

飛塚が言った。

「よかった、よかったべ」

看護師が白湯の入った吸い口を持ってきた。医師が看護師に「肺に入ら

ないように呑ませなさい」と注意をした。看護師の差し出した吸い口を

くわえて、伝蔵は白湯を一飲みした。

少しして、平蔵達がどやどやと入って来た。辺りに酒のにおいが漂う。

医師が言った。

「歳を取ったら、酒も度を超しちゃいけませんね。今回は奇跡的に命を

取り留めましたが、いつもこんな風にうまく行くとは限りません」

老人達は下を向いている。

「ところで、あなたはどなたですか？どこかの病院の・・・・？」

医師は賢に向かって尋ねた。

「いいえ、ただ、私には人の体内の様子が感受できるのです。阿形さん

の脳幹が麻痺して、心肺停止になっているように見えました。まだ生命

の銀線は繋がっていましたので・・・・体内のエネルギー循環を加速さ

せてみたのです」

「うーむ・・・・だけど、今回はうまくいきましたが、何時もこんなこ

とができると思っていると失敗しますからね。今後は注意してください

ね」

「はい、出過ぎたことをして、申し訳ありませんでした。先生のおかげ

で阿形さんは一命を取り留めました」

何も知らない平蔵が言った。

「先生、ありがとうごぜぇます。おれっち、伝蔵のかみさん、お蔦さん

になんて言って良いか分かりません。ありがとうごぜぇます」

「今後はあまり、呑みすぎないことですね。阿形さんばかりじゃありま

せんよ。皆さんも、ここで白湯を飲んで、小水を出して行ってください」
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一行は伝蔵を病院に置いて宿に戻ることにした。賢が徹夜で伝蔵を看病

した。個室に移された伝蔵は２人きりになると賢に言った。

「社長さん、儂にゃ、社長さんが儂を助けてくれてるのが分かってまし

ただ。社長さんの温かい手が儂の心臓を擦ってくれてて、パーになった

儂の頭に目を覚ます様に、何度も何度も電気ショックを送ってくれてる

のが見えましただ。俺の頭の所で火花が飛んでましただ。社長さん、本

当にありがとうごぜぇました」

「阿形さん、幽体離脱して、観ていたんですね。あなたにエネルギーを

注入することに夢中で、うっかり気付きませんでした」

「なんですか？その幽体何とかっちゅうのは？」

「いいえ、何でもありません。朝まで静かに休んでください。僕が側に

居てあげますから、心配なさらずに」

「社長さん、済みません。ありがとうごぜぇます」

伝蔵の差し出した右手を、賢は両掌で挟むように握った。

翌朝、賢は病院から治療代の伝票を受け取ると、タクシーで伝蔵を宿ま

で送り届け、テレポーテーションで由仁に戻った。

旅行から帰った８人は旅での出来事と自分達の感じたｉｄトークンの

有り難みを尾ひれを付けて家族や近所の者達に喋って歩いた。末宮の人

々はその話を聞いて、このプロジェクトを進めている社長が失踪事件の

解決や東海地震での人命救助などで有名な内観賢であることを知った。

住民達の中には驚き、涙を流した者さえいた。そんなわけで、末宮地区

住民のｉｄトークンへの信頼度は高まり、小さなトラブルはあるもの

の、試行運用は全体的には順調に推移していった。１ヶ月ほどして末宮

地区唯一のミニスーパーに異常事態が発生した。食料調達先の内、米、

パン、餅、パスタ、饂飩などの主食の調達が難しくなってきた。卸店の

多くが品薄という理由で、ミニスーパーに対して販売総量の制限を設け

た。さらに１週間もすると、生鮮食料品の調達も難しくなってきた。そ

れから数日後、今度は末宮だけでなく中郷町にある食料を扱うどの店舗

も揃って食品の品薄状態が起きてきた。それは直接住民の生活にも影響

を与え出した。初めのうちは蕎麦を食べたり、買い置きの食料で生活し
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ていたが、誰もが、どうもおかしいと感じ始めた。それは調整事務所に

働く事務員達も同じだった。事務員の２人が県内他市町と山梨県、静岡

県、富山県の何軒かのスーパーに様子を見に出掛けたが、いずれも仕入

れに異常はなかった。調整事務所は食料品の卸を行っている会社を次々

に訪問し、真相を問い糾した。卸の会社は食料の入荷があると直ぐに通

常の取引価格の１．３倍の価格で買い取りに来る量販店があるので、そ

ちらに回しているとのことだった。しかし、良心的な卸もあり、それら

の卸は新しい取引先から高値を示されても、既に約束している納入先へ

の納品を優先した。そのおかげで、末宮のミニスーパーやコンビニから

食料が完全に消えるようなことは無かった。その事が数馬の耳に入っ

た。数馬は即座に物質転送機を使った配送ルートを確立してしまった。

スーパー、コンビニと相談して、販売量に制限を与えた卸業者との取引

は全てキャンセルさせ、マトラー・システムが食料品の販売を仲介し

て、東京や、原産地から直接末宮に配送するルートを構築してしまった。

食料調達妨害に失敗すると、妨害組織は別の形で攻撃を仕掛けてきた。

末宮地区を走っている車に当て逃げする車が急増した。逃走する車のナ

ンバーは偽装ナンバーでそれが明らかに故意による妨害だということ

がはっきりした。そして事故処理の段階で、保険会社との交渉に圧力を

掛けている組織がある事も判明した。その組織も偽装組織で、保険会社

の担当者も「言うことを聞かなければ、家族に対して危害が及ぶ」との

脅しに負けて、事後の処理を遅らせたり、免責金額を高くしたりしてい

た。調整事務所はその影響で処理効率が落ちてきた。しかし、数馬も賢

も、全然気にしなかった。当初から多少の妨害があることは覚悟してい

た。いろいろな妨害が功を奏さないと分かると、妨害組織は住民の不動

産や預貯金などの財産を狙うようになった。ｉｄトークンの運用で、住

民達の不動産に対する執着心が薄れてきたところを狙い撃ちしている

ようだった。手口は非常に巧妙で、「ｉｄトークン運用の期間、資産が

なくならないように代理で管理してやる」と話を持ち掛けて、数十ペー

ジに及ぶ条項の中に無償譲渡の条項が含まれている厚い契約書にサイ

ンさせるというもの。振り込め詐欺的なもの、リゾートホテルの販売に



81

似せた詐欺など、様々な手口の詐欺が中郷町全域に出現した。中郷町役

場と調整事務所は県警と連携して、詐欺グループの摘発に躍起になっ

た。その成果もあり、中郷町に於ける詐欺事件は激減した。警察の取り

締まりの強化に伴い、町民も外部からの電話や不意の訪問販売などに騙

されなくなったのだった。一連の妨害工作が無駄だということが分かる

と、妨害組織はなりを潜めてしまった。それからは住民達も不安を覚え

ることがなくなった。その頃から、住民の間の互助組織の活動が活発に

なってきた。乳幼児から小中学生の養育支援、施設の拡充、比較的業務

内容が厳しい労働を強いられている者への労働支援、高齢者の行動支

援、介護支援など、様々な分野の支援活動組織ができてきた。看護・医

療や精神的な支援も盛んに行われるようになってきた。調整事務所は常

に収支の推移を追跡していた。当初は支出のみだったが、１ヶ月後は支

出の３パーセントの収入があり、２ヶ月後は収入が７パーセントにまで

なった。収入の殆どは蕎麦とその他の農産物だった。最初の内、「いく

ら努力しても、一銭の金も入ってきやしない」と、半ばふてくされ気味

だった農家や蕎麦業者からも不平・不満の声は聞こえなくなった。３ヶ

月目に入ると、テレビ局が取材に来るようになった。政府関係者もしば

しば調査に訪れた。しかし、どの訪問者も住民が他の県の住民と何ら変

わらない生活をしていることに、出鼻をくじかれた思いで帰って行っ

た。ひとつの大きな動きがあった。試行トライアルの将来のあり方を独

自に検討していた中郷町の中のある青年グループが、トライアルとして

末宮に次世代半導体を用いた無音室作成モジュールを製造、販売したい

と言ってマトラー・システムに提案を持って来たのだ。報告を受けた数

馬はその製品の着想もさることながら、末宮で創業したいという青年達

の熱い想いに感動を覚えた。数馬は早速青年達を東京の事務所に呼ん

だ。青年達は日本の将来に殆ど絶望的なイメージを抱いていた。彼らは

現在の日本の問題を解決できるかも知れないｉｄトークンシステムの

可能性に賭けてみたいと数馬に訴えた。数馬は彼らを会議室に通し、３

時間に渡る説明を聞いた。彼らの説明は２部に分かれていて、先ず製品

そのものの説明、続いて事業計画の説明が行われた。製品は近隣の騒音
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に悩まされている家を想定し、室内の数カ所に直径１０センチメートル

ほどの丸い装置を取り付け、外部から入ってくる騒音をその装置で傍受

し、スピーカーから出す音でキャンセルするというもので、装置同士が

常に通信し、室内の各場所の騒音値を算出すると同時に、各場所に取り

付けたスピーカーからその位置に対してノイズキャンセリングの為の

逆位相の合成音の音波を発生させるというものだった。これはノイズキ

ャンセリングヘッドホーンの技術と空間の音場観測技術を結集し、集積

化した高速ワンチップマイコンで処理を行うもので、非常に高い技術の

要求されるものだった。数馬は諏訪の青年技術者の技術力に今更ながら

驚かされた。青年達はまだ形状が定まっていない、やや大きめのサンプ

ル装置を会議室の６カ所に設置してデモを行った。ビルの中の会議室で

は、もとより外部からの騒音は聞こえない。しかし、彼らは騒音源のモ

ードを室内発生騒音モードに切り替えることが出来ると言った。それは

不思議な体験だった。デモ担当者がスイッチをオンすると、メンバーの

会話が殆ど聞き取れなくなった。数馬が試しにボールペンをテーブルの

上に落としてみた。全く無音だった。数馬は、たとえ末宮地区に工場を

建てられなかったとしても、彼らにこの製品を販売にまで漕ぎ着けるよ

うにさせてあげたいと思った。

数馬は賢と相談して、直ぐにマトラー・キャピトルという投資会社を設

立した。初仕事として、諏訪の青年グループに投資することになった。

彼らは直ぐに国内法に基づいて会社を設立した。会社の名称は諏訪消音

株式会社とした。そして、株式は１００パーセント調整事務所が投資す

る形を取った。会社の設立から２ヶ月で工場の建屋が完成した。工場の

建設には様々な問題も生じた。建築設計事務所と建築会社が茅野市の会

社であったため、ｉｄトークンという形態での仕事を引き受けさせるわ

けにはいかなかった。建築会社と協議の上、従業員には末宮にいる間だ

けｉｄトークンを所有してもらうことで運用することになった。建築会

社の従業員はｉｄトークンをあたかもお財布携帯の感覚で使用してい
．．．．．

た。会社が稼働し始めたのは３ヶ月後だった。どうしてそんなに早期に

起業できたのか皆不思議に思ったが、彼らは既にその下地を持ってい
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て、マトラー・システムに提案に来たときには回路設計、ＶＬＳＩ（大

規模集積回路）の型設計、ケースのデザイン設計と型設計などの設計業

務は完了していたし、部品調達箇所の選定などもほぼ決めてあったの

だ。賢と数馬は面白いことになったと思って成り行きを見守っていた。

マトラー・システムの宣伝広告の効果もあり、諏訪消音の売り上げは見

事な立ち上がりを見せた。販売製品はノイズ・エリミネーター・ゼット

という名称で、ＮＥＺ言う略称から、「寝ずに音の番をする」という意

味付けをして、“ネズ”という愛称で呼ばれるようになった。ネズの売

り上げの貢献があって、末宮での試行開始から半年後には調整事務所の

収支は収入の比率が４０パーセントになるまでに至った。勿論収入のア

ップに貢献したのは諏訪消音だけではなかった。この地域の試行を見学

するためにはるばる海外からも多くの人々が訪れるようになったため、

急遽ホテルも建設されたし、レストラン、饂飩・蕎麦店、旅行代理店事

務所などが建設されていった。商売の繁盛で利益を得たいと考えている

者も少なくなかったが、ｉｄトークン運用の壁は厚く、どうしても個人

的な儲けを狙った投資をすることはできなかった。しかし、殆どの住民

は十分満足していて、国内旅行に出掛ける者も増えてきた。その度に調

整事務所は旅行者の安全に特別の配慮をしていた。賢と原、数馬、梓の

４人は協議して、試行サイトの拡大に踏み切ることにした。末宮という

狭い限られた地域では、悪意のあるものは排除することでなんとかなっ

た。浮浪者などが、何とかこの地域に移り住んでｉｄトークンを手に入

れようとするのも防ぐことができた。様々な欲望を持った者達の侵入も

防いできた。これからは地域がその数倍に広がる。それはどこまで善悪

を越えて運用できるかというひとつの賭であった。４人は決断を下し、

プロジェクトのメンバー、調整事務所の責任者を加えて検討会を開催し

た。殆どの出席者がさまざまな懸念材料を持ち寄っていた。それは４人

にとってはありがたいことでもあった。一つ目の懸念は、実際にサイト

内で窃盗、強盗傷害、殺人などの犯罪行為が行われた場合の対応方法、

２つめは児童の教育をどうするかということ、３番目は婚姻、出生、死

亡などの届け出と、国の支援の受け方などで、そのほか様々な問題点も
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提起された。それらはいずれも事前に想定している範囲内のことで、調

整事務所は末宮の試行を通じて、既に解決策を見いだしていた。唯、一

つ目の懸念である実際の犯罪に対する対処については、末宮の試行では

部外組織による犯罪以外にそのような事例がなかったため、いくつかの

想定例を用意してその解決策をマニュアル化することになった。あくま

で中郷町内での司法の適用は無くすことにした。その事は、もしこの地

域で傷害事件などを起こした場合は、この町を追われることになること

を意味した。この問題を提起していたプロジェクト・リーダーの葛川

が、

「本来、諏訪プロジェクトでは罪を犯してしまったものに対しても、こ

の組織内で更正支援を行うことになっていたと思いますが？」

と苛立ちを露わにした。それに応えて賢が言った。

「確かに葛川君の言うとおりだが、諏訪が日本国内にある限り、国内法

に基づいて処理せざるを得ない。だから、この地域から外に出てもらう

しかない」

「それじゃぁ、この諏訪プロジェクトは単なるテーマパークに終わって

しまうと思います。一番難しい問題にも取り組むべきではないでしょう

か？」

「何か良いアイデアはあるのか？」

葛川の積極的な姿勢に全員耳を立てた。

「はい、万全な解決策ではないと思いますが、児童については、保護観

察を適用してもらうように働きかけ、そのように裁定が行われたら、こ

の施設内で保護することにします。成人男女については、執行猶予期間

はこの地域内で生活させ、拘留されている期間と実刑判決で実際に投獄

される場合とだけ国内法の処置に従い、拘留期間の満了および出獄時に

は、サイトの調整事務所が引受人となって、責任を持って保護するよう

にしたらどうかと思うのですが・・・」

梓が言った。

「私たち、内観社長も樋口社長も原研究所長もみな、あなたのおっしゃ

るとおりに考えていましたよ。この地域から出てもらうと謂うのは、実
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刑判決を受けたときと、法的処理で拘留を受けるときだけのことです。

処置はそれで何とかなりますが、問題は犯罪者の更生なんですよ。理想

的である筈の環境を与えたのに、罪を犯してしまうということは、その

人の持って生まれた特性である可能性がありますから、それをどのよう

に修正させるのか、また、我々がカルマの解消に直接手を貸して良いも

のかどうか、そういったことに両社長と原所長は頭を悩ませているので

すよ。それともう一点、自動車事故や失火の延焼などによる不可抗力の

加害で有罪判決を受けた場合です。その場合は心のケアをどうするかが

大きな課題になります。御三方は心のケアのための施設を建設してはど

うかと考えていらっしゃいます」

葛川は自分の浅い考えを恥じて参加者に謝罪した。賢が言った。

「葛川君、そんなに謝らなくても良いですよ。君のような考えができる

人が居るということは我々にとって、最も勇気付けられることです。さ

すがにプロジェクト・リーダーだと思います」

数馬も原も頷いた。葛川は恐縮してしまった。その後も様々な議論が行

われたが、結局全員一致で試行サイトを中郷地区全域にまで拡張する案

件が可決された。

試行の拡張はそれほどスムーズには進まなかった。先行して、住民への

説明と反対者の説得が試みられていたのだが、この地域には一攫千金を

夢見ているものもかなり住んでいたし、現状の生活を謳歌している者も

少なくなかった。特にこの地域に別荘を持っていて、普段関東地区や関

西地区に住んでいる季節住民には話しが通じなかった。その一方でｉｄ

トークンを心待ちにしている者も少なくなかった。特に年長者の中に

は、全てを断捨離して生活を調整事務所に全託し、無欲にして無窮の余

生を生きることを喜びと感じている者達もいた。中郷地区の地域住民に

対する説得を取り上げたテレビ番組がＡＢＣテレビで放映されること

になった。「釈伏の行脚」という嫌みの籠もったタイトルのドキュメン

タリー番組だった。あまりに強い抵抗を示す住民に対しては、調整事務

所の係員の対応も多少横柄になり、どういうわけかそんな場面ばかりが

取り上げられて、「行きすぎた説得行為」などという説明がされた。し
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かし、殆どの反対者は金銭的な交渉で和解することができた。反対だっ

た者達の大半は、時価の倍近くの金額で不動産を調整事務所に明け渡

し、中郷地区を出て行った。彼らにとって最後まで中郷地区に居座る意

味も無いようだった。一番困難を極めたのは、先祖代々の土地を守り抜

いてきた高齢の資産家だった。２軒の家が最後まで説得に応じずに残っ

た。諏訪プロジェクトは２軒をそのままにして、試行を開始することに

決定した。それはいずれ周囲の環境がｉｄトークンなしには生活できな

いことに気付き、心変わりするだろうとの観測からだった。しかし、こ

とはそう簡単に収まらなかった。２軒が調整事務所と内観システムズ、

マトラー・システムを相手取って訴訟を起こしたのだ。多忙な中、賢と

数馬は何度か松本にある地方裁判所に足を運ばなければならなかった。

訴状には「生存権の侵害」と表記されていた。しかし、直ぐに結審する

ことになった。裁判長は

「ｉｄトークンという手法は、居住者に無償であらゆるサービスを提供

するもので、原告は従来通り金銭を用いて中郷地区以外のいかなる地域

においても商品の売買、その他あらゆる取引の決済を行うことができ、

多少買い物等の不便が生じることはあっても、中郷地区内では何等、違

法な生存権の侵害行為を受けることになるとは認められない」

という見解を述べ、告訴は棄却された。２軒の家は弁護士と相談して上

告を断念した。

予定より２週間遅れて、漸く試行の運用が開始された。

祐子は、国連事務総長との会談を終えてから、このままコンゴに留まっ

て人々の救済を続けるより一旦キガリに戻り、ウグング・ボンリガンボ

と頻繁に交信しながら、コンゴの、更にはアフリカ全土の改革に取り組

むべきではないかと考えるようになった。まだ亜希子を失った悲しみが

身体の中に充満していて、小さな物音にも敏感に反応し、止めどのない

涙を流した。今にも背後から「お姉様、一緒に行ってもよろしいです

か？」と声を掛けられそうな気がして、歩いていてもつい後ろを振り返

ってしまう。ハンカチで涙を拭うママユウコの姿は同行している仲間の
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悲しみを誘った。会合が済むとヘデン事務総長は随行員と共に直ぐにホ

テルを発った。祐子は仲間と共に取り敢えずもう一泊し、翌朝出立する

ことに決めた。傷を負った者達の復調がどの程度か確認して、まだ長旅

に耐えられないようなら更に１泊しようと考えていた。キルリエとプリ

ミテのことが気に掛かったが、再びこのような危険な行程を踏むこと

は、自分に同行してくれた人たちを再び危ない目に遭わせることになる

と思い、ふたりの女性は一旦キガリに戻ってから、賢に頼んで連れて来

てもらうことにした。

午後６時に全員がホテルのレストランに集合した。祐子がメドリスナと

アルフォンに伴われて階下に降りると、既にジミーとベムがソファーに

腰掛けて祐子が来るのを待っていた。

「＊＊＊＊＊」（ジミー、ベム、具合はどう？）

「＊＊＊＊＊」（もう大丈夫です、ママ）

ジミーが少し微笑み掛けて言った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、俺はあの時もう死んだと思いました。ママが俺

たちを救ってくれたんですね。傷も消えてしまって、本当に不思議です）

祐子は２人が傷を受けた肩と胸に手を触れて微笑んだ。

「＊＊＊＊＊」（よかったわ）

祐子達がレストランに入ると、席に座っていたマリーとソニアが微笑み

ながら立ち上がった。テーブルには既にディナーウエアが並べられてい

る。全員が席に着くと最初に祐子がスワヒリ語で話をした。

「＊＊＊＊＊」（みなさん、おかげさまで国連のヘデン事務総長との会

合はうまくいきました。国連も私たちの考えているアフリカ改革の計画

を支援してくれることになりました。これも、みなさんのおかげです。

当初私たちは、コンゴ国内の貧困に喘いでいる人たちを訪れ、一人でも

多くの難民を救済しようという考えでこの国を訪れたのですが、みなさ

んも知っての通り、この国の政情は決して安定しているとは言えませ

ん。この国の中で活動を続けることは皆さんの命を危険に晒さなくては

ならないことを意味します。私の妹亜希子も命を落としてしまいました

し、ジミーとベムも瀕死の重傷を負いました。私たちを救うために自分
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の身をも顧みずに勇敢に敵に挑んでくれたからです。他の人たちも、そ

れぞれに立派に戦い、そして負傷した人を看護してくれました。こんな

ことになって、私は今自分の見通しが甘かったことを痛切に悔やんでい

ます。皆さんの命を危険に晒してしまい、本当に済まなかったと思いま

す。許してください。幸いジミーとベムは一命を取り留め、このように

復帰することができました。これも全て私たちを守ってくださる神様の

おかげと思っています。今はみんなで亜希子の冥福を祈ってください。

事務総長がお帰りになってから、私は考え続けました。この装備だけで

更に皆さんを危険に晒してまでコンゴ国内に留まって難民救済活動を

続けるべきなのか、もっと迅速、確実な方法でコンゴを平和な国にする

べきではないのかと。いろいろ検討した結果、まだ皆さんにはお知らせ

していないのですが、これからのコンゴを初めアフリカ中部で共和国制

を敷いている各国に、国民の和平を実現することを第１優先で取り組ん

でもらうことにしました。各国を国全体にまで及ぶ大変革に導く為に

は、一旦キガリに戻り、これはまだ皆さんには言えませんが、ある特別

な手段を用いて取り組むべきだと考えました。ですから、ジミーとベム

の身体が移動に耐えられるようになったら、できるだけ早くここを発っ

てキガリに戻り、国際機関を利用した次の手段に切り替えて、通信手段

と物資の配送手段を駆使して、改革を仕掛けてゆこうと考えます。せっ

かくここまで来て、撤退するかのように感じるかも知れませんが、決し

て撤退ではありません。更なる前進の為です。みなさん、分かって頂け

ますか？）

全員が頷いた。マリーが言った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、私もそれが一番いい選択だと思います。ママに

は他の人に無い神通力がありますが、いつもママが戦闘から私たちを守

る為に活動していては、この壮大な改革は思うように進みません。ママ

と私たちがその目的を達成させるためには、戦う理由のない戦闘に関係

してはならないと思います）

「＊＊＊＊＊」（マリー、ありがとう。他の人はどう？）

ジミーが真剣な面持ちで言った。
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「＊＊＊＊＊」（ママ、俺も、ベムももう元の身体に戻っています。今

直ぐにでも出発できます）

「＊＊＊＊＊」（無理をしてはだめよ）

「＊＊＊＊＊」（いいえ、ママ、この通りです）

ベムも傷を受けた左胸を右手で軽く叩き、左腕に力こぶをつくるポーズ

をして見せた。

「＊＊＊＊＊」（ベム、分かったわ。お願いだから、傷口に乱暴しない

でね）

みんな笑った。

「＊＊＊＊＊＊」（さあ皆さん、今日はコンゴの最終日、好きなものを

注文して良いわよ。遠慮していたら後で後悔するわ）

祐子の言葉で、全員がわいわいと相談を初め、次々にウエイターに注文

した。

食事が終わると、祐子は部屋に戻って直ぐにウグング宛てに手紙を書い

た。

「＊＊＊＊＊＊＊＊」

（ウグング・ボンリガンボ様

ヘデン事務総長との会合は成功しました。事務総長には私たちの計画に

ついて、具体的な内容は話しませんでしたが、協力を得るために大筋の

説明はしました。事務総長は国連が全面的にバックアップしてくれると

約束してくれました。私たちは、早速行動を開始できる段階に至ったと

思います。今あなたの考えている手順を教えてください。私は現在ゴマ

のホテルに居ますが、明日の夕方にはキガリに戻るつもりです。キガリ

には物質転送機があります。あなたの計画を実行する為には私がキガリ

に居なくてはまずいと考えました。今晩から、逐次連絡を取り合って、

ことを進めましょう。

それから、あなたにお伝えしておきたいことがあります。大変残念なこ

とですが、この間一緒にあなたに会ったアキが戦闘に巻き込まれて落命

してしまいました。

ユウコ）
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次に祐子はアイリーン宛てに手紙を書いた。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

（親愛なるアイリーン

みんな元気ですか？いつもスバハの面倒を看てくれてありがとう。あな

たが留守を守っていてくれると思うと、私は安心して活動することがで

きます。私たちは予定通り、あなたから連絡をもらった空港のすぐ近く

のホテル エグゼクティヴ・パレスで、ヘデン事務総長にお会いし、会

合を持つことができました。会議は成功しましたよ。これからの私たち

の活動には国連も支援してくれることになりそうです。私たちは今日ま

でこのホテルに滞在して、明日の夕方キガリに戻ります。あなたにもず

いぶん苦労を掛けちゃいましたね。この前の手紙にも書いたとおり、私

たちはコンゴの戦闘の中に紛れ込んでしまい、妹のアキが亡くなり、ジ

ミーとベムが負傷してしまいました。ジミーとベムは大分回復しました

が、アキは私たちの手の届かない遠い世界に去ってしまいました。私た

ちは今悲しみに耐えています。でも、今度の遠征でみんなの望んでいる

「アフリカを幸せな世界に変える」為の糸口を見つけることができたと

思っています。キガリに戻ってから詳しいお話をします。今後のことは

また相談しましょう。スバハにはママが明日には戻って来ると言ってあ

げてくださいね。留守を守ってくれていろいろありがとう。サスカブや

他の人たちにもよろしく伝えてね。

ユウコより）

２通の手紙を書き終えて、バックパックを広げ、位置情報端末をまさぐ

ると、手紙が届いていた。祐子は手紙を書く前に確認すれば良かったと

思った。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

（親愛なるママユウコ様

先ず、大事なことからお伝え致します。ウグング・ボンリガンボ様からお

手紙が参りました。この手紙に同封してあるのが、そのお手紙です。

皆様、その後、ご無事でしょうか？私は、皆様がご無事であるように毎

日神様にお祈りしております。ママのことですからこの遠征できっと素
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晴らしい成果が得られたことと思っています。国連事務総長がそちらに

向かわれるとき「ゴマのホテル・エグゼクティブ・パレスでママユウコ

と落ち合い、会合をする」とおっしゃっていました。無事ヘデン事務総

長にお会いできたのでしょうか？心配しております。何か問題があった

ら、こちらにご連絡ください。こちらでできることは何でもしたいと思

います。こちらは、スバハの風邪も良くなり、とっても元気になりまし

た。私もスバハにおっぱいをあげたり、一緒に遊んだりしているときが

一番幸せです。スバハが寝付くと、スバハの寝顔を見ながらマリゼに教

えてもらったアガセケ作りをしています。こんな幸せな時間がやって来

るなんてあの過去の混沌とした悲惨な生活が嘘のようです。私たち、サ

スカブ族長も、フルマの人たちも、みんなママユウコ様の戻ってくるの

を楽しみにしています。いつ頃お帰りになれるのでしょうか？またお便

り頂けるのを、楽しみにしております。

アイリーンより）

アイリーンの自分に対する言葉が更に丁寧になっているのを祐子は感

じた。アイリーンの手紙の封筒の中にもう一通の書簡が入っていた。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

（ママユウコへ

事務総長との会合が成立したという連絡をもらい、長い間思い、計画し、

準備してきたことがやっと実行に移せる段階に至ったと、感動で胸が震

えました。私はアフリカ各国に居る同士に直ぐにこのことを連絡しまし

た。皆信じられないと言っています。でも、中には国連の非人道的介入

がないかと警戒心を抱いている者達が居ることも確かです。各国元首と

中枢メンバーの所在位置の確認は順調に進んでいます。特にコンゴにつ

いては、以前から仲間が調べ尽くしてありますから、キンシャサの連中

にその情報の信頼度を高め、精度を高める努力をさせています。他の国

でもそれぞれ真剣に取り組んでいると報告を受けています。それから、

各国元首の個人的な過去の洗い出しも順調に進んでいます。と言うの

も、どの国のメンバーも既に元首については十分に認識しているからで

す。ただ、取り巻きについては不明な部分も多いため、十分な情報が得
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られない可能性があることも否定できません。各アジトにはＤＶＤライ

ターを設置するように指示しました。それから、威嚇用の各種小型爆弾

の準備も着々と進めています。実はこの間お会いしたときには詳しい話

しをしませんでしたが、コンゴのキサンガニに秘密の爆弾製造拠点があ

るのです。キサンガニは引き続いた戦闘で荒廃し、多くの国民がこの地

を去り、政府軍や他国籍軍、そのほかの雑軍が近付かなくなったため、

干渉から逃れて秘密裏に事を運びやすい場所なのです。そこにはこれま

でに製造してきた各種の小型爆弾があります。これまでは殺傷も辞さな

いという考えで爆弾を造ってきましたが、ママとの会合の後、手動地対

空ミサイル － ＭＡＮＰＡＤの改良型 － を除いて、爆弾のタイプ

をママの言う、非殺傷型の小型のものに変えています。勿論地雷は一切

造っていませんし、クラスター型の爆弾も造っていません。現在所有す

る爆弾の数は１０００発ほどですが、新しい小型爆弾はまだ１２０発ほ

どしかできていません。しかし、常に作り続けますから、現段階で計画

をスタートさせることも可能です。ただ、衛星ラジオの準備がまだ整っ

ていないので、実行時期をこれからママと取り決めてゆきたいと思って

います。衛星ラジオについては、あまり知識がないので、是非物質転送

機を発明したママの仲間のお智恵をお借りしたいと思っています。いつ

キガリに戻るのですか？キガリには物質転送機があるので、ママがキガ

リに居てくれると、事がスムーズに運ぶと思うのです。では返信をお待

ちしております。

ウグング・ボンリガンボ）

祐子はできるだけ早くキガリに戻ろうと思った。既に書いてしまった手

紙を取り出し、アイリーン宛ての手紙はそのままでよしとし、ウグング

宛てには追伸を書くことにした。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

（追伸：ウグング様、あなたの手紙を拝見する前に、あなた宛に手紙を

書いてしまいましたので、これは補足です。あなたの迅速な行動に敬意

を表します。小型爆弾については驚きました。そこまで準備が整ってい

るとは思いも寄りませんでした。私の方は国連事務総長との会談を除い
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て、それほど急激な進展はありません。ＶＬＳＩチップの開発進捗状況

については早急にＭｒ.ウチミに確認します。衛星ラジオと静止衛星確

保の件は私がキガリに戻ってからもう少し詳細を詰めましょう。

ユウコ）

一行は翌朝早くホテルを出た。国境は直ぐ目の前だった。祐子達の車が

先行した。祐子は運転しているメドリスナに言った。

「メドリスナ、どこかお土産を買えるところに寄って」

「ママ、俺には分かりません。街の中に戻ってみますか？」

「そうね、一寸待ってね」

祐子はトランシーバーでマリーに相談した。やはりマリーはよく知って

いた。国境付近に行けば土産物を売っている露店商があると言った。一

行は兎に角、国境付近まで行ってみることにした。国境付近は家々の密

集した地域で、あちこちに武装した兵士の姿が目立つ。祐子はホテルの

支配人が一行を見送りながら「国境付近には盗賊や、反政府軍などはあ

まり近付かないので比較的安全です」と言っていたのを思い出した。ま

だ８時前なのに、外は既に大勢の人でごった返していた。国境のゲート

が３００メートルほど先に見えた。ゲートに通じる道の両側では、人々

が持ち寄った品物を広げて店を開く準備をしている。既に商売を始めて

いる露天商もあった。メドリスナとアルフォンは露店の無い整地されて

いない石だらけの路肩に車を停めた。祐子とマリーが直ぐに車から降り

た。ジミーとベムが袋に入れた小銃を手にして急いで後を追った。丁度

アクセサリーの露店の準備ができたところだった。祐子は陳列してある

宝石類を覗き込んだ。

「＊＊＊＊＊」（この辺りの特産は何かしら？）

露店商の女性が応えた。

「＊＊＊＊＊」（マラカイトとエメラルドがとれるよ）

祐子は思い当たる女性達全員にマラカイトやエメラルドの指輪とネッ

クレス、ブレスレットを買うことにして、それぞれ２０個ずつ注文した。

マリーが横から顔を出し、露店の女性に値段を安くするように掛け合っ
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た。女性はマリーの交渉に頷いて見せた。女性はどう見ても余裕のある

生活をしているようには見えない。祐子が女性に聞いた。

「＊＊＊＊＊」（この店はあなたの店なの？）

「＊＊＊＊＊」（とんでもない、私は唯の店番です）

「＊＊＊＊＊」（あなた、この仕事の稼ぎは十分あるの？）

「＊＊＊＊＊」（いいえ、ここの仕事だけじゃぁ、子供にご飯を食べさ

せることもできません。夜は酒場で働いています）

女性は袋に入れた宝石を祐子に渡しながら、１０パーセント値引きする

と言った。マリーはあと１０パーセント引いてくれと更に交渉した。女

性はあと５パーセントなら引けると応えた。祐子はマリーに日本語で言

った。

「マリー、この人達はこの微々たる利益で生活しているのでしょう？値

引いてもらったら、この人達の取り分が少なくなるんじゃないの？」

「いいえ、ママ、この売り子達は殆どの場合、店のオーナーから３０パ

ーセントまで値引きして良いと言われているんです。本当は５０パーセ

ント値引きしても採算がとれるんです。この売り子達は利益の５パーセ

ントは確実に確保しています。高く売れればその利益分はこの人たちの

余録になるんです」

「でも、そんなに値引きさせたら、取り分が減ってかわいそうじゃない」

「いいえ、ここで働ける人たちは、幸せな方です。もっと酷い生活をし

ている人が一杯居ますから」

祐子は売り子の寄越した商品を受け取ると、初めの金額の倍の金額を払

った。倍額でも驚くほどの安さだ。マリーが祐子を諫めるように見た。

女性が慌てて釣り銭を返そうとしたが、祐子は受け取らなかった。

「マリー、あなた、１００ドルのエメラルドと１０００ドルのエメラル

ドとどっちがほしい？」

「そ、それは１０００ドルの・・・・あ、ああ、そうですね」

「これは留守番をしてくれた人たちへのお土産よ。これでも安すぎるわ」

商品を受け取ってにこにこしながら去って行くふたりに、露店の女性は

微笑んで手を振った。ふたりは男達へのみやげを何にしたら良いか相談
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しながら、様々な商品の露店商の前を歩いた。祐子がジミーに訊いた。

「ジミー、メドリスナ、あなた達なら、何がほしい？」

「ママ、ここには我々の欲しいようなものはありません」

ジミーが応えた。

「どんなもの？」

メドリスナが、目を輝かせて言った。

「誰でも喜ぶのは、キャップとか、シャツとか、パンツとか、ベルトと

かだけど本当は、酒とか・・・遊ぶものの方が・・・・」

「メドリスナ、正直ね。男は気まぐれだから、何が良いか分からないわ

ね。それじゃぁ、全員に身に付けるものを買って帰りましょう。あと、

帰ったら私が男性達にはお酒をごちそうするわ。女性達も呼んで、バー

でね」

メドリスナの顔がほころんだ。結局祐子達は露店商を廻って、男達には

ベルトを買い、フルマの職員にはクッキーを買った。お土産の買い物を

済ますと、出国をスムーズに行うため、マリーは祐子達の車に移った。

一般のルワンダ人の出国は特に問題ないようだった。誰でも、ルワンダ

のパスポートを提示するだけで簡単に通過できた。一行も全員がルワン

ダのパスポートを持っていたので、安心していた。初め係官は直ぐに通

過を許可するような口ぶりだった。

「＊＊＊＊＊」（ルワンダに戻るんですね？）

「＊＊＊＊＊」（はい、キガリに戻ります）

メドリスナが応えた。しかし、係官の一人が言った。

「＊＊＊＊＊」（車２台で来た目的は何ですか？最近他国からの不法採

掘が多発していますので一応車の荷物を検査します）

祐子とマリーは荷台の一番下に隠した銃などの武器を発見さたら、厄介

なことになると思った。係官が荷台の幌を上げた。一見、積荷は殆どが

テントや食料、医療用品などのように見える。居住地区やコンゴに来た

目的を一人の係官が執拗に問い糺した。マリーが丁寧に答えた。最後に

何処の所属かとの質問にフルマの人間だと答えると、一人の係官が、

「＊＊＊＊＊」（大統領に謁見したあのフルマか？）
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と聞いた。マリーは

「＊＊＊＊＊」（そうだ、ここに居るのが社長のママユウコで、大統領

にフルマの活動を説明した）

と応えた。その言葉を聞くと、係官は直ぐに通過の許可を与えたが、そ

の目つきから、車に積んでいる荷物に対して、まだ疑念を持っているこ

とは明らかだった。マリーがすかさず

「＊＊＊＊＊」（お勤めご苦労様です。これは皆さんで分けてください」

と言って、用意してあった３カートンのタバコを全て渡した。係官はに

っこり笑ってタバコを受け取り、それをさっと後方にいる男に渡すと、

右手を軽く挙げて２台の車を通過させた。ルワンダに入ると、辺りの景

観は一変した。ゆとりのある住居が広がっている。道も整備されていて、

全く別の世界に来た様な感覚を覚えた。祐子は前方から見覚えのある車

が近付いて来るのに気付いた。康介の運転する車だった。隣に座ってい

るのは香川だ。祐子は康介に向かって手を振った。メドリスナが路肩に

車を停めると、康介もその前に車を寄せて停め、香川と一緒に車から降

りて来た。康介が言った。

「＊＊＊＊＊」（ママユウコ、無事なお帰り何よりです。とても心配し

ました）

康介はスワヒリで話し掛けた。祐子もスワヒリ語で応えた。

「＊＊＊＊＊」（鹿島さん、香川さん、どうしてここに来られたのです

か？まさか、私たちに会いに来たなんてことは・・・・？）

「＊＊＊＊＊」（ママユウコ、そんなこと言わないでください。僕らは

寿命が縮まりました。たまたま２人とも業務命令で日本に帰国していた

のです。昨日ルワンダに戻って来て、サスカブ族長からママユウコ達が

難民救済の為にコンゴに出掛けたと聞いて身体が震えました。本当に無

事でよかった）

「＊＊＊＊＊」（ところで亜紀さんの姿が見えませんが？）

香川が２台の車を交互に覗き込むように観ながら言った。

「・・・死んでしまった・・・」

祐子は視線を落として日本語で呟くように言った。香川の顔色が変わっ
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た。康介は唇を噛みしめた。康介の目から涙が流れ落ちた。康介が吐き

出すように言った。

「どうして？・・・・」

「戦闘に巻き込まれて、私たちを助けようとして、被弾してしまって・

・・・」

「それで、亜紀さんはどちらに？」

香川はそう言って荷台に目を向けた。香川の唇は震え、目が潤んできた。

「日本に帰ったわ。賢さんのところ」

「社長にはお伝えしたのですか？」

「いいえ、まだ誰も知らないわ。賢さんはいずれ亜紀を蘇生させるつも

りなの」

「そっ、それはまずいですよ。社長に知られたら、内観さんはどうなる

か知れません。告訴は免れないでしょうし、それよりもっと怖いのは・

・・」

香川は言い掛けて口を噤んでしまった。後方でトラックが警笛を鳴らし

た。通行の邪魔になるようだ。ふたりは直ぐに車に戻った。メドリスナ

が車を発信し、アルフォンもそれに続いた。康介は２台の車の後を追っ

た。

久しぶりに祖国の土を踏み、メドリスナもジミーも歓喜している様子が

窺える。周囲から狙い撃ちされる危険性もないので、緊張感から解き放

たれたのか、ふたりは口笛を吹いていた。途中ルヘンゲリのレストラン

で昼食を摂った。メドリスナは自分の庭だとでも言わんばかりにレスト

ランに向かってスイスイと町中を走った。店内には全員が座れる様な大

きなテーブルは無い。それぞれ２つのグループに分かれて座った。祐子

はジミーと康介、香川と共に座った。いつの間にかソニアが祐子達のテ

ーブルの近くに来て立っている。祐子はウエイターに椅子を頼んでジミ

ーの左隣にソニアを座らせた。食事が始まると、ソニアはジミーの世話

を焼いた。ジミーは黙ってソニアに従っている。祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（ジミー、傷はどう？）

「＊＊＊＊＊」（もう大丈夫です。痛みもありません）
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ジミーが左手で右肩に触れながら言うと、ソニアがジミーの左の太腿に

右手を載せて、ジミーの顔を覗き込むように伺った。ジミーはソニアを

見て、軽く頷いた。

「＊＊＊＊＊」（コンゴはそんなに恐ろしいところなんですね）

香川がジミーに向かって言った。ジミーは頷いたが何も言わなかった。

「＊＊＊＊＊」（みんなにつらい思いをさせてしまった。本当に済まな

く思っているわ。でも大きな収穫があったわ。ヘデン事務総長にお会い

することができたのよ）

康介が言った。

「＊＊＊＊＊」（それは凄いですね。でも、なぜ事務総長が？）

「＊＊＊＊＊」（サスカブから何も聞かなかった？）

「＊＊＊＊＊」（サスカブ族長は何も言いませんでした。亜紀さんのこ

とも、ママユウコ達の活動のことも。ただ今日帰って来るとだけ）

「＊＊＊＊＊」（国連がこのアフリカを改革しようとする我々の活動を

支援してくれることになったのよ。我々の活動は国連を通してＲｅＮＧ

ＡＦＡ（レンガファ）の支援を受けることが出来そうなのよ。国連が我

々を支援すると謂うより、我々は国連と連携して活動できるということ

なのよ）

「＊＊＊＊＊」（それはすごい。さすがにママユウコだ。やはり先立つ

ものがなくては何もできませんからね。レガンファのバックアップがあ

れば、鬼に金棒だ）

一行は夕陽が西の空に傾き掛ける頃、千の丘と呼ばれる地に戻って来

た。キガリはそれほど大きな街ではないが、コンゴから戻ると祐子とキ

ャラバン隊の面々にはこの地が天国の様に感じられた。車がフルマの前

に着くと既にサスカブをはじめ、フルマの主立った従業員達が建物の前

に並んで祐子達を出迎えてくれた。２台の車は出迎えている人々の前ま

で近づいて停まった。康介は２台の車から少し離れたところで車を停め

た。車から全員が降りて人々の並んでいるところに来た。サスカブの横

にはスバハを抱いたアイリーンが立っている。

「＊＊＊＊＊」（ママユウコ、お帰りなさい。ご無事で何よりです）
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サスカブが敬礼した。

「＊＊＊＊＊」（サスカブ族長、ただいまかえりました。留守の間フル

マを維持してくれてありがとうございます。そして、みんなもありがと

う）

祐子は出迎えてくれた人々に礼を言うと、マリーに目配せした。マリー

が車に戻り、みやげの袋を持って来た。祐子はみんなに向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（ささやかなお土産があります。女性は指輪、ブレスレ

ット、ネックレスのどれか好きなものをマリーから受け取ってくださ

い。そして、男性はベルトです）

マリーが土産物を配った。ソニアもそれを手伝った。祐子は指輪を受け

取り、目に涙を浮かべて立っているアイリーンに軽く頭を下げた。アイ

リーンは祐子に向かって深々と頭を下げた。祐子がアイリーンに向かっ

て言った。

「＊＊＊＊＊」（アイリーン、本当にありがとう。あなたのおかげで助

かったわ）

祐子はアイリーンの手からスバハを抱き取って軽く抱き締めた。スバハ

は眠っていた。帰還した者達がそれぞれに出迎えてくれた人たちと握手

し、抱擁し合った。夕陽が西の空を真っ赤に染めて、交歓するひとびと

の姿を浮かび上がらせた。サスカブの部下の男達が車から荷物を運び出

し、建物の中に運び込んだ。祐子は康介と香川に一緒に加わるように手

招きした。サスカブが全員を大会議室に導いた。大テーブルに夕食の用

意ができていた。サスカブは出迎えたフルマの従業員達にもこのレセプ

ションのディナーパーティに参加するように指示していた。祐子はサス

カブに康介と香川も参加させてほしいと言った。サスカブは既に２人の

席も用意してあると言った。３人の女性従業員が祐子の近くに来てもじ

もじしている。目には涙を一杯溜めている。祐子はスバハをアイリーン

に返しながら言った。

「＊＊＊＊＊」（どうしたの？・・・亜紀のことね）

３人は頷いた。

「＊＊＊＊＊」（あとでみんなにお話しするけど・・・亜紀は亡くなっ
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てしまったの）

３人は声を忍ばせて、むせび泣いた。その事に気付いた他の従業員達も

集まって来た。

「＊＊＊＊＊」（アキさんが、あの優しいアキさんが・・・・・）

従業員達は口々に亜紀の死を悼んだ。祐子が涙ぐんだ目を大きく見開い

て言った。

「＊＊＊＊＊」（亜紀は、私たちを救おうとして、撃たれてしまったの

よ。みんな亜紀の永遠の幸せを祈ってあげてね）

従業員達は両手を組んで瞑目した。サスカブと祐子がみんなを促して席

に着かせた。初めにサスカブが挨拶した。

「＊＊＊＊＊」（今日は、こうして私たちの母であるママユウコとその

一行が無事帰還されました。私たちにとってこれほどの喜びはありませ

ん。みんなも一緒にママユウコと随行された皆さんの帰還を喜び合いた

いと思います。それでは、先ずママユウコにお話しして頂きたいと思い

ます）

祐子は立ち上がって、先ず全員に視線を向け会釈した。

「＊＊＊＊＊」（皆さん、私たちが留守の間フルマを守ってくれてあり

がとうございます。私たちはこのアフリカでも際だって難民の多い隣の

国コンゴ民主共和国の東部に入り、現在も戦闘の行われている地域を廻

ってみました。そして人々の悲惨な生を目の当たりにし、彼らがこれま

で生きてきた人生の一端を垣間見させてもらいました。現在の私たちが

いかに幸せであるかということが、コンゴに行ってみてはっきりと分か

りました。不幸にも過去にこの国の人たちもジェノサイドを経験してし

まいましたが、それと同じようにコンゴの人たちも長い間に渡ってつら

い生活を強いられています。コンゴ戦争で命を落とした人たちは５００

万人とも謂われています。私は、このコンゴ、いやアフリカ全土を幸せ

な世界に変えなくてはならないと改めて感じました。今日はその事を皆

さんの前で宣言しようと思います。私と多くの勇士達はこれから、この

アフリカを平和で、活気のある希望に満ちた世界にするために、全勢力

を投入してゆきます。これから皆さんも様々なメディア － テレビ、
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ラジオとか新聞などを通じて、私たちの活動の様子を知ることになるで

しょう。アフリカが変わってゆく様子を目の当たりにすることになるで

しょう。皆さんも、是非私たちの仲間であることを誇りに思って、フル

マの仕事、そして、それぞれの取り組んでいることに邁進して頂きたい

と思います。今度のコンゴ遠征では、多くの成果も得られましたが、い

くつかの犠牲も払わなければなりませんでした。その最も大きなものは

私の最愛の妹を失ってしまったことです。亜紀は戦闘の中で自分の身を

犠牲にして私たちを助けてくれました。亜紀の勇敢な行動があったの

で、私たちは国連事務総長との会談を持つことができました。この場を

借りて、亜紀に哀悼の言葉を捧げたいと思います・・・・「亜紀、これ

まで一緒に生きてくれてありがとう。私はあなたと一緒に過ごした喜び

に満ちた日々のことは決して忘れません。あなたのような純粋な心を持

った女性を私は知りません。あなたの優しさは多くの人々の心を癒し、

救ってくれました。私たちの為にこの世での命を失ってしまいました

が、霊界でもその優しさで、迷える人たちを導いてあげてください。あ

りがとう、そして、また会える日を楽しみにしています」・・・・亜紀

の魂は今、霊界の両親の元にある事が分かっています。私は妹亜紀の分

まで、このアフリカの人々を救うために働きます。それから、ここに無

事帰還した人たちにも大変な苦労を掛けてしまいました。ジミーとベム

は瀕死の重傷を負いました。他の皆さんにもなみなみならない苦労を強

いてしまいました。今日はサスカブ族長のご厚意で、このような素晴ら

しい晩餐会を催して頂き、感謝に堪えません。遠征に同行してくださっ

た皆さん、キガリでフルマを守ってくださった皆さん、我が子を守り、

私との交信をしてくれたアイリーン、それから、フルマをいつもサポー

トしてくれている鹿島さんと香川さん、そして誰よりもこのブチを引っ

張っていってくれるサスカブ首長、本当にありがとうございました）

祐子は深々と頭を下げた。祐子はなかなか頭を上げなかった。祐子の涙

がテーブルの上にぽたぽたと落ちた。どこからともなく拍手がわき起こ

り、出席者の多くが涙を流した。


